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　────夢の中で、これは夢だと自覚する。




　あの人はいつも通り、森の中にある泉のほとりに座ってスウェンを待つ。

　滝たきのごとく流れ落ちる金糸の髪かみが、草の上にも広がっている。森と同じ深い緑色の瞳ひとみで泉を見ていた。

　エルフと見まがうほどの白はく皙せきの美び貌ぼう。

　なにかを憂うれえるような悲しげな横顔が、スウェンが近づいたのに気づき、ゆっくりとこちらを向く。

　華はなやかな美貌がスウェンを見てほころぶのに、心臓が口から飛び出てしまうのではないかと思うほどときめいた。

『精せい霊れいさん……』

　彼の本当の名を知らないスウェンは、そう呼びかける。

　その呼び名はスウェンがつけた。森の精霊のように美しいから。

『スウェン』

　弦げん楽がつ器きのような声だ、と思う。耳に心ここ地ちよく、やわらかく響ひびく。

　こんなに美しい人を、スウェンは他ほかに見たことがない。母譲ゆずりの銀ぎん髪ぱつとすみれ色の瞳を持つスウェンも容姿を褒ほめられることは多いけれど、精霊さんと比べたら自分など貧相な子どもにすぎないと思う。

　エルフだって彼ほど美しくないのではないか。

　そう思えるほど、彼の美貌は並外れている。

　五年前に出会ったときはまだ華きや奢しやな少年だった精霊さんは、いまは背も伸のびて顔立ちにも男性らしさが現れていた。

　スウェンは精霊さんの年ねん齢れいも知らない。十四歳である自分より、四つか五つくらい年上に見えるけれど。

　常にもの静かで、自分のことを決して語らない彼は謎なぞめいている。若いのに、まるで隠いん者じやのようだ。自分の存在を極力誰だれにも知られたがらず、息を潜ひそめているような……。

　だから精霊さんには、スウェンしか友達がいない。

　夢の中の精霊さんは、スウェンに妖よう艶えんにほほ笑えみかけて手招きをする。そんな表情にどきりとした。本物の彼はこんな表情をしない。

　でも夢の中のスウェンは、当たり前のように彼の側そばまで歩く。

　手を引かれて彼の隣となりに座り、肩かたを抱だかれてなにも考えられなくなってしまう。

　実際に精霊さんに触ふれられたことなどないのに、その体温がとても現実的で胸がうるさく騒さわぐ。

　見た目よりたくましい腕うでに男を感じて緊きん張ちようした。

　ぴったりと寄り添そっていると、体が震ふるえる。彼の息いき遣づかいがスウェンのまつ毛にかかるほど顔を寄せられれば、なぜか下腹が熱くなって、性器がゆるやかに膨ふくれ始めるのがわかった。

　どうしよう、こんな恥はずかしい状態を精霊さんに知られてしまったら。

『スウェンは〝癒いやし〟の才があるんだよね？』

　耳みみ孔あなに息を吹ふき込むように囁ささやかれ、腰こしに甘い痺しびれが駆かけ下りる。

　身を竦すくませながら、かろうじて頷うなずいた。

〝癒し〟は生きものの心に入り込む才能を持つものだけが行える治ち癒ゆ行こう為いだ。スウェンの一族は、癒しと薬を組み合わせて行う治癒師を多く輩はい出しゆつしているのである。〝癒し〟は対象の体に触れて意識を集中することで心の中に入り込む。

『スウェン、こっちを見て』

　求められ、頰ほおに血を上らせたままスウェンは精霊さんを見上げた。

　深い、深い、緑色の瞳にスウェンが映っている。吸い込まれそうで、頭がくらくらした。

『私のことも、癒してくれないか』

　濡ぬれたような淡あわい色のうすい唇くちびるが艶なまめかしく開いた。

　心臓があり得ないほど飛び跳はねる。

　いつも寂さびしそうな顔をしている彼を、癒してあげられたらとスウェンも思うけれど、でも……。

『きみの……、癒しを私に……』

　精霊さんの顔が傾かたむけられ、ゆっくりと近づいてくる。身動きもできないまま、彼の唇を見つめた。

　胸が苦しい。息ができない。体が熱い。性器のつけ根がずきずきする。

　どうしよう、どうしよう──！

『スウェン……』

　彼の顔があまりに近づいて、ぎゅっと目を閉じる。

　唇に体温を感じる刹せつ那な、ハッと目を覚ました。

「────……ぁ、……」

　は、は、は、と浅く速い呼吸を繰くり返し、丸く見開いた目に映る天てん井じようを呆ぼう然ぜんと眺ながめる。

　一いつ瞬しゆん夢と現実の境目が判然とせず、頭が混乱した。

　やがてじわじわと現実が戻もどってくると、やっと深く息をついた。

「……なんで……」

　あんな夢を見てしまったのか。

　起き上がろうとして、陰いん茎けいが強こわばっているのに気づく。

　戸と惑まどいながら、片手でそっとそこを包んだ。

「精霊さん……」

　どうして夢に出てきたのが彼なのだろうと考えて、近ちか頃ごろ精霊さんのことばかり気になっているからかもしれないと思った。

　スウェンは本格的に治癒師になるための勉強をしに、来月この土地を離はなれて都の学舎に行くことになっている。

　それを精霊さんに今日、伝える。

　スウェンしか友達のいない彼が寂しがるかもしれないと思うと、とても胸が痛んだ。










「スウェン、一いつ角かく獣じゆうの〝癒し〟に成功したんだと？」

　祖父に声をかけられ、バスケットにパイを詰つめていたスウェンは顔を上げた。祖父は都で治癒師を育てる学舎の教師をしている。スウェンが学舎に入るのに合わせ、休きゆう暇かを兼かねて迎むかえに来ているのだ。

「まだ油断はできませんが、危ないところは越こえたと思います。あとは傷の回復を待つだけです。薬草も貼はらせてくれましたから、また様子を見に行きますね」

「主人ですら近寄らせてももらえなかったのにと、みな驚おどろいておったぞ」

　祖父は胸まで届く真っ白な顎あごひげを撫なでながら破顔した。

　村の長おさが高い金を払はらって貴族から譲り受けたという純白の一角獣は、その優美な外見に反して気き性しようが荒あらく、しばらく前に怪け我がをしてからは手がつけられないほどだった。

　怪我は悪化していき、体も衰すい弱じやくしていくのに、誰かが近づけば一角獣は興奮して暴れるばかりだったのである。

「たまたまぼくと波長が合ったんでしょう。なんとか受け入れてもらえてよかったです」

　スウェンは控ひかえめに顎を引いてほほ笑んだ。

　一角獣の心に入り込むため、数日かけて廏うまやに寝ね泊とまりをし、少しずつ自分の存在に慣れさせた。頑かたくなな彼の心に語りかけ、寄り添い、やがて額と額を合わせてその棘とげだらけの精神に触れることができた。

　一本一本棘を抜ぬくようにして、言葉以外の方法で心を通わせられたときはどれほど嬉うれしかったことか。

　スウェンを近づけることを許した一角獣の傷に薬を貼り、彼が安心して眠ねむるまで額同士を合わせて心を慰い撫ぶし続けた。

「いや、おまえは我が一族の希望だな」

「ぼくなどまだまだです。早くおじいさまのように、たくさんの人を癒せるようになりたいです」

「おまえは才能も飛び抜けているが、勉強熱心で努力も惜おしまない。将来が楽しみだ」

　手放しで褒められ、内心喜びながらも驕おごってはいけないと気持ちを引き締しめた。

〝癒し〟は誰でもできるものではない。生来の資質に加え、たゆまぬ修しゆ行ぎようが必要だ。

　言葉の通じない動物や、特にどんどん数が減ってきている幻げん獣じゆうたちにも〝癒し〟は効果的である。もちろん人間にも。

　薬術と〝癒し〟を組み合わせて行う者を、治癒師と呼ぶ。薬だけを用いる薬くす師しと違ちがうのは、治癒師には〝癒し〟の才が必要なことである。

　怪あやしげな祈き禱とう師まで治癒師を名乗ったりするので、治癒師にもいろいろあるが。

　スウェンには偉い大だいな治癒師である祖父の血が濃こく出たらしい。

　祖父のように、いずれは王に呼ばれるほどの治癒師になって、たくさんの人の役に立つのがスウェンの目標だ。

「すみません、おじいさま。ちょっとこれから用事があるんです」

　時計を見て、スウェンは丁てい寧ねいに頭を下げた。

　スウェンがバスケットを手にしたのを見て、祖父はひげに覆おおわれた顔をほころばせた。

「なんだ、女の子にでも会いに行くのか。おまえも年頃だしのう」

「そんなんじゃありません。友人に会いに行くんです」

　からかわれて、スウェンはかすかに頰を染めた。

　十四にもなれば、友人たちの中には恋こい人びとを持つ者もいる。けれど晩熟おくてなスウェンは女性に目を向けることはなかった。遊ぶより、治癒師の勉強をしたいというのもある。

「学舎に入れば、自由に遊ぶこともできなくなるぞ。少しは女の子と出かけてくればいいものを」

　祖父の軽口が気恥ずかしくて、スウェンはバスケットを持ち上げた。

「では行ってきます」

　バスケットの中身はスウェンが手作りしたニシンのパイ。この国ではよく作られる家庭料理でスウェンの好物である。

　家を出たスウェンは森の中の小道を歩いていく。泉の側そばのお屋や敷しきに住んでいる、名前も知らない友人に会うために。

　一時間も歩くと、白い小さな花がたくさんついた木が前方に現れた。

　泉のほとりに生えるあの花は咲さいている時期がすごく短くて、満開から数日すれば、ひらひらと花びらが散ってしまう。

　今日も風はないのに、花びらが一枚、また一枚と散っていくのが見えた。

　その花びらが落ちた先には──。

「…………」

　スウェンは言葉も失なくして、木の下で横になって目を閉じている、この世のものとは思えない美び貌ぼうの人を見た。

　長い金色の髪かみが草の上に広がり、きらきらと光を弾はじき返している。白磁のように滑なめらかな肌はだが繊せん細さいな目鼻立ちを引き立てて、まるで神さまが作った人形のようだ。

　髪と同じ色のまつ毛は長く濃い。うっすら色づいたうすい唇くちびるもきちんと閉じられて、胸がかすかに上下していなければ、生きているのかどうかさえわからない。

　舞まい落ちる白い花びらと相まって、夢のように美しい幻想的な光景だった。

「……精せい霊れいさん」

　スウェンが声をかけると、精霊さんは金色のまつ毛をゆっくりと上げた。

　そして森の緑と同じ色の瞳ひとみでスウェンを認め、やわらかくほほ笑えんだ。

　スウェンの心臓が魚みたいに跳ね上がる。

「おはよう、スウェン」

　五年前、初めてここで彼を見かけて声をかけたときは、彼は驚いて逃にげるように屋敷に消えてしまった。

　でも幻まぼろしのように美しいこの人のことが忘れられなくて、スウェンはもう一度同じ場所に来た。

　彼はやはり泉のほとりの木の下にいた。まるでスウェンを待っているように思えたのは、自分の願望だったのかもしれない。

　スウェンが声をかけると、ためらうようにしていたが、逃げられはしなかった。スウェンは当時まだたったの九歳で、誰だれかに害を与あたえられるわけではなかったけれど、彼は怯おびえてさえいるようだった。

　理由があって名前を教えられないという彼が、

「好きな名で呼んでくれて構わない」

　と言うので、

「じゃあ……、精霊さん」

　と、心に浮うかんだまま口にした。まるで森の精霊のようだと思ったから。

　そのときの彼の驚いた顔が忘れられない。そのあとの花のような笑顔は、幼いスウェンの心に焼きついた。

　────なんてきれいな人なんだろう。

　あとで彼が、都の高貴な人物の落とし胤だねであるとか、罪人の子が流れてやってきたのだとか、エルフの隠かくし子だとか村で噂うわさされているのを知った。

　彼は世話係の老人と二人だけで、森の中のお屋敷に住んでいるということ。

　村人たちは関かかわり合いになりたくないから、お屋敷に近づこうとしないのだとも。

　スウェンを見てゆっくりと体を起こした精霊さんに、持ってきたバスケットを差し出した。

「今日はぼくが作ったニシンのパイを持ってきたんです。一いつ緒しよに食べましょう」

　精霊さんが嬉しそうに笑うと、胸がどきどきする。

　バスケットを開けると、パイの香こうばしい匂においが立った。ナプキンに包まれたそれは、まだほんのり温かい。

　ひと口齧かじると、じゅわりと染しみ出たバターとやわらかい魚の身が口の中で混ざり合って、蕩とろけるような味わいだった。

　精霊さんも目を細めて味わっている。

「すごく美味おいしい。スウェンは料理が上手なんだな」

「ありがとうございます。でも、実は得意なのはこのニシンのパイだけで、あとはあんまり上手じゃなくて。あ、でもこのパイは自信作です」

　精霊さんは、パイを口に入れる仕草も優ゆう雅がだ。

　今朝おかしな夢を見てしまったからか、精霊さんを見ているとなんだか甘あま酸ずっぱいような不思議な気持ちになる。

　学舎に行く間、彼と離はなれなければいけないと思うととても寂さびしい。

　でも伝えなければ。

　スウェンは重い口を開いた。

「ぼく、来月から都の学舎に行くんです。治ち癒ゆ師の勉強をしに」

　精霊さんの動きが止まる。

　かすかに目を見開いたまま微び動どうだにしない彼の髪が、風でさらりと揺ゆれた。彼がひどく衝しよう撃げきを受けているのがわかって、スウェンの胸が締めつけられる。

「精霊さん……」

　精霊さんはしばらくしたのちに唇を震ふるわせると、静かに視線を地に落とした。

　視線を上げないまま、唇だけを笑みの形に刻んだ。

「そう……、頑がん張ばって」

　大きな悲しみをこらえながら笑っているように見えて、スウェンの胸がぎゅうっと音を立てるほど絞しぼられた。

「いずれ帰ってきます！　毎年、長い休みにもきっと戻もどってくるって約束しますから……！」

　初等教育が四年。その後の高等教育が二年。

　六年は長い。精霊さんと出会ってから今までより長い。卒舎する頃ころにはスウェンも二十歳はたちになる。

　精霊さんはそっとまぶたを閉じた。

「……約束はしたくない」

　彼はいつも、どんな小さな約束も受け取ろうとしない。スウェンが「来週また来ますね」と言うときでさえ、静かにほほ笑むだけだ。

　なににも期待しない彼を見ていて、ずっともどかしかった。

　もっとスウェンを信用してほしい。心を預けてほしい。

　諦てい観かんの滲にじむ精霊さんの表情が儚はかなげで壊こわれてしまいそうで、スウェンは衝しよう動どう的に身を乗り出した。




　唇に、熱が触ふれる。




　近すぎて目もとしか見えない精霊さんの瞳が丸く見開かれる。

　驚おどろいたのは、スウェンも同じだった。

「ご、ごめんなさい……っ！」

　慌あわてて体を後ろに引いて離れたものの、

「あのっ、夢が……、夢で、精霊さんがぼくにキスしたから、だから……！」

　頭の中が混乱してしまってなにを言っているのかわからなかった。

「夢で……、私がきみに……？」

　精霊さんに呆ぼう然ぜんとした様子で繰くり返され、スウェンは思わず両手で唇を覆おおって真っ赤になった。

　なにを口走っているんだ、自分は！

　そのまま言葉もなく見つめ合っていると、じわじわと胸に浮かんでくる気持ちがあった。

　精霊さんを見ているといつも、温かくて、やさしくて、甘酸っぱくて、それでいて切ないような気がしていた。

　彫ちよう刻こくの美神のような曲線の頰ほおや、男性らしい形になってきた手に触れてみたいと思っていた。ふとしたときに寂しげな顔をする彼に笑ってもらいたくて、なにかしてあげたくて。

　その気持ちがなにかなんて、考えたことはなかったけれど────。

「好き、です……」

　気づいたときは、そう言っていた。

　そして数秒遅おくれて、自分の気持ちがやっと言葉に追いついた。

（好きなんだ……）

　胸に満ちてくる、熱く甘い想おもい。

　最初は目も合わせてくれなかった彼が、スウェンが呼び名をつけたときに嬉うれしそうに笑った。決して次の約束は受け取ろうとしなかったけれど、スウェンが訪ねてくるのを待っているのを知っていた。

　寒い時期にはスウェンが風邪かぜを引かないよう、暖かなストールを肩かたにかけてくれる。暑いときは水で濡ぬらした布を首筋に当ててくれる。花の好きなスウェンのために、よくきれいな花が咲いている場所を探しては連れて行ってくれた。　>>>♥

　口数は多くなくても彼の側そばは居い心ごこ地ちがよかった。

　常にスウェンを気き遣づかってくれるから、スウェンも彼を喜ばせたかった。

　気づきたての恋こい心ごころでも、この気持ちは本物だ。

　頰を上気させたまま、スウェンは精せい霊れいさんを真っ直すぐに見つめた。そしてしっかりした口調で繰り返す。

「好きです」

　けれど精霊さんは訝いぶかしむように目を眇すがめた。

「きみは私に同情しているだけだ」

「違ちがいます！」

　どれだけ誰かに気の毒だと心を寄せても、精霊さんのように触れたいと思ったことなんかない。可か哀わい想そうと思うことはあっても、キスしたいと思うことなんてない。

　精霊さんは目を伏ふせ、苦しげに声を絞り出した。

「お願いだから……、期待させないでくれ……」

　その言葉に、スウェンの胸に光が射さした。

　期待させるなということは、彼もスウェンのことを好いているということではないか。

「じゃあ、精霊さんもぼくのこと……？」

　精霊さんは自分の言葉の意味に気づき、みるみる顔を赤くした。うろたえて視線を泳がす様がとても人間らしくて、可愛かわいくさえ思えた。

「きみにはこれからたくさんの出会いがある。私のことなどすぐに忘れるだろう」

「忘れません」

　きっぱりと言い切るが、精霊さんは手で顔を覆ってしまった。

　泣いているようで、どきりとした。

「…………きみを縛しばるような約束をして、いずれ疎うとましく思われるのが怖こわい……」

　くぐもった声で言うのに、胸が痛んだ。

　なんでこの人はこんなに自信がないんだろう。誰だれよりも美しくて、やさしいのに。

「だったら、ぼくが学舎から帰ってきて、それでも精霊さんが好きだったら、信じてください」

「私がここにいられる保証はない」

「そのときは捜さがします」

　国中でも。

「ぼくの目を見てください」

　精霊さんはしばらく動かなかったけれど、スウェンは待った。

　やがておそるおそる顔を上げた精霊さんに、安心させるようにほほ笑えんだ。

「好きです。本当です。六年後には必ず帰ってきます」

　移ろいやすい少年の気持ちなんか信用できないのは当然だ。

　だから行動で証明するしかない。六年かけて、スウェンを信じてもらう。

「私は人を愛する資格などない」

「どうしてですか」

「子をなすことも許されない」

　スウェンは首を傾かたむけて、精霊さんの目を覗のぞいた。

「ぼくとならどうやってもできませんよ」

　精霊さんは少し目を開いて、それから「そうだな」とかすかに笑った。

　やっと笑ってくれたのが嬉うれしくて、スウェンも顔をほころばせた。

「ぼくが一方的に好きなだけです。それもだめですか」

　精霊さんはためらいながら、右手の人差し指に塡はめていた指ゆび環わを外した。内側に小さな緑色の宝石を塡めた金の環だ。

「ではこれを……、私の代わりにきみの側に置いてくれないか。気持ちが変わったら捨ててくれて構わない」

　華はなやかな感動が胸に広がった。

　初めて精霊さんが自分の希望を言ってくれたのだ。

「ぜったい捨てたりしません」

　スウェンの指にはまだ少し大きい。これがぴったりになる頃は、スウェンの気持ちを信じてもらえるだろう。

　手のひらに載のせられた指環を胸のポケットに入れ、上からぎゅっと押さえた。

「あの、ぼくからもひとつお願いがあるんですが」

　小さく首を傾かしげた精霊さんに、窺うかがうように言う。

「手をつないでもらっていいですか」

　さっきの一いつ瞬しゆんの口づけ以外、精霊さんに触れたことがない。

　自分がもっと大人だったら、こういうときは知識としてだけ知っている「体を重ねる」という行こう為いを望むのだろう。

　だが年若いスウェンにはこれが精いっぱいだ。

　でも相手の体に触れたい、触れてもらいたいという気持ちに変わりはないと思う。

　最初は指先だけを触れ合わせると、精霊さんは電気が走ったようにびくりと震ふるえた。それでも、強こわばる指を少しずつ伸のばしてスウェンの指に絡からめてくれる。

　指の間に指を入れて手のひらが重なったとき、視線がぶつかった。互たがいの瞳ひとみを見つめ合ったら、もうたまらなかった。

「スウェン……！」

「精霊さん！」

　夢の中よりも力強い腕うでに抱だき寄せられ、胸に閉じ込められた。

　精霊さんの体が熱い。

　まるで人形のようなこの人が確かに生きているのだと、内には強い感情を秘ひめているのだとわかる。

「私は……、私は忌いみ子だ。人を愛してはいけない。誰からも愛されてはいけない……」

　スウェンは首を横に振ふった。

「いいえ。愛に資格はいりません。ぼくがあなたを愛しています。愛する心を、どうか止めないでください」

　髪かみに口づけが落とされたのがわかった。

「きみは愛されて育ったんだな。見ていればわかる。きみがまぶしい。私は母に恐きよう怖ふされ、父に疎まれた。父も母も不幸にした。この地に流された私が死を選ばなかったのは……、きみがいたからだ」

　とくん、と胸が鳴る。

「話しかけてくれて嬉しかった。精霊さんなんてやさしい名で呼ばれたのは初めてだ。すぐに飽あきて来なくなるだろうと思ったのに、きみはずっと私の側にいてくれた。私にとってどれだけきみの存在が大きいか、わからないだろう？」

　精霊さんの心臓の音が速い。

「きみだけが……、きみだけが私を好きだと言ってくれる。きみを失うと思うと胸が壊こわれそうなんだ。きみが私の世界のすべて……」

「失ったりしません」

　精霊さんの腕の中で顔を上げると、宝石のような瞳と視線がぶつかった。スウェンを見つめた緑色の瞳が切なげに細められる。

「愛してくれるか……？　私が何者でも……」

「……何者なんですか……」

　聞きながら、答えは求めていなかった。

　それがわかったのだろう。精霊さんは表情を弛ゆるめた。

　彼の正体がなんでも構わない。忌み子でも精霊でも。

　見つめ合ううちに自然と唇くちびる同士が引き寄せられていき────触ふれる直前で、精霊さんは動きを止めた。

「精霊さん？」

　精霊さんは唇を離はなすと、静かにほほ笑んだ。

「もし学舎から帰ってきて、きみの気持ちが変わっていなかったら、口づけさせてほしい」

　スウェンの頰ほおが赤くなる。

　勢いに任せたわけでもなくキスしようとするなんて、ふしだらな性質と思われただろうか。

　それでも、精霊さんが約束めいたことを望んでくれるのは嬉しかったし、自分を律しているのがわかった。

「約束ですよ。六年後には、キスしてください」

　約束という言葉に困ったように眉まゆを寄せる精せい霊れいさんに、さらに強い口調で繰くり返した。

「約束です」

　精霊さんは泣き笑いのような表情になって、頷うなずいた。

「ああ……、約束しよう」

　嬉しくて、飛び上がりそうだった。

　約束の印に小指と小指をからめ、見つめ合ってほほ笑んだ。

「きみは私なんかのどこが好きなんだろうね」

「精霊さんはやさしくてきれいじゃないですか」

「きれい？」

　本当に驚おどろいたように言うので、スウェンの方が驚いてしまった。

「ぼくはあなたよりきれいな人は見たことがありません。金色の髪も緑の瞳も、きらきらしてすごくきれいだと思います」

　精霊さんは気き恥はずかしげに、でも嬉しそうに口もとを弛ゆるめた。

「そうか……、スウェンは私の髪と目が好きか」

　口の中で、そうか、と繰り返しつぶやく精霊さんは初めてドレスを着た女の子みたいに頰を上気させていて、年上なのに可愛かわいいとさえ思ってしまった。

　二人の間に、とても幸福な空気が流れている。

　と、精霊さんがぴくりと眉を上げ、スウェンの背後に視線を送った。

「誰だれか来る」

　スウェンも振り向いて耳を澄すますと、複数の馬らしい足音がこっちに向かってきているのが聞こえた。野生の動物ではあり得ない統制のとれた足音は、人が乗っていると容易に想像できる。森の中でも精霊さんの住む屋や敷しき近くのこの場所は、町への通り道にもなっていない。

　精霊さんの顔に緊きん張ちようが走る。

「スウェン、帰った方がいい」

「え？」

　馬が視し認にんできるほど近づいたとき、精霊さんの顔色が変わった。

「早くここを離れろ！」

　聞いたこともない切せつ羽ぱ詰つまった声で、精霊さんがスウェンの肩かたを押しやる。

　驚いて馬の方を見ると、馬は全部で五頭。

　どれも見事な艶つやと筋肉を持つ黒馬で、黒い外がい套とうに身を包んだ男たちを乗せている。だが男たちの顔は、魔ま道どう士しの象しよう徴ちようである白い面で覆おおわれていた。

　大たい抵ていの魔道士は王おう侯こう貴族に仕えているか、大きな町で独立して仕事をしているものだ。この辺りにいるものではない。

　スウェンも魔道士なんて、町に薬を買いに行ったときに偶ぐう然ぜん一度見たきりである。それが五人も。

「あの人たちはなんなんですか。精霊さんは……」

「いいから！」

　ほとんど突つき飛ばすようにされ、迷いながらもスウェンはその場を離れる。精霊さんが心からそうしてほしがっているとわかったから。

　だが馬上の彼らの姿に不ふ穏おんな雰ふん囲い気きを感じて、茂しげみの陰かげから様子を窺った。

　魔道士たちは迷いもなく精霊さんの前で馬を下りた。精霊さんは、彼らしからぬきつい瞳で男たちを睨にらみつけている。

　もっとも大おお柄がらな男が横おう柄へいに顎あごを上げた。

「こんなことになるとは思っていなかったが、生かしておいてよかった。わかっているな。一いつ緒しよに来てもらおう」

　拒きよ否ひを許さぬ威い圧あつ的な声こわ音ねだ。

　生かしておく、という物ぶつ騒そうな言葉に、一気に心臓がばくばくとした。

「断る。私はここから離れない」

　精霊さんは顔色を失いながらもきっぱりと言った。

　わかっているなということは、精霊さんは彼らを知っているのだろうか。

「選ぶ権利などない」

「私を追放しておいて今さら！」

　精霊さんの激げき昂こうした声など初めて聞く。

　追放という言葉に胸が軋きしんだ。

「状じよう況きようが変わった。器うつわの肉体が崩くずれる前に、おまえを連れ帰る。時間がない」

「断る！」

　男は首を巡めぐらすと、他ほかの男たちに手で合図を出した。魔道士たちが精霊さんから少し距きよ離りを開け、取り囲むように等とう間かん隔かくに広がった。

「面めん倒どうだ。抵てい抗こうするなら中身だけでいいと言われている。どうせ国に戻もどれば外側は捨てられる。ならここで捨てていっても同じだろう」

　会話の意味はわからないが、ひどく危険な予感がした。

　魔道士たちが懐ふところから棒状の杖つえを取り出すと、精霊さんに向かって杖の先をぴたりと当てる。

　周囲の空気がずんと圧を持った。

「う……」

　全員から杖を向けられた精霊さんの身動きが取れなくなったのがわかる。

　いや、離れた場所にいるスウェンですら、見えないなにかに押し潰つぶされそうになって、声を出すどころか呼吸すらまともにできない。

（精霊さん……！）

　耳の奥に金属音が走り、たちまち視界がかすむ。

　スウェンもなまじ〝癒いやし〟の才があるだけに、魔術に対する影えい響きようを受けやすい。

　魔道士たちが怪あやしげな呪じゆ文もんの詠えい唱しようを始める。

　耳鳴りがひどくなり、心臓が握にぎり潰されそうな圧あつ迫ぱく感かんに、吐はき気すら覚えた。脳みそを直接殴なぐられているように頭が痛み、気が遠くなる。

　硬こう直ちよくした精霊さんに、正面の男が近づいた。

　男の手のひらが精霊さんの胸に当てられたかと思うと────。

「……!?」

　ずぐり、と手が胸の中に潜もぐり込んだ。

　精霊さんは目も口も開いたまま、微び動どうだにしない。

　助けに行きたいのに、体が動かない。それどころか声さえ出ない。

（精霊さん！　精霊さん……！）

　その手がゆっくりと抜ぬき出されると、精霊さんは力を失ったように地に膝ひざをついた。男の手にはなにかが握られ、そのなにかは煙けむりのような尾おを引いて精霊さんの体から抜け出した。

　男が懐から取り出した壺つぼにそれを入れ、きっちりと栓せんをする。

　精霊さんの体が、草の上にうつぶせに倒たおれた。

（助けなきゃ……）

　精霊さんに向かって手を伸のばそうとしたが、スウェンの意識は闇やみに塗ぬり込められたようにぶつりと途と絶だえた。
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　意識を失っていたのは、ほんの数分だったと思う。

　気づいた瞬しゆん間かん飛び起きたが、割れるほど頭が痛んだ。

　しかしそんなことに頓とん着ちやくしている余よ裕ゆうはない。泉の側そばで倒れている精霊さんを見つけて、転びそうになりながら駆かけ寄った。

　精霊さんは最後にスウェンが見たときのまま、うつぶせに草の上に倒れている。魔道士たちはもういない。

「精霊さん！」

　体を仰あお向むきに返すと、外傷は見られない。

　魔道士の手が潜り込んだように見えたが、あれは幻まぼろしだったのか。

　精霊さんが呼吸をしていないことに気づき、ザッと音を立てて血が足もとまで下がった。慌あわてて胸に手を当ててみるが、すでに心臓は動きを止めている。

「そんな……」

　気が遠くなった。

　まだ体は先ほどと変わらず温かいのに。

　なんとかなるかもしれない、今なら。今すぐなら────。

　スウェンは震ふるえながら、精せい霊れいさんと自分の額を触ふれ合わせた。スウェンはまだ相手の心に入り込むのに強い集中を必要とする。

〝癒し〟は心を落ち着かせなければいけない。

　ゆっくりと相手の心の中に自分を寄り添そわせ、包み込むように慰い撫ぶをする。熟練の治ち癒ゆ師ならともかく、未熟な者が焦あせって強ごう引いんに飛び込めば、自分も相手も心を傷つけてしまう。悪くすれば、どちらかの精神を病やまないとも限らないのだ。

　だが今のスウェンに余裕などなかった。

　力ずくでこじ開けるようにして、精霊さんの内側に飛び込む。




　愕がく然ぜんとした。

　なにもない──！

　ただ、灰色の闇のようなものが広がっていた。

　心の中は様々で、現実に近い風景が広がっていることもあるが、抽ちゆう象しよう的てきな色や形で構成されていることもある。だが、今の精霊さんの心にはなにもなかった。

（精霊さん！　精霊さん！）

　大声で呼びかけるが、なんの返事も聞こえない。

　走り回って精霊さんの魂たましいを捜さがそうとしたが、スウェンの声に反応したかのように、灰色の闇が手足をからめ捕とるように纏まとわりついてきた。

　直感的に危ないと判断した。これは〝死〟だ。

　吞のみ込まれてしまう！




「…………っ！　は、う……！」

　闇を振ふり切って抜け出たものの、怖おそろしく体力を消しよう耗もうしている。

　精霊さんの魂を見つけられなかった。非常に危険な状態だ。どうしよう。

　震ふるえながら、祈いのるように握り合わせた両手を唇くちびるに当てた。ぽろぽろと零こぼれてくる涙なみだを拭ぬぐうことすら思いつかず、焦しよう燥そうに駆られる。

（他になにかできることはないか。なにか……）

　絶望的な気分で涙を流しながら、祖父のことを思い出した。

　偉い大だいな治癒師である祖父なら！

「待ってて、精霊さん！」

　生気を失った精霊さんに声をかけ、スウェンはよろめきながら走り出した。










　スウェンが祖父を連れて泉のほとりに戻ってこられたのは、精霊さんの側を離はなれて一時間近く経たった頃ころだった。

　心臓が壊こわれそうになりながら家まで駆け、祖父と共に馬に乗ってきた。移動中に祖父にした説明は混乱して上手うまくできなかったけれど、祖父は上手にひとつひとつ質問してくれた。

　馬を下りた祖父が精霊さんをひと目見るなり、眉まゆを寄せる。

　難しい顔で精霊さんの額に手を当て、すぐに首を振った。

「スウェン。残念だが、彼の魂はもう残っていない。肉体も動きを止めている。どうにもならない」

「噓うそです！」

　信じたくない。

「だって怪け我がもないんです！　体だってまだ温かくて……」

　言いながら取った精霊さんの手は、先ほどより冷たくなっていた。

　その事実に彼の死が現実に迫せまってきて、涙が零れ出した。

　自分の中から、涙と一いつ緒しよになにかがぼろぼろと崩れてなくなっていくような気がする。

「だって……、さっきまでぼくとしゃべってて……。約束、したんです……。ぼくが学舎から帰ってきたら……」

　キスしてくれるって。

　スウェンの名をやさしく呼んでくれる弦げん楽がつ器きのような声はもう聞けない。

　深い緑の瞳ひとみももうなにも映さない。

　もの静かな彼がほほ笑えんでくれるのが好きだった。初めて見せてくれた笑顔は今でもスウェンの心に焼きついている。

「好きです……」

　祖父の前だということも忘れて、スウェンは精霊さんに口づけた。触れた唇くちびるはさっきより冷たく感じて、また涙が溢あふれた。

「ぼくに……、もっと力があったら……、精霊さんを助けられたかもしれないのに……！」

　精霊さんが倒れたときに、自分が祖父ほどの力を持っていたら救えたかもしれない。

　せめて魔ま術じゆつに中あてられて動けないなんてことがなければ、自分が飛び出して身代わりになれたかもしれない。

　声さえ出すことができなかった。

「ごめんなさい！　助けてあげられなくてごめんなさい！」

　未熟な自分が悔くやまれて、精霊さんの体に縋すがりながらのどが嗄かれるほど泣き叫さけんだ。

　恋こいした人を救えなかった自分は、なんて無力なんだろう。

　やがて声が出なくなり、祖父がそっとスウェンの肩かたに手をかけて体を起こすまで、精霊さんの体に縋っていた。

「よくない魔術の穢けがれが場に残っている。清めてから埋まい葬そうしてやろう」

　いやだと叫びたかったけれど、このまま精霊さんを置いておけるわけではない。

　ポケットの布越ごしに精霊さんからもらった指ゆび環わを手で包み込みながら、なんとか頷うなずいた。

　祖父の助けを借りて穴を掘ほり、横たえた精霊さんの顔に土をかけるときは、もう出ないと思った涙がぽとぽとと落ちて土の色を点々と変えた。




　十四歳の春、自分の無力から好きな人を永遠に失ったと、強く、強く後こう悔かいした。
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　雪混じりの雨が降り続く寒い日だった。

「スウェンさま、お待ちしておりました！」

　立派な口ひげを生やした商人とその妻は、馬車から降りたスウェンの姿を見るなり転げるように迎むかえ出てきた。

「と、遠いところを……」

「ご挨あい拶さつは結構です。お嬢じようさまのところへ案内していただけますか」

　両親は涙ぐまんばかりの表情で頷き、スウェンを二階の子ども部屋に案内した。

　スウェンは腰こしまで届く長い銀ぎん髪ぱつを揺ゆらしながら、両親のあとについて階段を上る。

　この家の少女が眠ねむったまま目を覚まさないという。もうひと月近くなる。

　なんとか果か汁じゆうやスープを少しずつ飲ませているものの、衰すい弱じやくがひどくて限界らしい。

「何人もの治癒師をお呼びしましたが効果がなく……、天才と名高いスウェンさまにお縋りするしか……」

　スウェンは学舎に入ってから人の何倍も勉強と修しゆ行ぎようをして、能力を高めることに精しよう進じんした。

　天てん賦ぷの才は適切な指導と努力によって学舎の伝説と言われるほどに開花し、本来なら六年かかる課程を半分で終えた。十七歳で卒舎してから三年近く経った今では、国中で噂うわさされる高名な治ち癒ゆ師になりつつある。

　過大な評価だと思うが、商人の言葉を否定すれば不安にさせる。なにも言わずに受け流し、少女の眠り続ける部屋に入った。

　少女は七歳か八歳ほど。やせ細り、もうほとんど虫の息である。急がないと、これは危ない。

　スウェンは眠り続ける小さな少女の額に手を当てると、目を閉じて意識を集中した。

　ぽぅ、と眉み間けんが温かくなり、触ふれた部分から少女の精神に入り込んだ。




　真っ暗な闇やみが続いている。

　経験の浅い治癒師なら、もうこの時点で先に進めなくなってしまう。スウェンが片手を挙げると、松たい明まつのように周囲が照らされて道が見えた。

　進んでいくと、突とつ如じよ眼下に巨きよ大だいな迷めい宮きゆうが現れる。

　気づけば、あと一歩踏ふみ出せば落ちるような崖がけの上にいた。

　遠くの方は霧きりで霞かすみ、どこまで続いているかわからない。

　訪問者の足を竦すくませようとするように轟ごう々ごうと風が吹ふき荒あれ、危険な肉食の大型の鳥が飛び回っている。

　スウェンはふわりと崖を飛び降りると、迷宮の入り口に立った。修行により精神に羽を生やし、精神の鎧よろいさえ纏えるスウェンには、恐おそれるほどの高さではない。

　迷宮もスウェンを迷わせるほどの力はなかった。少女の気配をたどれば、おのずと道はわかる。

　小さな空き地で、少女は愛あい嬌きようのあるひとつ目の鬼おにと遊んでいた。

　スウェンが少女に手を差し伸のべる。

「見つけましたよ。さあ、帰りましょう」

「だぁれ？　いやよ、あたしここで鬼さんと遊ぶ」

　夢の中で鬼と遊ぶことに夢中になった少女は、鬼に縋りついていやいやと首を振ふった。

「あなたの体は眠ったままです。このままでは食事も取れずに体が滅ほろんでしまいますよ。お父さまもお母さまも心配しています。わたしと一緒に帰りましょう」

「うそよ。あたし、鬼さんからお菓か子しもらってるもん。おなかだって空すいてない」

　この鬼は夢魔の一種で、主に少年少女を夢の世界に引きずり込み、甘い言葉や楽しい遊びで留とどめて命を奪うばう危険な種族である。自分に懐なつききった甘い魂たましいが好物なのだ。

　暗闇も崖も迷宮も、少女を救いに来た治癒師を追い払はらうために鬼が作り出したものだ。

　本来なら時間をかけて説得し、本人も納なつ得とくの上で夢から引き剝はがさないと、精神に傷がつく可能性がある。

　だが少女はすでに衰弱死ぎりぎりの状態で一刻の猶ゆう予よもない。

「仕方ありませんね」

　スウェンが両手を掲かかげると、その手に光を纏まとった弓矢が現れる。白銀に輝かがやく弓に矢をつがえ、ぴたりと狙ねらいを鬼に定めた。

　精神からなる武器は治癒師の能力によって威い力りよくを変える。距きよ離りがあっても真っ直すぐに対象を射い貫ぬける弓矢は、スウェンが得意とする武器だ。未熟な治癒師は武器を作り出すことすら叶かなわない。

　鬼が恐ろしい威い嚇かくの唸うなり声を上げる。

「ひ……！」

　少女は驚おどろいて鬼を見上げた。

　鬼はむくむくと膨ふくれてその姿を変え、黄色い涎よだれを垂らしながら少女を喰くらおうとした。まだ完全に体から抜けきっていない魂でも、奪われるよりましと判断したのだろう。

　が、当然鬼の動きを予測していたスウェンは素す早ばやく矢を放つ。

「ギャアアアアアオオオォォォゥゥゥゥ────……ッ、ッ、ッ！」

　ひとつ目に深々と突つき立った矢が、まばゆい光を発する。

　鬼は体をのけ反って、両手で矢を抜こうと少女から手を離はなした。機を逃のがさず、二本目の矢で脚あしを射貫いた。

　どう、と音を立てて鬼が転げる。

　弓を投げ捨てたスウェンの手に、今度はきらめく長ちよう剣けんが握にぎられている。

「たすけてぇ！」

　逃にげ出す少女に向かって伸ばされた鬼の手を、手首から斬きり落とした。

　落らく雷らいのような悲鳴を上げ、鬼の体が砂のように崩くずれていく。

　少女を抱だき止めたスウェンは背に大きな白い翼つばさを生やし、空高く飛び上がった。少女は泣きながらスウェンに縋すがりつく。

「帰る！　もうパパのところに帰る！」

　泣きじゃくる少女を抱きしめ、

「もう大だい丈じよう夫ぶですよ」

　やさしい声でなだめた。スウェンの声には癒いやしの効果がある。

「わたしがいます。おうちに帰りましょうね」

「帰りみち、わかんないの……」

「安心してください、わたしが連れていってあげます」

　ひっくひっくとしゃくり上げる少女に、子こ守もり唄うたのように囁ささやき続ける。少女はスウェンの腕うでの中でだんだん力を抜いていった。

　やがて少女は安心して、スウェンの顔を見上げる。

　スウェンはやさしくほほ笑えみかけ、前方を指差した。ぼんやりとした光の中に、暖かい色合いの木のドアが見える。

「見えますか。あそこが出口です。わたしが扉とびらを開けたら、お父さまを呼んでくださいね。とても心配していますから。さあ、行きますよ。…………ほら」




「……パ、パ……」

　乾かん燥そうして血の気を失った少女の口から、吐と息いきにも似たかすかな声が漏もれる。少女はうっすらとまぶたを開け、瞳ひとみを左右に動かした。

　スウェンは少女の額に当てていた手を離し、深く息をついた。

「もう大丈夫です。しばらくは眠ることを怖こわがるといけないので、お父さまかお母さまが常に側そばについて、抱きしめてあげてください。どうか目を離さず」

　少女の父親は滂ぼう沱だと涙なみだを流し、スウェンの両手をきつく握った。

「ああスウェンさま、なんとお礼を言っていいか……！」

「いいえ。間に合ってよかったです。あとはお嬢さまに聖水を飲ませるのと、回復されるまで部屋のドアに魔ま除よけのローズマリーを下げておくのを忘れないようにお願いいたします」

　何度も頭を下げる両親にひと通り注意を促うながし、スウェンは商人の家を後にした。

　帰りの馬車に揺られながら、疲つかれに襲おそわれて目を閉じる。

〝癒し〟は外傷と同じく心の中の傷を癒すことが多いが、迷子になった精神を捜さがしに行くこともある。

　今日のように夢魔に遭そう遇ぐうすることもあり、大変な危険を伴ともなう。スウェンのように武器まで作り出すのは非常に高等な技術である。体力も精神力も激しく消しよう耗もうしてしまう。

　しかし、あの程度の夢魔でよかった。もっと力の強い悪魔や邪じや霊れいだったら、太た刀ち打ちできなかったかもしれない。

　まだまだ修しゆ行ぎようが必要だと、己おのれの未熟さに歯は嚙がみする。

〝癒し〟が終わったあと、いつもあの人を思い出す。

　スウェンの目の前で倒たおれ、命を失ったあの人。スウェンの初はつ恋こいの人。

（精せい霊れいさん……）

　彼からもらった指ゆび環わは細い金のチェーンに通してペンダントにし、肌はだ身み離さず身につけている。

　彼を救えなかった後こう悔かいから、学舎ではがむしゃらに修行した。それこそわき目も振らず、遊びもせず。

　精霊さんを忘れられず、彼と同じように髪かみを伸ばした。自分をぼく呼びからわたし呼びに変えた。そんなところを真ま似ねしても、彼が生き返るわけではないのに。

　それでも精霊さんが見守ってくれる気がして頑がん張ばれた。彼の肉体は滅んでも、想おもい出は常にスウェンに力をくれる。

　あれからもうすぐ六年が経たつ。

　もしも彼が生きていたら、故郷に帰って彼に口づけているところだなと、眠ねむりに沈しずんでいく意識の中で思った。

　本当の名前も知らなかったあの人。生きていたら、自分たちは恋人同士になれたのだろうか……。










　冬が明け、都の街路にも花が咲さき始めたある日、祖父に呼ばれてスウェンは学舎を訪ねた。

「え？　わたしがエラゴール公国へですか？」

　祖父から聞いた国名を聞いて戸と惑まどった。祖父も難しい顔で顎あごひげを撫なでながらスウェンを見る。

「うむ。大だい公こう爵しやく直々のお召めしだ。なんでも国宝たる神しん竜りゆうが原因不明の病に陥おちいっているとか。おまえの治ち癒ゆ師としての名がエラゴールにまで流れているのだろう」

　エラゴール公国は周囲を険しい岩山で囲まれた閉へい鎖さ的な独立国だ。国土は小さいが、岩山から貴重な金属が採れることで有名である。

　圧あつ倒とう的てきな力を持つ竜の一族が支配し、めったによそ者を受け入れない。彼らは翼よく竜りゆうと騎き竜りゆうを操あやつり、空でも地上でも無敵である。しかも……。

「竜公爵ナージ・ロウ……」

　エラゴール公国を統すべる大公爵であるナージ・ロウは、神竜と人の間に生まれた子の子孫だという噂うわさである。代々もっとも神竜の血を色いろ濃こく引く子が大公爵位を継つぐと言われている。

　しかも大公爵の肉体は、全身鱗うろこで覆おおわれていて外見もとても恐おそろしいという。

　彼らは他国とは必要最小限の国交しか持たず、自分たちを世界でもっとも優すぐれた民族であると信じて疑わぬ、排はい他た的な国であると聞く。

　そんなエラゴール公国から要よう請せいとは。

　祖父はいかめしい表情をしながら、指先でトントンと机を叩たたいた。

「エラゴールは大公爵を神ともあがめる独裁国家だ。もし神竜の治癒に成功できなければ、おまえの命も危あやうい。儂わしはおまえをそんなところへ行かせるのは反対だ」

　どんな小さな命だとて、自分で救える可能性があるなら地の果てでも行くつもりだ。もちろん全力を尽つくして治癒に努めるが、自分の力が及およばぬときもある。

　治癒に命をかけるのはやぶさかではないが、救えなければ死という条件は無む謀ぼうすぎる。

「儂が代わりに行くと言ったんだが、おまえでなければだめだと」

　祖父からスウェンに話が下りてきたということは、大公爵は王を経由して正式に要請してきたということだ。つまりこれは国王命令でもある。

　そして祖父がスウェンに伝えている以上、それを止められる状じよう況きようではないということ。

　祖父はスウェンの身を案じてくれているが、実質断るという選せん択たく肢しはない。

　ならば自分のできることをするしかない。そんな危ない条件が祖父の身に降りかからなかったことを喜ぶべきだ。

「わかりました。支し度たくをしてきます」

　眉み間けんに深い皺しわを刻んだ祖父を安心させるように、スウェンは笑いかけた。

　自分が神竜を救えないかもしれないなどと弱気になってどうする。持てる力をすべて出し切るためには、自分を信じる強い気持ちがなにより重要だ。

「お救いできるよう、全力で頑張ってきます。わたしを待っていてくれる神竜を、早く助けてあげたいです。ちゃんと戻もどってきますから、心配いりません」

　大丈夫。必ず神竜を助けて戻ってくる。

　スウェンをしばらく無言で眺ながめたあと、祖父は自分の力を授さずけるように、胸の前で十字を切ってから指先をスウェンの額に当てた。

「おまえならできる」

　触ふれた指先から温かいものが流れ込んできて、スウェンは力強く頷うなずいた。





＊






　スウェンを迎むかえに来たエラゴールの騎士たちは、全部で十二人。全員が黒い騎士服に身を包み、護衛というよりまるで見張りのようだと思った。

　騎士たちは胡う散さん臭くさそうに、まるで値ね踏ぶみするようにスウェンを見る。若くて頼たよりないと思われているのだろうか。

　騎士たちは治ち療りよう費の前まえ払ばらいだと、持参した絹、宝玉、金貨、それにエラゴールの金属でできた武器を、祖父の前にうずたかく積み上げた。まるで花はな嫁よめを娶めとるような仰ぎよう々ぎようしさだ。

　祖父もスウェンも驚おどろいて目を丸くする。

「こんなにいただけません」

「大公爵から必ずお受け取りいただくよう申しつかっております」

　騎士たちの中でももっとも豪ごう胆たんそうな騎士長のフェンリルが、有う無むを言わせず言葉を遮さえぎった。

　国宝たる神竜がどれほど大事にされているのかわかる。スウェンが力及ばなかったときの処しよ遇ぐうは想像に難かたくない。

　だが自分だって救うつもりで行くのだ。

　馬車では時間がかかりすぎるので、馬でエラゴールの国境まで向かう。病気の神竜が自分を待っていると思うと、休んでなんかいられない。疲れた馬を途と中ちゆうで乗り換かえ、雨でも休まず進む強行軍で、それでも十日以上かかった。

　長時間の騎乗に慣れていないスウェンは疲れ切ってしまい、夜ごと泥どろのように眠りに落ちる。

　初めは胡散臭そうな目でスウェンを見ていた護衛の騎士たちは、日を追うごとにスウェンに対して態度を軟なん化かしていった。

　馬を休ませるために立ち寄った水飲み場で、フェンリルは革かわ袋ぶくろに入った水をスウェンに差し出した。

「思ったより頑張られるので、少々驚きました。正直、女性のような外見なのですぐに泣き言をおっしゃるかと思いましたが」

　外見通りのはっきりとしたもの言いに、つい笑ってしまう。自分はこれくらい包み隠かくさず話してくれる人の方がつき合いやすい。

「薬の材料を作るために畑仕事もしていますので、こう見えても体力はあるんです」

　もともと母譲ゆずりの顔立ちの上に、髪も長く伸のばしているから軟弱に思われやすい。畑仕事はするものの、学舎や家に籠こもる時間も多いから色が白いというのもある。

　いかめしい顔をしたフェンリルの笑え顔がおは口の端はしを歪ゆがめただけのようだったけれど、スウェンには好ましかった。

「さあ、この先はエラゴールとの国境です。馬は門の外で乗り捨てていきますよ」

　国境には険しい岩山がそびえている。

　馬や人が行き来できるよう岩山をくり貫ぬいた道もあるが、普ふ段だんは門が固く閉とざされている。門の手前には、轡くつわを塡はめて手た綱づなと鞍くらをつけた翼竜が待っていた。

　翼竜は腕うでの代わりに大きな蝙こう蝠もりのような羽がついた竜である。

　一人乗りと思われる二メートル程度の翼竜たちの中に、一頭だけ倍ほどの大きさの翼竜がいる。どれも赤茶けた色をしていた。

「城は国の中心の岩山の上にございます。高い場所ですので、ここから翼竜に乗り換えていただきます。私が一いつ緒しよに乗りますゆえ、ご安心ください」

　フェンリルは大きな翼竜の手綱を引くと、甘えるように顔を寄せてきた竜の頭を撫でた。彼に懐なついているらしい。

　スウェンは竜に乗るのは初めてだ。しかも地上を走る騎竜ではなく、空を飛ぶ翼竜なんて。

　恐きよう怖ふより好こう奇き心しんが勝まさって胸がうずうずする。うんと小さな頃ころに翼竜に乗って空を飛びまわりたいと思った夢が叶かなうのだ。

　翼竜に跨またがったフェンリルが、スウェンに向かって手を伸ばす。

「要領は馬と同じです」

　乗ってみれば、硬かたい鱗に覆われたたくましい筋肉を持つ翼竜は、むしろ馬より安定していた。

　大きな羽を広げた翼竜は、地を蹴けって舞まい上がった。

「わ……！」

　たちまち岩山を越こえる高さまで飛び立ち、スウェンは驚きの声を上げた。

　髪かみが風になびく。

　眼下にエラゴールの領地が広がっている。岩山の内側は採さい掘くつ場になっているらしい。エラゴール金属を掘ほっているのだろう。

　働く人々が、スウェンたちの乗る翼よく竜りゆうの編隊を見上げている。

　スウェンは高い場所と言えば崖がけの上か、せいぜい塔とうのてっぺんに登ったことくらいしかない。岩山を越えられるほど高い位置で風を切って移動するというのは、想像以上に爽そう快かいだった。

　森を越え、町を通り過ぎ、やがて城のそびえる岩山の上にたどり着く。

　広いバルコニーに到とう着ちやくしたときは、心の中まで風に洗い流されたように清すが々すがしかった。

　だがスウェンを出迎えた黒い軍ぐん装そう集団のものものしい雰ふん囲い気きに、自分は治ち癒ゆに来たのだと気持ちが引き締しまる。

　翼竜から下りた騎き士したちが、いちばん手前に立っている男に向かって片かた膝ひざをつき拝礼する。

　ではこれがエラゴール大だい公こう爵しやくナージ・ロウ。

　顔を見る間もなく、スウェンも慌あわてて膝をついて拝礼した。胸に拳こぶしを当てて深く頭を下げると、スウェンの銀糸の髪がさらりと石造りのバルコニーを滑すべった。

「大公爵殿でん下か、スウェンさまをお連れいたしました」

　フェンリルが言えば、

「待ちかねたぞ」

　凜りんとした響ひびきのある、厳おごそかな声こわ音ねが返ってきた。

　背筋がぞくりとする。

　エラゴール大公爵は神竜の血を引いているというが、重々しい声そのものに魔ま力りよくが宿っていると、スウェンにはわかった。

　ナージがスウェンの前まで歩いてくる。

「ようこそエラゴールへ、高名なるスウェン殿どの。到着を首を長くして待っていた」

　声をかけられただけで、威い圧あつ感かんで足がすくむ心ここ地ちがする。

　顔も見ていないのに、これだけ圧あつ倒とう的てきな存在感と、恐怖を感じる人物に出会ったことがない。

　正直、怖こわい。

　内心の恐怖を押し殺し、スウェンは流れるように口上を述べた。

「親愛なるエラゴール大公爵ナージ・ロウ殿下。わたしの力を信用してお招きいただき、ありがとうございます。力を尽つくして神竜をお救いする所存です」

「顔を上げよ」

　素す直なおに面おもてを上げ、ナージの顔を見て────荒あら々あらしい美しさに息を吞のんだ。

　燃え盛さかる炎ほのおのような赤い髪、同じ色の瞳ひとみ。

　全身を黒で覆おおっているので、まるで炎が闇やみを纏まとっているようだ。首回りまで黒い布を巻きつけている。

　背は高く、体たい軀くは堂々と大きく、手足が長い。

　年ねん齢れいは……わからない。外見は若く見えるが、威厳ゆえか老王のような落ち着きも感じる。

　見るものを射貫くような眼光は、周囲のすべてに対して威い嚇かくしているような、攻こう撃げき的な鋭するどさを持っていた。

　スウェンを見下ろしたナージの目が、ほんのわずか眇すがめられた。表情にはほとんど変化がなかったが、一いつ瞬しゆんだけ瞳が揺ゆれた気がする。

　だがそれも気のせいかと思うような時間だった。

　やはり自分が年若いから、頼たよりないと思われたのだろうか。

　ナージはスウェンに立ち上がるよう、手で合図をした。

「まずは旅の疲つかれを癒いやしてから神竜を治癒してもらおう。湯と食事を用意してある。ゆるりと寛くつろがれよ」

「一刻を争うご病状ではないのでしょうか」

　もしも苦しんでいるなら、一秒でも早く手当てしてやりたい。

　ナージはスウェンを睥へい睨げいすると、神竜の病状には大して興味もなさそうに顎あごを上げた。

「そう慌てる必要はない。部屋に案内させる」

　胸の中にじわりといやな感覚が広がった。

　急いでいるから、有無を言わせぬようなやり方でスウェンを呼んだのではないのか。

　まるで適当な理由をつけて攫さらわれてきたような気になって、顔の筋肉が強こわばる。

　踵きびすを返して城の中に消えていったナージの背を見送りながら、胸にわだかまる不信感をそっと息をついて逃のがした。










　スウェンのために用意された部屋は、贅ぜい沢たくに刺し繡しゆうを施ほどこした絹のベッドカバーや、雲の上を歩いているような感かん触しよくの高級な絨じゆう毯たんが敷しかれた豪ごう奢しやな一室だった。専用の浴室までついている。

　スウェンは首から外したペンダントの指ゆび環わに、旅の間の加護に感謝して口づけた。

「無事にたどり着けたことを感謝します」

　精せい霊れいさんからもらった指環は、スウェンのお守り代わりだ。いつでも彼が見守ってくれている気がする。

　今でも精霊さんを思い出すと胸が疼うずく。このまま彼を想おもって独身を通して構わないと思っている。

　いつまでも新しい恋こいをしようとしないスウェンを、周囲がどう思っているか知らないわけではないけれど。無理にするものではないだろう。

　他人の目から不幸に見えたとしても、自分にとって幸福ならそれでいい。

　浴よく槽そうには疲れを癒すためのハーブが浮うかび、安らげる香かおりに包まれる。

　温かい湯に体を沈しずめると、ホッと息をついた。

　ずっと馬を走らせ通しで、相当疲れていたらしい。強ばった体がほぐれていくと同時に強い眠ねむ気けが襲おそってきた。

　うっかりすると湯に浸つかりながら眠って溺おぼれてしまいそうで、急いで髪と体を洗い、浴室を出た。

　あらかじめ用意されていた湯上がりに着る手て触ざわりのよい薄うす衣ぎぬを纏まとい、腰こし帯おびを留めた。テーブルに置いておいたペンダントは、すぐに首にかける。

　おそらく食事の時間になれば呼ばれるだろう。それまででも休ませてもらおうと、ベッドに横になった。

　たちまちまぶたが鉛なまりのように重くなって、スウェンはすみれ色の瞳を閉じた。眠りに引き込まれるまで、ほとんど時間はかからなかった。










　ぼんやりとした意識の中で、やわらかいものが唇くちびるに触ふれていることに気づいた。

　眠くて疲れきっていて、それがなにか考えることもできない。

　でも唇を塞ふさがれるのは息苦しくて、むずかって顔を背そむけようとした。なのに頰ほおと顎を押さえられ、動けなかった。

「ん……」

　あまりにも体が重くて、寝ね返がえりを打つこともできない。

　眉まゆを寄せ、呼吸がしたくて唇を開いた。

　口の中に、ぬるりとした生温かいものが入り込んでくる。そこでやっと、尋じん常じようではないことに気づいてハッと目を開けた。

「……!?」

　なにが起こっているのか、とっさに理解できなかった。

　まつ毛が当たるほどの至近距きよ離りで視界を埋うめるのが、誰だれかの目であるとわかるまで数秒かかった。体が動かないのは覆い被かぶさられているせいなのだとも。

　唇を割って入り込んだものが、スウェンの口中を移動する。

「う……」

　舌だ、とわかって驚きよう愕がくした。

　誰かに深い口づけをされている！

　驚おどろきのあまり思わず相手の舌を嚙かんでしまったが、逆に煽あおられたように深く挿さし込まれ、蹂じゆう躙りんされた。

　滑なめらかな感触に上顎をなぞられ、ぞくぞくして唇を開いてしまう。

　スウェンの反応を逃さず、戸と惑まどって震ふるえている舌を吸い出して嚙まれ、先せん端たんをくすぐられると、官能的な疼きが陰いん茎けいに直結した。

「ん……、ん……っ」

　精霊さんとの触れるだけのキスしか経験したことのないスウェンには恐きよう怖ふでしかないのに、巧たくみな舌使いにどんどん昂たかぶらされていく。

　相手の体を押し返そうと肩かたに手をかけて力を込めるが、厚く硬かたい肉体はびくともしない。自分だって、華きや奢しやに見えてもそこそこ力はあるというのに。

　だんだん酸素が足りなくなって、頭の芯しんがぼうっと霞かすんでくる。

（誰……？）

　スウェンを翻ほん弄ろうしているのは男だということがわかるだけだ。

　空気を取り込みたくて自然に唇が開き、自ら相手の舌を受け入れる形になってしまう。二人ぶんの唾だ液えきで濡ぬれた唇を食はまれ、体から力が抜ぬけた。

　スウェンは赤く濡れた唇を震わせることしかできず、息苦しさで滲にじんだ涙なみだが目め尻じりからこめかみを伝ってシーツに流れた。

　スウェンがくたりとすると、ようやく唇が離はなれる。失神寸前まで蹂躙され、やっと解放されたときは互たがいの唇の間に銀色の糸が引いた。

　はあはあと息を乱すスウェンの頰を撫なでた熱い手のひらが、首筋を通り、薄衣の合わせ目から忍しのびこんできて大きく肩を剝むく。

　薄い胸に淡あわく色づく突とつ起きまで空気に晒さらされ、やっと自分がされていることを理解した。

　男に犯おかされようとしているのだ！

「な……にを……、だれ……？」

　まさか大だい公こう爵しやくの城で暴漢に襲われるとは微み塵じんも思っておらず、理性的に考えられない。

　やっと自分を見下ろす男を見て、愕然とした。

「ナージ・ロウ……、さま……？」

　衝しよう撃げきが大きすぎて、なんの言葉も思い浮かばなかった。

　大公爵の冷たい美び貌ぼうと見つめ合う。やがてナージの視線が移動し、スウェンのペンダントで止まる。

　血の滴したたるような色合いのナージの瞳ひとみがかすかに揺れ、熱を持ったように見えた。

　同時に、今されようとしていることを想い出の人に見られている気がして、スウェンの肌はだが羞しゆう恥ちで燃え上がる。

「やめてください……！」

　押しやろうとするが、

「逆らうな」

　決して大きな声ではないのに、強い魔ま力りよくを秘ひめた命令に体が動きを止めた。

　呼吸はできるが、急に体が重くなる。

「な、ん……、で……」

　声にすら力が入らない。

　スウェンの頰を撫でる手は温かいのに、寒気が背筋を走る。

　ゆっくりと下りてきた唇が重なったとき、びくりと身がすくんだ。再び舌で口中を探さぐられ、ぎゅっと目を閉じる。

　なぜこんなことをされねばならないのだ。自分は竜りゆうの治ち癒ゆに来たのに────！

　混乱する意識の中で、ナージの心の中に侵しん入にゆうしようとした。内側からナージの精神を眠らせようと試みる。

　スウェンは普ふ段だんしないけれど、体を触れ合わせる中でも、特に粘ねん膜まく同士の接触は相手の心に入り込みやすい。

　触れ合う唇から心の手を伸のばし、ナージの中を探る。

　が。

（行き止まり……）

　真っ黒な壁かべのようなものに当たってしまい、中に入れない。壁を撫でるように意識を伸ばしてみるが、入り口どころか切れ目ひとつ見当たらない。

「無む駄だだ」

　ひく、と震えて目を開ける。

　唇を触れ合わせたまま、冷たい声こわ音ねでナージが囁ささやく。

「おまえが治癒師と知っていて心を開いておくほど不用心ではない」

　魔力を持たない人間や動物ならば、心に侵入されることを防ぐのは容易ではない。だがわずかなりと魔術の心得のあるものならば、防ぼう御ぎよする術すべを知っているものである。

　神竜の子孫たるナージの魔力は強く、スウェンの力では到とう底てい太た刀ち打ちできなかった。

　となれば、スウェンにどんな抵てい抗こうができよう。

　再び深く口づけられ、好き勝手に口内を探られた。

「や……」

　人を傷つけることは好まない。

　けれど。

「……っ！」

　意志を持ってナージの舌を強く嚙んだ。

　ナージが動きを止める。

　舌の上に血の味が広がった。

　ナージは唇を離さないまま、近すぎる距離で目を細めた。そして箍たがが外れたように、荒あら々あらしくスウェンの呼吸を奪うばう。

「んうっ……！」

　顎あごを捉とらえられたまま、歯がぶつかるほど激しく口こう腔こうを貪むさぼられる。

　血混じりの唾液がのどに流れ込み、むせそうになる。意識せずに吞のみ込むと、腹の底がじわりと熱くなった。

　すぐにくつくつと煮にえるような熱が全身に広がったかと思うと────。

「あ……、や……、なに……、あ、あああ……、あ……！　っ、やあ……っ！」

　血が沸ふつ騰とうしたようにスウェンの中を駆かけ巡めぐり、経験したことのない快楽が体の中心を貫つらぬいた。一いつ瞬しゆんで淫いん靡びな汗あせが全身に滲み、薄うす衣ぎぬの下で男根が硬く反り返る。

　どくりどくりと心臓が激しく胸を叩たたく。壊こわれてしまいそうで、知らず目尻から涙が零こぼれた。いったいなにが起こっているのか。

「ああ……、あああ……、いや、なんで……っ？」

　急激な体の変化に怯おびえすら走る。

　ナージがのど奥で低く笑う声が聞こえた。

「治癒師のくせに、竜の血の効能を知らぬとは言わせぬぞ」

　煮え崩くずれそうな頭の中で、ぼんやりと思い出す。

　翼よく竜りゆうや騎き竜りゆうなどの動物に近い竜ではなく、幻げん獣じゆうと言われる種の竜の血は薬としても大変珍ちん重ちようされる。

　薬くす師しは鎮ちん痛つう剤ざいや外傷の特効薬として加工し、治癒師はあらゆる治ち療りようの効果を高める媒ばい体たいとしても使用する。

　竜の生き血は細さい胞ぼうを活性化させ、興奮と強い性的欲求を引き起こす──性的不能者の治療や年老いて性機能が落ちた人間の回春にも使われる、いわゆる媚び薬やくに相当するものなのだ。享きよう楽らく家は閨ねやに小型の竜を飼っているとも聞く。

　まさか大公爵の血にもそんな力があるとは！

「あつ、い……」

　たちまちうねるような快感の大波に吞み込まれた。

　意識的に性的な行こう為いを避さけてきた体は、かえって快楽に脆もろい。慣れない快楽を押しつけられても、抗あらがう術を持たないのだ。

　肌が敏びん感かんになりすぎていて辛つらい。シーツに当たっているだけの背中すら、感じすぎて泣きたくなる。

　脳がどろどろに溶とけて蜜みつになってしまったように、体をなだめることしか考えられない。

　スウェンはもじもじと体を揺ゆらし、目の前の男に縋すがって黒い服を握にぎりしめた。

「たすけて……っ！」

　ナージは笑えみを深めると、指の背でスウェンの頰ほおを撫でた。

「美しい……。宝石のようだ」

　ナージはスウェンの長い髪かみを手に取り、うやうやしく口づけた。

　涙で曇くもるスウェンの目に、ナージの赤い瞳がまるでふたつの蠟ろう燭そくの炎ほのおが揺らいでいるように映る。催さい眠みん術にかけられたように、見つめていると身を任せたくなった。

　ゆっくりと下りてくる唇くちびるを、今度は抵抗もなく自ら唇を開いて受け入れた。体中を走り回る疼うずきを早くなだめてほしくて、むしろ積極的に舌をからめ合わせれば、心ここ地ちよくて吐と息いきが鼻に抜ける。

　耳みみ朶たぶを嚙かまれると、陰いん茎けいに快感が直結した。耳みみ孔あなに舌を挿さし込まれただけで達しそうになる。そんなところが感じるなんて知らなかった。耳の中でくちゅくちゅと水音が弾はじけ、誰だれにも触ふれさせたことのない内耳を舐ねぶられると嬌きよう声せいを上げた。

「やあっ……、そんなところ……！」

　自分の声が甘ったるい。

　それを恥はじだと思う理性はもうないけれど。

　腰こし帯おびをほどかれ、白い裸ら身しんがむき出しになる。スウェンの体を見下ろしたナージが、ほう、とため息をついた。

「白銀でできているようだな」

　体の線に沿って脇わき腹ばらを撫なで下ろされ、細い腰が反り返る。

　薄い下腹の上で、涙なみだを零しながら息づく花茎が触れてほしげに震ふるえた。

　ナージがスウェンを賛美する言葉とは対照的に、黒衣を纏まとったままの彼は鉄でできているようだと思う。

　熱く、硬かたい、灼やけた鉄。

　ナージは確かめるようにスウェンの肌を撫でた。

「誰とも肌を触れ合わせたことなどないのだろう？」

　尋たずねる声が、どこか懇こん願がんに似た響ひびきを持っているように聞こえたのは気のせいか。

「あり……ません……」

　学舎時代に、学友に誘さそわれたことはいくらでもある。

　念友を持つ者も多かったが、ひたすら修行に明け暮れていたスウェンは一度も相手にしたことがなかった。

　それに自分には心に残っている人がいたから。

　夢のように霞かすむ脳のう裏りに、少年の日の初はつ恋こいの面おも影かげが揺らぐ。金色の髪をなびかせ、振ふり向いた彼は緑の瞳ひとみでスウェンを認めて嬉うれしそうにほほ笑む────。

「せい、れい……、さん……」

　ぽろりと、口から彼の呼び名が零れた。

　とたん、彼への想おもいが胸いっぱいに満ちて、涙が溢あふれ出た。

　精せい霊れいさんでなければいやだ。

　こんなことをするのは、彼としか考えられない。いなくなってから六年も経たった今でも。

「いや……っ！」

　力の籠こもらぬ手で、ナージの胸を押し返す。

　だが弱々しい抵抗は、簡単に体をひっくり返されて封ふうじられた。

　うつぶせにされ、残っていた薄衣をはぎ取られる。腹の下に腕うでを回して腰を引き上げられ、尻しりだけをナージの眼前に突つき出すはしたない姿勢を取らされた。

　他者を受け入れたことのない花はな襞ひだにナージの唇が吸いつき、ぬめぬめとした感かん触しよくがそこを嬲なぶった。

　秘ひめるべき場所を舐なめられる羞しゆう恥ちに、悲鳴が迸ほとばしる。

「いやあっ……！　いや……っ、いやです、やめて……！」

　臀でん部ぶを手で押し広げて蕾つぼみを晒さらされ、尖とがらせた舌で穿せん孔こうをくじられる。

「ああ……」

　ただでさえ熱くなっていた体が、そこに直接竜の血混じりの唾だ液えきを塗ぬり込められて卑ひ猥わいに綻ほころんでいく。

　媚び毒どくの効果で無む垢くな花襞は淫みだらな雌めす孔あなへと作り変えられ、雄おすを欲しがって淫いん蕩とうに口を開き始めた。

　指と舌で小さな孔を拡ひろげられるたび、恥はずかしいほどの快感が襲おそってくる。下腹を叩くほど角度を上げたスウェンの雄おす茎くきの先せん端たんから、ひっきりなしに透とう明めいな蜜がシーツまで滴したたった。

「ひぅ……、や……、ゆるして、ください……」

　懇願とは裏腹に、勝手に尻が揺れる。

　煮え滾たぎった頭の中から、ぐずぐずに融とけ崩れた理性が形を失っていくのがわかる。理性を手放してしまえと、大勢が耳もとで叫さけんでいる錯さつ覚かくすら起こした。

　蕩とろけきった淫孔に熱く硬いものをひたりと宛あてがわれたとき、曇る視界に指ゆび環わが飛び込んできた。

「あ……」

　スウェンの首から下げたペンダントの先につけた金色の指環は、シーツの上で鈍にぶい光を放っている。内側についた緑の宝石が、精霊さんが自分を見ている気がした。

　スウェンが彼を裏切る姿を────。

「見ないで……！」

　スウェンが指環をつかむのと、灼しやく熱ねつの剛ごう棒ぼうが潜もぐり込んでくるのは同時だった。

「ああああぁぁっっ──……！」

　めりめり、と音が聞こえそうな大きさで蕾を割った亀き頭とうが、濡ぬれそぼった肉の環をこれでもかと押し広げてスウェンの体奥に進んでくる。

「くぅ……、ああ……」

　あまりの衝しよう撃げきに逃にげようとする腰をつかまれ、無む慈じ悲ひに引き戻もどされた。

「あ……、あつい……、熱いぃっ……！」

　まるで灼けた鉄を突き立てられているように感じるのは媚毒の効果か、神竜の子孫であるナージの雄刀が本当に熱いのか、スウェンにはわからない。

　最奥まで吞のみ込まされると、ナージの着ている衣服の布がスウェンの尻に触れた。

　そこでやっと、自分は全裸に剝むかれたのに、ナージは下した穿ばきの前立てを寛くつろげただけだということに気づく。

　使う部分だけを出す即そく物ぶつ的てきなやり方で肉欲を処理する孔扱あつかいされているのかと思うと、みじめさで唇が震えた。

　自分はなんのためにここに来たのだ。少なくとも、大だい公こう爵しやくの性玩がん具ぐになるためではない。

　銀糸の髪もすみれ色の瞳も母譲ゆずりの顔立ちも、女性よりも美しいと言われてきた。だが立派な治ち癒ゆ師になりたくて、あえて外見には頓とん着ちやくせずにいた。

　手の中に閉じ込めた指環を握りしめる。

（精霊さん……）

　ナージがゆっくりと腰を引けば、貪どん欲よくな肉にく壁へきが逃がすまいと熱ねつ塊かいにしがみついた。粘ねん膜まくが内側から淫らにめくれ上がる。　>>>♥

「う……、あぅ……」

　奥に戻されれば、腸壁の奥を穿うがたれる快感が口もとまでせり上がった。

「やあぁ……」

　いやなのに、体は心を裏切ってどんどん昂たかぶっていく。

　抽ちゆう挿そうが激しくなるにつれ、淫道に火がついたように快感の炎が燃え盛さかった。

　ごりっ、ごりっ、と音が立つほど肉壁を削けずりながら扱しごかれ、尋じん常じようではない快感の逃のがし方がわからず、ただ受け入れるしかない。

「や、やぁ、ぁ……、ああ、いや……、あ、きもちい、ゃ……、あああ、ああ、ぁ……っ！」

　自分でもどんな声を出しているかわからない。初めて体を暴あばかれ、狂くるおしいほどの肉の愉ゆ悦えつを押しつけられて啼なき喘あえぐ。

「い……、ああっ、だめ、こわれ……、こわれるっ……！」

　激しく揺ゆさぶられ、ナージの唾液と体液が混じりあった卑猥な粘液が、蕾の縁ふちで泡あわ立だって肉棒に絡からみつく。

　雄を叩たたきつけられるたび、尻に触れるナージの服の感触に悔くやしさが募つのる。

　重い快感に意識を吹ふき飛ばされそうになりながらも、必死で握にぎりしめた指環に縋すがった。最後の矜きよう持じを失いたくなくて、無意識に愛いとしい人を呼ぶ。

「せ……れいさ……、せいれい、さん……っ！」

　スウェンの腰骨をつかむナージの手に、いっそう力が籠こもる。

　抽挿がより激しくなった。

「ああああああ、ああぁぁ、は、ぁ……っ、せい、れ、さん、すき……！」

　自分が好きなのは精霊さんなのに。

　腰奥を抉えぐりながら、ナージがスウェンの背に覆おおい被かぶさってくる。

　背中に当たる黒衣の感触が屈くつ辱じよく的だった。

　ナージは獣けものの息いき遣づかいを隠かくさず、スウェンの耳に歯を立てる。

「い……っ！」

　耳みみ朶たぶを嚙かみながら舐めしゃぶられ、甘い痛みに涙を散らした。

　スウェンがいやがりながらも感じている様に興奮しているのか、違ちがう相手を呼ぶ心を引き裂さく加か虐ぎやくに酔よい痴しれているのか。

　耳もとで囁ささやいた声は、うっとりとしていた。

「スウェン……」

「あ……！」

　刹せつ那な、下腹が引き攣つれるような感覚に襲われて、スウェンは勢いよく精を放った。同時に肉にく筒づつが収縮して、咥くわえこんだ雄を締しめ上げる。

「く……」

　ナージが息を詰つめたと思うと、腰こし奥に溶よう岩がんのような熱い奔ほん流りゆうを感じた。

「ひ、ぁ、あぁぁぁ──────…………っ、っ！」

　高い悲鳴を上げ、あまりの衝撃にスウェンはそのまま意識を吹き飛ばした。
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　体中が痛んで、スウェンは数日ベッドから動けなかった。

　強淫の余よ燼じんもさることながら、竜りゆうの血を────正しくは、神竜の血を引く大公爵ナージ・ロウの血を飲んでしまったことで、強すぎる魔まり力よくを持て余した体が発熱してしまったのだ。

　ただの竜の血なら滋じ養ようになっても、神竜ともなれば猛もう毒どくも同然である。

　そのうえナージとの行こう為いはスウェンの体に大きな負担を与あたえた。性玩具として弄もてあそばれたことに、スウェンは恐きよう怖ふよりも怒いかりを覚えた。

　女性のような外見から臆おく病びように見られがちだが、決して気が弱いわけではない。怯おびえてベッドに身を隠しているより、動けるようになったら早く神竜を治癒してここを出ていこうと誓ちかう。

　やっとベッドから出られるようになった頃ころ、スウェンをこの国に連れてきた騎き士し長のフェンリルが部屋を訪おとずれた。

　フェンリルは慇いん懃ぎんに腰を折る。

「侍じ女じよから食欲もあまりないと聞いておりましたが、思ったよりお元気そうでいらっしゃる。熱も下がったご様子。空の散歩でもいかがですか、スウェンさま」

　スウェンは厳しい表情でフェンリルを見み据すえた。

「あなたはわたしがこういう扱いを受けると知っていて、ここへ連れてきたのですか」

　彼はまるで当然のような態度をしているから。

　フェンリルは口の端はしを歪ゆがめるだけの、あの独特な笑い方をした。

「そうとも言えますし、そうでないとも言えます」

「どういう意味です？」

「あなたさま次し第だいだった、とだけ申し上げておきましょう」

　その言い方に不快感を覚えた。

「わたしが誘さそったとでも言うのですか」

　自然と口調がきつくなる。

「まさか。あなたさまはただ美しく純じゆん粋すいだった。それだけです」

「意味がわかりません。わかるように説明してください」

「私の口からは……。どうぞ、スウェンさまご自身で大公爵殿でん下かにお尋たずねになってください」

　自分を力ずくで犯おかしたあの男と話をしろと。虫むし唾ずが走る。

　それになにより。

「殿下はこちらにはいらっしゃいません。わたしに飽あきたのでしょう」

　スウェンが目覚めたときは、すでに自分は高熱を発してベッドで唸うなっていた。

　朦もう朧ろうとする意識の中でナージに抱だき起こされ、薬湯を口移しで飲ませるために唇くちびるを重ねられたことに気づき、残った力を振ふり絞しぼって拒きよ否ひをした。

　それまでに何度か口移しされたことをかすかに覚えている。高熱でぼんやりとしていて、そのときはわからなかったが。

　あなたなど嫌きらいだ、触さわるなと、顔を背そむけた。

　ナージが年老いた侍女を呼び、彼女が赤子にするように木のスプーンで少しずつ薬湯を飲ませてくれた。

　意識のない間はナージに口移しされていたのかと思うと寒気がする。そのおかげでスプーンで薬湯が飲める程度に体力が戻もどったのだとしても、もともと原因はあの男ではないか。

　スウェンがナージを拒絶してから、彼は姿を現していない。

　弄ぶだけ弄んだらどうでもいいのかと、自分のされたことを思い出したら腹の底がぐつぐつと煮にえるようだった。

　いや、来なくてちょうどいいのだ。顔など見たくない。

　凜りんと顎あごを上げたまま虚こ空くうを睨にらみつけ、怒りを滲にじませるスウェンを見て、フェンリルは笑いをこらえるように拳こぶしを口もとに当てた。

「なにがおかしいのですか」

　険悪な表情でフェンリルを見ると、彼は「失礼」と拳を下ろした。

「気き丈じようで結構ですな。悲観して命を絶つようなお方ではないということに安心しました。もっとも、それは旅の間にわかっていましたが」

　なにがあろうと、自ら死を選ぶことなどするつもりはない。

「だからわたしが手て籠ごめにされても構わないと？」

「そうは言っておりません。あなたさまにとっては、不本意な方法で体を奪うばわれて気の毒に思っております」

　包み隠さぬフェンリルの言い方には、嘲ちよう弄ろうも好こう奇き心しんもない。

　ただ、強い同情めいたものがないのも明らかだ。

　何度も命の危険に晒さらされたであろう百ひやく戦せん錬れん磨まの武人からすれば、この程度のことは大したことではないのかもしれないが。

　汚けがされた自分にしてみれば大問題である。

「空の散歩も殿下との謁えつ見けんも結構です。わたし本来の仕事をさせてください」

　ナージは大嫌いだが、神竜に罪はない。

　早く病気の神竜を治してやりたい。そして一刻も早く自分の国に帰るのだ。

「さて、あなたさまに癒いやせますかどうか」

「やってみなければわからないでしょう。わたしの持てる力を尽つくします」

「なんでもすると？」

　その言い方に少々引っかかるものがあったが、どちらにしろ全力で治ち癒ゆするつもりだ。

「……わたしにできることならば、なんでも」

　フェンリルは満足げに頷うなずいた。

「確かにお言葉頂ちよう戴だいいたしました。期待しておりますよ。神竜は我われらの宝ですから」

　神竜の様子を見てあらためて呼びに来ると部屋を出ていくフェンリルの背を見送りながら、胸むな騒さわぎが止まらなかった。










　湯ゆ浴あみをして、持ってきた薬や治癒道具の確かく認にんをする。

　ひと通り用意してきたが、神竜の症しよう状じようを診みて足りないものがあればこの国で賄まかなえるだろうか。

　竜の一族は精神面より肉体面を重視しているようだから、治癒師より薬くす師しの方が多いだろう。薬はなんとかなるに違いない。

　だがそんな彼らが治ち療りようできないということは、神竜は薬で治せる病ではないということだ。

　精神が病やんでいると、どんなに効能の優すぐれた薬も効果を現さないことがある。幻げん獣じゆうの中でももっとも魔力が強い部類の竜が、やすやすとスウェンに心を覗のぞかせてくれるかどうかわからない。

　悪くすればスウェンの方が負けて心を取り込まれてしまう可能性もある。

　裕ゆう福ふくな階級の人間が家で飼う程度の小型の竜ならば何度か治癒した経験がある。犬いぬ猫ねこと同じ程度の大きさしかない彼らは、知能もそう高くはなく、心に入り込みやすい。

　体長二メートルを超こえる中型の竜は一度だけ。

　知能も自尊心も高く魔力も強いその竜を、複数の治癒師と力を合わせて眠ねむらせて治癒した。暴れられたら大変危険である。

　伝説級の大型の竜は、本物を見たこともない。

　彼らは大たい抵てい深い洞どう窟くつの奥に潜もぐっていたり、人の立ち入れないような険しい岩山の中に住んでいるものである。

「まさか……」

　国宝というのは大型竜のことではないか。竜の一族ならばあり得うる。

　だとしたら、普ふ通つうの治癒師の手に負えるものではない。百人の治癒師がいても難しいだろう。場合によっては応おう援えんを頼たのみ、必要な道具を準備して出直す必要がある。

　どちらにしろ、診てみなければわからないが。

「スウェンさま」

　考えているときに、フェンリルがスウェンを呼びにやってきた。

「ご案内いたします。まずは神しん竜りゆうとご対面いただきたい」

　スウェンが頷くと、フェンリルは先に歩き出した。

　漠ばく然ぜんと竜は地下にいるのかと思っていたが、連れて行かれたのは城の上部だった。

　豪ごう奢しやな装そう飾しよくを施ほどこした扉とびらの両側に立った警備兵が、剣けんを携たずさえて扉を守っている。

　フェンリルとスウェンを見ると、機械仕じ掛かけのように二人そろった動きで敬礼をした。

　いよいよ神竜と対面と思うと、緊きん張ちようが漲みなぎる。ごくりと息を吞のんだ。

　フェンリルは緊張したスウェンの様子を見てふと目もとを弛ゆるませると、落ち着いた声こわ音ねで言った。

「ご心配いりません。神竜は大変賢かしこく、あなたさまを喰くい殺すようなことはございません」

　警備兵の手によって、扉が開かれる。

　まず目に入ったのは、高い天てん井じようを持つ広々とした部屋の真ん中に据すえられた、小部屋ほどの大きさもある天てん蓋がいつきのベッドだった。

　天蓋から下がる薄うすい紗しや織りの布の向こうに、大型の肉食獣のような赤い影かげが蠢うごめいている。

　テーブルも寝ね椅い子すもある、まるで人の住む部屋のような場所に大事に護まもられている神竜が、まずは大型竜でないことに安あん堵どした。

「神竜の名前を教えていただけますか」

　名を持っているなら、呼びかけた方が〝癒し〟を施しやすい。名を呼ぶことで相手が心を許しやすくなるからだ。

　だがフェンリルはなにも答えなかった。

　手でベッドに近づくよう促うながされ、スウェンは静かに歩み寄り、布を開く。と、鮮あざやかな赤い色しき彩さいがスウェンの目に飛び込んできた。

　燃え盛さかる黄金のような、きらめくあかがね色の鱗うろこを持つ、まぶしいほど美しい竜がベッドの上で体を丸めて目を閉じている。折りたたまれた翼つばさにも赤い金貨のような鱗が整然と並んでいる。

　スウェンが城に来るのに乗ってきた翼よく竜りゆうとはまったく違ちがう、紛まごうことなき神竜だった。

　あまりの神こう々ごうしさに、呼吸も忘れて神竜に見み惚とれた。

　神竜がまぶたをゆっくりと持ち上げると、血色の瞳ひとみがスウェンを認める。

「……はじめまして。スウェンと申します。あなたさまの治癒にやって参りました」

　スウェンは膝ひざをつき、神の御おん前まえに出たようにうやうやしく頭を下げた。

　この大きさの竜であれば、人語を解す可能性は高い。いや、構造上人語をしゃべれないだけで、人より知能が優れていることもある。

　彼らはもはや獣けものではないのだ。

　スウェンは顔を上げると、膝をにじってわずかに神竜に近づいた。

　一見して外傷は見られない。ただの傷ならばエラゴールの薬師がとっくに治しているだろうから想定内だが。

「触ふれることをお許し願えますか」

　微び動どうだにしない神竜が許可しているのだと判断し、そっと手を伸のばして首筋に触れる。神竜は本当におとなしく、スウェンが触れてもぴくりとも動かない。

　丁てい寧ねいに体表を確認していくが、悪いところは見つけられなかった。背や尾おも撫なでてみたが同様だった。

　あとは……。

「失礼いたします」

　神竜の頰ほおに両手を添そえ、額同士を合わせた。

　細い糸を伸ばすように神竜の心に侵しん入にゆうしようとしたが、途と中ちゆうで遮さえぎられてしまった。まだ心を覗くところまで許してくれるわけではないようだ。

　代わりに、神竜の意識が自分の中に潜り込んでくるのがわかる。

（わたしを試ためしていらっしゃる）

　スウェンが信用に足る治癒師かどうか、神竜は確かめたいのだろう。

　心を覗き合うのは、生徒同士学舎の授業でも行った。みな修しゆ行ぎよう中ゆえ、表面の浅い部分をかすめる程度だったが。

　神竜ならば深くまで潜り込んでくるに違いない。

　人間なら隠かくしておきたい秘密も恐きよう怖ふも、余すことなく晒すことになる。全ぜん裸らで体を開いて見せるようなものだ。

　とてつもなく恥はずかしいけれど、神竜に信用してもらうには自分が害のない人間であると証明せねばならない。ここで拒きよ絶ぜつすれば、神竜からの信用を得る機会を失ってしまう。

　スウェンは心の扉を開き、神竜を迎むかえ入れた。




　やわらかな金色の光が、スウェンの体に纏まといつく。

　生まれたままの姿で金色の光に包まれ、温かくてうっとりと身を浸ひたした。

　光は神竜の意識だ。

　────気持ちいい……。

　心の中でもスウェンは実際と同じ姿を取り、銀色の髪かみをさらさらと腰こしまで波打たせている。

　光が体のすみずみまで入り込み、愛あい撫ぶするようにスウェンの全身を確かめていく。

　首筋を通ってうなじに、脇わきの下に、脚あしのつけ根にも。

　今、神竜には赤子の頃ころからのスウェンの記き憶おくが流れ込んでいるに違いない。

（あ……）

　敏びん感かんな胸芽をさわさわと撫でられ、ぴくんと顎あごを震ふるわせた。

　尻しりの狭はざ間まから下か肢しのすき間を通る光が、やわらかな双ふたつの蜜みつ袋ぶくろから花か茎けいまで往復して撫でさする。

（んん……っ）

　物理的に触れてくる手や体と違い、振ふりほどくことはできない。

　脇の下を舐なめられたような濃のう厚こうな快感が性器を昂たかぶらせ、先日ナージに覚えさせられたばかりの耳みみ孔あなにも光が忍しのびこんでくる。

　そこでやっと気づいた。

　神竜はスウェンと交わろうというのか！

（だめ、です……、お許しを……。もう、わたしのことはおわかりいただけたでしょう？　あなたさまに害をなす気は微み塵じんもございません）

　だが光はスウェンの全身に纏いついたまま、さらに愛撫の力を強くした。

　全身の敏感な箇か所しよを容よう赦しやなく一いつ斉せいに責められ、高い声を上げて身をよじる。

（ああっ……、だめ……！　こんな……、ここまでする気は……！）

　治ち癒ゆ師の中には、己おのれの体を使って〝癒いやし〟を行う者もいる。粘ねん膜まく同士の接せつ触しよくはより強く相手の心に働きかけ、効果を高めるからだ。

　だがスウェンはその方法を使う気がない。

　神竜の信しん頼らいを得るために恥ち部ぶを晒さらし、心の中のどんな記き憶おくをも齧かじり取ることまでは許すが、性交となると話は別だ。

　たとえ精神だけとはいえ、実際の体も反応してしまう。

　むしろ痛みを伴ともなわないぶんだけ、悦えつ楽らくが深い。

　逃にげ出そうにも、光はスウェンの四肢をしっかりと捕つかまえていて、意識を浮ふ上じようさせることを許さない。

　光が蛇へびのようにするするとスウェンの尻しり孔あなに潜り込む。

（いや……！）

　実体でない精神の体は、やすやすと侵入を受け入れる。

　滑なめらかに抽ちゆ挿うそうする感覚に官能が湧わき上がり、腰をくねらせた。

　陰いん茎けいを扱しごき上げるような強い快感に翻ほん弄ろうされ、恥骨を突つき出すように勝手に下腹が波打ってしまう。

　さらに細い糸のようなものが精路の小こ孔あなをくすぐり、ぬるりと内側に入り込んできた。

（あああああ────……っ！）

　針で突き通すような快感が、脳天まで貫つらぬく。

　光がスウェンの体の内も外も埋うめ尽つくさんと、のど奥にまで侵入してくる。

　この世界で、口を閉じることに意味などない。

　舌の上をずるずると男根が往復しているような感触に、たまらず唇くちびるを開いた。

（ああ……、んあ……、あ、あ、あ……、ふ、ぅ、ぅ…………っ）

　ひっきりなしに嬌きよう声せいを上げる唇を、光の男根が出入りしている。

　同時に尻も尿によう路ろも耳孔も犯おかされ、乳ち首くびや背中への愛撫も止まらない。　>>>♥

　光は決して乱暴ではない。

　ひたすら温かく、やさしく、蜜のような甘さで蕩とろけさせてくる。

　乱れきったスウェンは獣のような唸うなりを上げながら、やっと竜が好色な生きものであると思い出した。

　竜に限らず、魔ま物ものや幻げん獣じゆうは、知ち恵えがあって能力が高いものほど色を好む傾けい向こうにある。

　精気は生気。

　生きる力を性交によって蓄たくわえる種族は多いのだ。だから精気目当てに攫さらわれる女性や少年少女が後を絶たない。神も同じく、生いけ贄にえには若く美しい男女を好む。

　めくるめく快感の波に攫われながら、スウェンは何度も絶頂を極きわめさせられた。




「は……、っ、ぅ！」

　神竜から額を離はなした瞬しゆん間かん、スウェンは脱だつ力りよくしてベッドに沈しずみ込んだ。

　丸めた体をぶるっと震わせ、はあはあと荒あらい息をついた。

　全身がじっとりと淫いん靡びな汗あせで濡ぬれている。

　何度射精してしまったのだろう。脚の間は失禁でもしたかのようにぐず濡れで、淫いん猥わいな精の匂においが立ち昇のぼっていた。

「グゥ……」

　愛いとしげにスウェンの頰に鼻先をすり寄せてくるあかがね色の神しん竜りゆうを、受け入れられない気持ちで見つめた。指一本動かすのも億おつ劫くうで、長い舌で唇の周りを舐められるのを、なすがままにされている。

　性交してしまった。神竜と。

　実際に肉体を繫つなげたわけではないけれど、考えようによってはそれよりよほど濃密な交わりだった。

　この城に来てからこんなことばかりで、自分がひどく汚よごれた気がした。

　だが血色の瞳ひとみでスウェンを見る神竜は、自分の精気で少しは心癒されたのだろうか。

　一度目を閉じて自分の中の憤いきどおりをやり過ごし、もう一度目を開けた。

「グ、グ、ウ……」

　盛さかんに鼻先でスウェンの頰を撫でる神竜の首を抱だき寄せる。金貨が連なるような硬かたい鱗うろこは、それでも温かかった。

「わたしが敵ではないと理解していただけましたか？」

　神竜は猫ねこのようにごろごろとのどを鳴らした。

　やるせない気持ちは残るが、これで神竜の信頼は手に入れられたはずだ。あとは少しずつ心を開いてもらって、病を探さぐることができるだろう。

　ナージに乱暴されたのと違ちがって、泣く子をなだめたようなものだ。

　そう自分に言い聞かせた。

　しかし今日は疲つかれ切ってしまって、これから〝癒し〟を行うことはできそうにない。

　スウェンは深く息をつくと、重い体を起こした。

「明日あしたまた来ます。どうかわたしを忘れないでいてください」

　名残なごり惜おしげにスウェンの頰ほおを舐めた神竜に、寂さびしがり屋の犬にでも懐なつかれたような気持ちになった。なんとか硬い笑えみを返す。

　ベッドから降りようと、鉛なまりになってしまったように重い足を絨じゆ毯うたんに着いたとき。

「あ……！」

　がくん！　と膝ひざから崩くずれそうになった。

　とっさにフェンリルに腕うでをつかんで抱き止められ、すっかり存在を忘れていた彼の姿を見てぎくりとする。

　すべて彼に見られていた！

　一瞬で肌はだが燃えるような羞しゆ恥うちがスウェンを襲おそう。

「フェン……」

　スウェンの声と羞恥は、耳をつんざく咆ほう哮こうによって遮さえぎられた。

　どこからか現れた炎ほのおの槍やりが、フェンリルの顔の横をかすめて黒こく煙えんを上げる。

　驚おどろいて振り返ると、赤い目を爛らん々らんと輝かがやかせた神竜が翼つばさを広げてフェンリルを威い嚇かくしていた。

「え……？」

　突とつ然ぜんどうして。

　フェンリルは脚に力の入らぬスウェンを絨毯の上に座らせると、手を離して神竜に向かって頭を下げ膝をついた。

「失礼いたしました、ナージさま」

　耳を疑った。

　フェンリルと神竜の間を視線で往復し、二つの顔を見比べた。

　神竜は口から火の粉を吐はき、怒いかりが収まらぬ様子でフェンリルを見ている。フェンリルはどこか楽しげに、上うわ目め遣づかいにスウェンを見た。

「どういう……」

　混乱するスウェンに、フェンリルは含ふくみ笑いする。

「私が花はな嫁よめさまに触ふれたのでお怒りなのですよ」

「はなよめ……？」

　初めて聞く言葉のように呆ぼう然ぜんと繰くり返した。

　フェンリルは腹の底から楽しげな笑いを漏もらした。

「とっくにお気づきになっていらっしゃるかと思いました。こちらにおわす神竜こそは我が主あるじ、エラゴール大だい公こう爵しやくナージ・ロウ殿でん下か」

「でんか……」

　頭が理解に追いつかず、鸚おう鵡むのように言葉をなぞった。

「ナージさまの真のお姿は、こちらの神竜。普ふ段だんは聖なる神竜姿を人目に触れさせることはいたしませんが、花嫁であるスウェンさまへの誠意の証あかしでございます」

　馬ば鹿かな。

　神竜の血を引いているとは噂うわさで聞いていたけれど、まさか竜そのものだなんて。

　しかも、花嫁……？

「あなたさまはナージ殿下の花嫁となるため、この国に連れて来られました。我われ々われはそのために、花嫁をいただくにふさわしい品々を持参したのです」

　祖父の前にうずたかく積まれた宝の山を思い出す。

　治ちり療よう費にしては多すぎると訝いぶかしんだが、必ず受け取れと大公爵から命令されていると言っていた。

　まさか、自分の代金だったとは！

「わたしを……、騙だましたのですね……」

　スウェンの感情など意に介かいさず、主君の望みを叶かなえるためには手段を選ばない、憎にくらしい笑みを浮うかべる忠実な神竜のしもべを睨にらみつけた。

　神竜の病の治療だなどと言ってスウェンを自国に呼び寄せ、主君に捧ささげたのだ。

「私は一度も、あなたさまを騙してなどおりません」

「噓うそつき！　神竜が病気だというから！」

　自分で力になれるならと、はるばる異国までやってきたのに！

「噓ではございません。現に、神竜である我が君は病を患わずらっておられました。あなたさまにしか治せない、恋こいの病でございます。自分にできることなら、なんでもするとおっしゃいましたね？　ナージさまの花嫁となって、病を完治させてくださいませ」

　いっそ慇いん懃ぎんに言い放たれて、揶や揄ゆされたという気持ちが強くなる。

　会ったこともないのに、恋の病などに罹かかるわけがない。きっと美び貌ぼうだという評判が独り歩きした、毛色の変わった治ち癒ゆ師が欲しかっただけ。

「ひどい……」

　最初に会ったときに騎き士したちがスウェンに冷たい目を向けていたのは、色ものの愛人と蔑さげすんでいたからだ。

　それでも、一いつ緒しよに馬を走らせる中で少しは見直してくれていたようなのに。

「国に帰らせていただきます。これ以上あなたがたの酔すい狂きようにつき合う気はありません」

　きっぱりと断ったとき、背後から髪かみをすくわれて驚いて振ふり向いた。

「大公爵殿下……！」

　すでに人の姿を取り、顔だけを残して全身に黒衣を纏まとったナージがスウェンの銀ぎん髪ぱつに口づけていた。

「触さわらないでください！」

　ひったくるように髪を奪うばい、尻しりで床ゆかをにじって距きよ離りを取った。

　なぜ気づかなかった。

　神竜の色合いは、彼の赤い瞳と髪と同じだったのに。

　でもいったい誰だれが人間が竜に変化すると思うだろう。

「ナージで構わぬ。一度手に入れた花嫁を、むざむざ国に帰すと思うのか？」

「帰ります。治癒の必要がなければ、わたしがここにいる意味はありません」

「フェンリルの言葉を聞いていなかったのか。おまえは私の病を治すためにここに来た。国に帰るのは諦あきらめろ」

「どうして……っ」

　自分なのか。

「会ったこともないくせに、恋の病だなどと。わたしが若いから、適当な噓で誤ご魔ま化かされると思いましたか。それとも治癒師風ふ情ぜいが大公爵に望まれれば、喜んで囲われるとでも？」

　ナージはかすかに、瞳を眇すがめた。

　悲しげな色がよぎったように見えたのは、自分の見間違いか。

「どちらにしろ、この城は人の足では上り下りできぬ岩山の上に建てられている。抜ぬけ出そうとすれば落ちて死ぬだけだ」

　愕がく然ぜんとした。

　城へ来るために翼よく竜りゆうを使ったのはそのためだったのだ。これでは幽ゆう閉へいと変わらないではないか！

「帰してください！」

「聞けぬな。国に帰ることと私を拒こばむこと以外のわがままは、なんでも聞いてやろう。花嫁らしく愛らしくしていろ」

「花嫁になどなった覚えはありません」

　一方的に体を奪われただけだ。

「私の血を飲んだだろう」

「それが……」

　なんだというのだ。

「我が一族が夫ふう婦ふの契ちぎりを交かわすときは、夫の血を妻が味わう。常とこ世よの番つがいを誓ちかう、正式な婚こん姻いんの手順だ。おまえから私を受け入れてくれて嬉うれしかったぞ。おまえはもう、私の花嫁だ」

　それを聞いて蒼そう白はくになった。

「そんなこと知りません！　わたしはあなたの一族じゃない！」

　敬語も忘れて叫さけびながら、自分の迂う闊かつさを呪のろった。

　旅人であれ客人であれ、その国にいる以上は国のしきたりに従うものだ。異国に招かれておきながら不勉強だった自分にも落ち度がある。

　悪魔を呼びだしておきながら知らなかったでは済まされないのと同じである。

　ナージは居い丈たけ高だかにフェンリルを睥へい睨げいした。

「フェンリル。いくら腹心のおまえとて、我が花嫁に触れるのは許さぬ。次触れたらその手を斬きり落としてくれる」

　言いながら抱だき上げられ、思わず暴れた。

「下ろしてください！」

「自分で歩けぬのだろう？　部屋まで連れて行ってやろう。このまま私のベッドに下ろしてもいいが、花嫁が夫と床とこを共にしてただ寝ねかせてもらえると思うなよ」

　不本意ながら動きを止め、おとなしく部屋に運ばれた。

　花嫁などという立場を受け入れたわけではないが、宣言されてむざむざ犯おかされるほど愚おろかではない。

　ナージの腕うでは力強く、スウェンに重さなどないように軽々と抱いている。厚手の生き地じでできた黒い衣服を通しても、彼の肩かたや胸のたくましさがわかった。

　先ほど心の中で光と交じり合った余よ韻いんのせいか、自分を穿うがったナージの熱を思い出して顔が熱くなる。

　そんな自分を叱しつ咤たして、ぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

　ベッドに寝かされると、ペンダントの指ゆび環わが服の下から首もとに転がり出た。

　それを見たナージの目が細まる。

「古い指環だ。新しいものを作ってやろう」

　ぎくりとした。

　これだけは奪われたくなくて、ナージの視線から隠かくすように手の中に握り込んだ。

「いりません」

「花はな嫁よめは夫が贈おくったものを身につけるべきだ」

　スウェンの顔の横に手をついて上から顔を覗のぞき込むナージから視線を逸そらし、ふいと横を向く。

　ナージがスウェンの横顔を見つめているのがわかる。

　彼の気が変われば、スウェンなど簡単に組み敷しかれてしまう。緊きん張ちようを滲にじませながら無言を通していると、やがてナージがスウェンのこめかみに口づけた。

「おやすみ」

　その言い方があまりにもやさしくて、離はなれた熱を追いかけるようにナージを見た。

　目が合って、しばらく見つめ合う。

　ナージはなにか言いたげに二、三度唇くちびるを開きかけたが、結局なにも言わずに部屋を出て行った。

　指環を寄こせと言われなかったことに安あん堵どの息をつき、握った指を開いて手のひらに載のせた指環を眺ながめた。

「精せい霊れいさん……」

　やさしい金きん髪ぱつの想おもい人の面おも影かげを心に浮うかべ、やっと涙なみだが滲んできた。

　この人以外に汚けがされ、無理やり花嫁として縛しばりつけられた現実に、まだ頭も気持ちもついていかない。

　好きです、と声に出さずにつぶやき、そっと指環に口づけた。





＊






　スウェンの部屋には美しい花が届けられている。

　甘い芳ほう香こうを持つ大輪の真っ白な花だ。岩山に生えているような代しろ物ものではなく、スウェンのためにわざわざどこかから運ばせたものだとわかる。

　花は好きだが、その心こころ遣づかいを嬉しいと思えるほどには今の状じよう況きようを受け入れられない。どうやってここから逃にげようか、そればかり考えている。

　食事の時間になると、使用人がスウェンを食堂に案内した。

　長いテーブルの上に、山や森で採れる食材に加え、どこから取り寄せているのか新しん鮮せんな魚ぎよ介かいまで豪ごう勢せいに並べてあった。祭りででもなければ出てこないような料理ばかりだ。

　ナージの向かい側に座らされるが、彼を前にして食欲などあるはずもない。

「どうした。食わねば体が弱るぞ」

　いっそ弱って倒たおれてしまいたい。そうすれば彼の相手もせずに済むだろう。

　食事を前にしたまま手をつけないスウェンに、ナージが機き嫌げんを取るように尋たずねる。

「気に入らぬか。なにが食べたい。なんでも言え。好きなものを用意させよう」

　硬かたい表情のまま黙だまり込むスウェンに、ナージは不ふ遜そんな笑えみを浮かべた。

「いいだろう。おまえは大だい公こう爵しやくの花嫁。この城で好きに振ふる舞まう権利がある。いくらでも食事を拒み続けるがいい。おまえの気に入らぬ料理を作り続ける腕の悪い料理人は、いずれ首を刎はねられるだけだ」

「な……！」

　思わず顔を上げた。

　ナージの目が、料理人を解かい雇こするのではなく、言葉通り首を刎ねるのだと語っている。

「私の大切な花嫁の健康を害するのだから、妥だ当とうな処分だろう？　おまえの代わりはいないが、料理人の代わりならいくらでもいる」

　怒いかりで唇が震ふるえた。

　想像以上の暴君だ。スウェンに食事をさせるための脅おどしなのだとしても、この男なら本当にやるかもしれないと思わされる。

　どうせ自分など、何人もいる〝花嫁〟という名の愛人の一人に過ぎないだろうに。

　ナージを睨にらみつけながら、食器を手に取る。傲ごう慢まんな表情をした男を前に口に入れた料理の味は、よくわからなかった。










　結局ろくに食べられなかったが、部屋に戻もどると無理に食事をしたせいか気持ちが悪くなって、すぐにベッドに横になった。

　甘い花の香かおりに包まれると、少し気分が和やわらぐ。

　昨夜の神竜との交わりの疲つかれが残っていて、まだ体がだるい。まぶたを閉じると、頭の芯しんがくらくら揺ゆれているのがわかる。

　いつまでここにいればいいのだろうと思いながら、うつらうつらと浅い眠ねむりに引き込まれていった。




　────泉のほとりで、白い小さな花びらがひらひらと風に舞っている。

　スウェンは花束を手に、早足で泉に向かって歩いていく。

　故郷に戻ると必ず、精霊さんを埋うめたあの場所に行って花を手た向むけるのだ。そして自分の近況を報告し、彼との日々を反はん芻すうして想い出に耽ふける。

　このところ忙いそがしくて、少し間が空いてしまった。精霊さんも寂さびしがっているかもしれない。

　泉に近づくと、草に着くほど長い金色の髪かみを持った人が座っているのが見えた。

　あれは……、あの後ろ姿は……。

『精霊さん！』

　スウェンの声に振り向いた美しい顔立ちは、まぎれもなく精霊さんだった。

『スウェン』

　あの、弦げん楽がつ器きのような響ひびきの声がスウェンの名を呼ぶ。

　嬉うれしくて、涙が出た。

　手に持った花束も投げ捨てて、精霊さんに走り寄る。

『精霊さん！　ああ、生きてたんですね。また会えるなんて……！』

　両腕を広げた精霊さんに抱きついて、熱い抱ほう擁ようを交かわす。

『会いたかったよ、スウェン。一日だってきみを忘れたことはない』

　自分だって同じだ。

『スウェンが作ってくれたパイが食べたいな』

　スウェンはいつの間にかバスケットを持っていた。開けると、スウェンが得意なニシンのパイが入っている。

　二人でパイを頰ほお張ばると、ふわりと温かくやさしい味がした。

　精霊さんはいつもの静かなほほ笑みでスウェンを見ている。

『スウェンは立派になったね。もう一人前の治ち癒ゆ師だ』

　精霊さんは六年前の姿のままだけれど、スウェンは今の姿である。精霊さんは、自信がなさそうにスウェンを窺うかがった。

『六年前の約束、覚えてる？』

『もちろんです』

　戻ってきたら、キスをしようと言った。

　嬉しそうに笑った精霊さんの顔が近づいてくる。目を閉じてしまうのはもったいなくて、緑の瞳ひとみが自分を映すのを見ていた。

　精霊さんも、スウェンを見つめながら唇を寄せてくる。

『好きだよ、スウェン……』

　────唇が触ふれる直前、精霊さんの瞳が血の色に変わった。




「……っ、は、……ぁ、……」

　目を開けた瞬しゆん間かん、全身にどっと汗あせをかいた。

　心臓がおかしな間かん隔かくで鼓こ動どうを打っていて、思わず胸むなもとを握にぎりしめた。

　キスの瞬間、精霊さんの姿がナージに変わった。

「どうして……」

　思わず口に出しながら体を起こすと、テーブルになにかを置こうとする部屋つきの少年ルルと目が合った。

「起こしてしまいましたか、スウェンさま。すみません。お料理をお持ちしたんですが、お休み中だったのでこちらに置いておこうかと」

　ルルが持っているのは、今夢で見たばかりのニシンのパイだった。

　いや、この香りがしたから夢に出てきたのだろう。

「それは……」

「ナージさまから、スウェンさまがこれなら召めし上がれるかもしれないからと、持って行くよう言われまして」

「ナージさまが？」

　どうしてスウェンの好物を知っている？

　夢で最後に精霊さんがナージに変わったことで奇き妙みような符ふ合ごうのように思えてしまったが、すぐにニシンのパイはスウェンの国の一いつ般ぱん的な家庭料理で、スウェンも馴な染じみやすいからだろうと納なつ得とくした。

　好物の匂においを嗅かぐと、急に腹が減っているような気がしてきた。

「ありがとう。いただきます」

「では、お茶を淹いれてきますね」

　ルルが部屋を出て行ってから、パイを手に取った。

　ほんのり甘いバターの香りが食欲を刺し激げきする。

　夢の余よ韻いんで切なくなる胸を押さえながら齧かじると、やさしい味が舌の上でほどけた。

　ひと口食べると、あとは夢中になった。美味おいしくて、腹とともに心が満たされていく気がする。

　ぺろりとひとつ食べ終わって、やっと息をつく。

　腹がくちくなれば、花も食事もナージなりにスウェンの居い心ごこ地ちをよくしようと気遣っていると考えられた。

　それで感謝まではできないけれど。

「パイのお礼くらいは言ってもいいかな……」

　つぶやいたとき、部屋の外で困こん惑わくするルルの声が聞こえた。

「困ります、ジェニアスさま。スウェンさまのお部屋には誰だれも通すなと……」

「なに、ほんのご挨あい拶さつだけだ。うるさいことを言うな」

　いかにも酒焼けしたような濁だみ声ごえが、ルルの声を遮さえぎった。

　部屋の入り口を見ていると、たっぷりと贅ぜい肉にくを纏まとった中年の男が姿を現した。これみよがしに露ろ出しゆつした腕うでにも頰にも、鈍にぶい赤茶色の鱗うろこが生えている。

　年ねん齢れいは五十前後だろうか。

「おお、あなたが大だい公こう爵しやく殿でん下かの花はな嫁よめさまか！　噂うわさに違たがわずお美しい！」

　遠えん慮りよを知らない大声で言い、大おお仰ぎように腰こしを折って頭を下げる。だが、下げた頭の下からスウェンの顔を覗のぞき、にやりと笑った。

　蛇へびのような目つきに、背筋がぞっとする。

　男は上体を起こすと、スウェンを抱だきしめんばかりの距きよ離りに近づいてきた。思わず一歩後ずさる。

「驚おどろかせてしまいましたかな。私はジェニアス・ロウと申します。ほれこの通り、鱗があることでおわかりいただけると思いますが、私も神しん竜りゆうの血を引いておりまして、大公爵殿下の遠とお縁えんに当たります」

　いきなり部屋に侵しん入にゆうされて戸と惑まどうが、相手が身分を明かして名乗っているのに無視をするような無礼はスウェンにはできない。

「治癒師として参りました、スウェンと申します」

　花嫁とは納得していない。

「ほう、治癒師でいらっしゃる。これはこれは」

　ジェニアスは片かた眉まゆを上げて、スウェンを値ね踏ぶみするような目で見た。話していて気分のいい男ではない。

　ルルは茶を淹れに行ったか、誰かを呼びに行ったのか。

　ジェニアスは興味深げにスウェンに近づくと、内ない緒しよ話ばなしをするように声を潜ひそめた。

「大公爵殿下は気き性しようの激しいお方ですから、お相手なさるのは大変でしょう。なにかお困りのことがあったら、どうぞ私にご相談ください。力になりますぞ」

　今にも手を握られでもしそうで逃にげたくなったとき、ルルを従えてフェンリルが部屋に入ってきた。

　相変わらず口の端はしだけで笑う彼らしい表情で、胸を反らしたままジェニアスを睥へい睨げいした。

「いけませんね、ジェニアスさま。いくら大公爵さまに次ぐご身分だとしても、勝手に花嫁さまの居室に入られるような真ま似ねをされては、打ち首ものですよ」

「ふん、相変わらずだなフェンリル。臣下のくせに態度がでかいぞ。よいではないか、ご挨拶くらい。私が不ふ埒らちな真似をするとでも思うのか」

「ナージさまにも、そのようにおっしゃってみればよろしいのでは？」

　ジェニアスは面おも白しろくなさそうな顔をして、口を噤つぐんだ。

「今日のところは、ナージさまへのご報告は控ひかえておきましょう。どうぞお引き取りを」

　ジェニアスは浮ういた汗を拭ふきながら、そそくさと部屋をあとにした。

　フェンリルはスウェンに向き直ると、深々と頭を下げた。

「不快な思いをさせて申し訳ございませんでした。どうか、ジェニアスさまのことはお忘れになってください」

　ナージやフェンリルにとっても好ましい人物ではないらしい。

　ジェニアスの蛇のような目を思い出すと、鳥とり肌はだが立つような気がした。
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　閨ねやに淫いん靡びな空気が立ち込める。

「あ……、あぅ……、ああ、ん、ぁ……、あつ、い……、いや……」

　仰あお向むけになったスウェンの両りよう膝ひざに手をかけたナージに大きく脚あしを割り開かれ、凶きよう悪あくな雄おすで深々と淫肉を抉えぐられる。

　ほとんどのときは後ろから貫つらぬかれるが、ときおり今日のように正面からあられもなく脚を開かされ、恥ち部ぶも羞しゆう恥ちで濡ぬれる表情も丸見えの屈くつ辱じよく的な体位で抱かれた。

「みな……いで……」

　スウェンの屈辱をより煽あおり立てるのは、ナージが決して服を脱ぬがないことだ。スウェンは毎回裸ら身しんのすみずみまで観察されるのに、彼はいつも前立ての間から男根を取り出すだけ。

　花嫁などと言っても、所しよ詮せんは性玩がん具ぐ扱あつかいなのだと行動が示している。せめて体を晒さらしてくれたら、対等に扱ってくれていると感じられるだろうに。

　涙なみだなど見せたくないのに、反り返った男根がスウェンの敏びん感かんな前ぜん壁へきの膨ふくらみをごりごりとこそげると、強すぎる快楽に苛さいなまれて勝手に涙が零こぼれてしまう。

「そこ……、いやっ、やめて……、やあああ──……っ」

　口ではいやだなどと言っても、媚び肉にくは蹂じゆう躙りんを悦よろこんできゅうきゅうと雄を締しめつける。

　しがみつけるものを探して枕まくらの端を握にぎり、過ぎた快感から逃げたくて、無意識にベッドにつま先を立てて下腹を突つき上げた。

　腰が浮けば、自然と背が弓なりに反って胸を突き出す形になる。スウェンの背に腕を回して体を支えたナージの唇くちびるが、胸むな粒つぶに吸いついた。

「あああっ……」

　カリッ、と歯を立てられれば電流のような痺しびれが陰いん茎けいに滑すべり落ち、吸い出されれば甘い吐と息いきが唇から漏もれた。

　若い肉体は、新しい刺激を柔じゆう軟なんに吸収する。

　夜ごと抱かれるスウェンの体は、心とは裏腹にすっかり快感に従順になり、ナージの体温を感じただけで腰の奥が濡れ始めるほど躾しつけられた。

「ああ……、もう……、いやです、そこ……」

　執しつ拗ように片方の乳ち首くびだけを可愛かわいがられ、触ふれられもしないもう片方が尖とがりきって切なく震ふるえている。

　早く触さわってほしい。

　こんなにぐずぐずの体にされながらも、好きで抱かれているわけではないという最後の意地から、スウェンは決してねだる言葉を口にしない。

　最初は組み敷しかれるたび抵てい抗こうした。だがスウェンが暴れれば、ナージは魔ま力りよくで体の自由を奪うばってしまう。

　どちらにしろ抱かれるなら、自由に動ける方がまだいい。人間扱いされている気がするから。

　口に出さずともスウェンの望みを感じ取ったナージは、焦じらすことなく期待に尖った小さな芽を口に含ふくんだ。

「は……、あぁ……」

　待ちわびた刺し激げきを与あたえられ、腰をくねらせながら熱い息を吐はいた。

　雄を咥くわえこみながら動いてしまう賤いやしい腰使いは、意図せずナージを悦ばせる。

「いいぞ、スウェン……」

　褒ほう美びのようにスウェンの最奥を尖った亀き頭とうで複雑にこねながら、ナージが口づけてくる。

「おまえがどんなに私を拒きよ絶ぜつしても、体は素す直なおに懐なついてくる。可愛いやつだ」　>>>♥

　男根と舌を同時に受け入れさせられると、頭が曇くもってなにも考えられなくなってしまう。

　甘い吐息を漏らすために開かれた唇を塞ふさがれ、苦しくてナージに縋すがりつく形になった。

「ん……、ん、ん、ぅ……」

　ナージの舌がやさしく口内を探さぐり、スウェンの感じる部分を舐なめ上げた。

　傲ごう慢まんに抱かれるとばかり思っていたのに、ナージはスウェンの体をじっくりと探りながら感じさせようとしてくる。スウェンの快感が自分の喜びででもあるかのように、ひたすら甘く啼なかせることに努める。

　そんなふうにされると、愛されているような錯さつ覚かくに陥おちいってしまう。

「ほら、ここだろう？」

「ひゃうっ……！」

　突き上げられると、強い尿によう意いに似た恥はずかしい快楽を覚える場所がある。そこを虐いじめられると、なにもわからなくなって身も世もなく泣き叫さけんでしまうのだ。

　ナージの手がスウェンの手を取り、指の間に己おのれの指を入れて絡からませる形で繫つなぐ。スウェンを穿うがつ律動が激しくなる。

「んん……！　ん、ふ、っ、ぁ……、ああ、あ、もう……、あああっ、ぁ────っ」

　唇を突き放し、がくがくと体を揺ゆらしながら絶頂を極きわめる。

　同時に、腹の奥に溶よう岩がんのような熱がどろりと広がった。

「ん……、あつい……」

　快感でもつれる舌は、勝手に甘えたような声を出してしまう。

　腹に撒まかれた精が熱くて、いつもぐったりと脱だつ力りよくする。

　ナージとしか体をつないだことがないから、他ほかの人間もこんなに熱いのか、それとも彼が神しん竜りゆうだからなのかわからない。

「はぁ……」

　ベッドに沈しずみ込んだスウェンと、つないでいたナージの手が離はなれる。

　絶頂に駆かけ上がる瞬しゆん間かんは互たがいの手に力が入って握り合う形になっていたから、開いた指が痺れていた。

　ゆっくりと雄を引き抜ぬかれる間も、粘ねん膜まくが絡みついて得も言われぬ快感に息が上がる。

「く……、ん……」

　たっぷりと白はく濁だくを纏まといつかせた雄が抜け出ると、先せん端たんと口を開いた後こう蕾らいの間に淫みだらな粘液が白い糸を引いた。

　終わったあと、ナージは汚よごれた男根を清せい拭しきし、湯で絞しぼった布でナージ自らスウェンの体を拭ぬぐってくれる。いつもそのやさしさに困こん惑わくする。

　後始末など、してくれるような人に見えないのに。

　今日も宝物の手入れをするように丁てい寧ねいな手つきでスウェンを清めたナージが、懐ふところからなにかを取り出した。

「左手を出せ」

　命ぜられるままスウェンが手を伸のばすと、手のひらに金色の指ゆび環わが置かれた。

　スウェンがペンダントにつけている指環と大きさも意い匠しようもそっくりの、だが緑ではなく赤い石が内側に塡はめこまれた指環だ。ナージの瞳ひとみの色と同じ。

　ペンダントは、ナージが来るときには外して机の引き出しにしまっている。精せい霊れいさんに行こう為いを見られているようで苦痛だから。　>>>♥

　なにより、ナージに取り上げられるのが怖こわかった。

　ナージは指環を手に取ると、スウェンの薬指に塡めた。

　その手を引いて、指環に口づける。

「花はな嫁よめの証あかしだ。つけていろ」

　傲慢な口調にもかかわらず懇こん願がんしているようなナージの瞳に、スウェンの中に戸と惑まどいが生まれる。

　こんなもの、自分にとっては奴ど隷れいの証だ。きっと見るたび絶望に駆られ、心が冷えていくに違ちがいない。

　けれど拒絶されることをナージが怯おびえているように見えて、簡単に突き放せない。

　なにも言えず、ただ目を伏ふせた。

　ナージもスウェンが喜ぶなどと期待はしていないだろう。

　だが愛いとしげに、親指でスウェンの指ごと指環を撫なでている。愛を乞こわれているようで、わずかに動どう揺ようした。

「今ならぴったりだ」

　独り言のようにつぶやかれた言葉に、視線を上げた。

「今なら？」

　どういう意味だろうか。

　ナージは熱を孕はらんだ目でスウェンを見ている。

　おもむろに抱だき寄せられ、広い胸の中に閉じ込められた。髪かみにやさしいキスが落とされる。

　ナージはスウェンを抱く腕うでに力を込めると、首筋から立ち昇のぼる汗あせの匂においをすうと嗅かいだ。

「甘い香かおりがする……」

　髪の間から耳みみ朶たぶを嚙かまれ、首筋を吸われる。

　ちくりとした甘あま痒がゆい痛みが生まれると、背筋がぞくぞくとした。

　そのままベッドに押し倒たおされて、再びナージの重みを受け止める。

　一度達した体は火が点つきやすい。体奥に燻くすぶっていた官能の熾おき火びを簡単に煽られ、すぐに情欲が体中に広がった。

「あ……、ん……」

　まだ口を閉じきっていなかった蕾はやすやすとナージを受け入れ、赤く熟うんだ粘膜は剛ごう棒ぼうにかき混ぜられたがって淫いん猥わいに蠢うごめいた。

「スウェン……」

　切ないような声こわ音ねで名を呼ばれ、快感の波に揺られる意識に目の前の男が焼きつけられていく。

「私を愛せ……」

　懇願の響ひびきを感じ取り、胸が絞られる。

　なぜ自分なんだろう。

　どれだけ粘膜をこすり合わせても心ひとつ覗のぞかせないくせに。

　そんな声でスウェンからの愛だけを欲しがるのか。

　胸が苦しくて、思わずつかんだナージの服を引っ張った。

　と、ナージの首もとが露あらわになり、うなじ近くに生えた赤い鱗うろこがちらりと姿を現した。

「ひ……！」

　なめらかな皮ひ膚ふの上に痣あざのように浮うき出た真っ赤な鱗に驚おどろいて、息が詰つまる。ハッとしたナージが、慌あわてて体を起こして首もとの乱れを整えた。

　明らかに動揺してスウェンを見下ろし、乱暴に雄おすを引き抜く。

「あう……っ」

　巨きよ大だいな異物を突とつ然ぜん失った後こう腔くうが空くう虚きよに収縮し、絶頂まであと少しだった陰いん茎けいがもの足りなさにたらりと透とう明めいな涙なみだを零こぼした。

　ナージの熱を恋こいしがって、粘膜がひくひくと震ふるえている。

　首もとを押さえたままスウェンを見るナージの目が、いっそ怯えているようだ。

　ナージはなにも言わず、逃にげるように部屋を出て行った。

「ナージさま……？」

　突然だったから驚きはしたが、鱗はナージが竜であるときと同じに見えた。

　そういえば、大だい公こう爵しやくは全身鱗に覆おおわれているという噂うわさではなかったか。ジェニアスも鱗の生えた腕を見せびらかすようにしていた。

「もしかして……」

　ナージが服を脱ぬがないのは、異形に近い姿をしているからなのか。

　どうして。

　スウェンが怯えるから？

　それとも人と乖かい離りした己の姿を恥じて？

　だとしたら、気の毒に思う。それが本来の姿であるならば、なんら隠かくす必要はないものだ。むしろ自然の姿を誇ほこっていい。

「気にすることないのに……」

　つぶやいてから、どうしてあの男のことを気き遣づかうのだと自分を叱しかりたい気になった。こんなにひどいことをされているのに。

「…………」

　彼のすべてを憎にくもうと思う端はしから、ずっと治ち癒ゆ師として人々を癒いやそうとしてきた性質がそれを是ぜとしない。

　自分にされたことは憎い。

　けれど、それと彼が自分の姿を隠そうとしているかもしれないのは別のことだ。

　もしもナージが己おのれの姿を恥はじているとしたら、そんなことは必要ないのだと思ってもらいたい。

　ナージから贈おくられた指環を翳かざして眺ながめながら、彼にかすかな同情が湧わくのを感じた。なぜスウェンが持っている指環と同じ意匠にしたのだろう。

　スウェンがあの指環を大事にしていると知って、ただの対たい抗こう心しんから？

　同じ形なら満足だろうという、投げやりな気持ちで？

　それとも、同じ形ならその場所を取って代われると思ったから？

　ナージの中で、自分がどういう位置にいるのかわからない。花嫁などと言っても、子を産めるわけでもない自分は実質愛人のようなものだ。飽あきたら捨てられるだけ。

（捨てられる……）

　今こんなに欲しがってくれていても。

　なぜかひどく胸がざわついた。

　ナージの所有物の証である指環を塡めているのが不快になって、指からむしり取った。代わりに引き出しにしまっておいたペンダントを取り出す。

　いつも緑色の宝石を見ると、精霊さんの瞳を思い出して温かい気持ちになる。

　だがベッドの上に転がる指環の赤い宝石が、ナージが自分を見つめているようで、咎とがめられている気になった。

　そんなふうに思う自分が厭いとわしくて、赤い宝石の指環の存在を頭かぶりを振ふって意識から追い出した。

　精せい霊れいさんのことだけ考えたい。

「好きです、精霊さん」

　指ゆび環わに口づけ、ふと思い立って鎖くさりから外して自分の指につけてみる。

　ナージから贈られたのと同じ大きさの指環は、スウェンの指にぴったりと塡はまった。

　もらったときはまだスウェンの指には余ってしまっていたけれど、もうあの頃ころの精霊さんと同じくらいの大きさの手になったのだ。

「六年か」

　目の前で彼を失ってから、もうそれだけの月日が経たったのを、あらためて実感する。

　約束したのだ。六年経ったら戻もどってきて、精霊さんにキスしてもらうと。

　実際にスウェンに口づけたのは、傲ごう慢まんな赤い髪の男だったけれど。

「また夢でもいいから会いたい……」

　指環を握にぎり込んだ拳こぶしを額に当て、せめて夢の中で会えますようにと願い、彼の面おも影かげを追って目を閉じた。

　かすかに心に引っかかる、赤い指環を見ないようにしながら。










　スウェンに鱗を見られてから、ナージはぱたりと姿を見せなくなった。

　それまでは毎夜スウェンの部屋を訪おとずれ、スウェンの意思など無関係に情熱的に求めて来たくせに。彼が服を脱がない理由について尋たずねてみようと思っていたのに、肩かたすかしを食わされた気分だ。

　自分から彼の部屋を訪ねてみようか……。

　窓辺に肘ひじをついて遠くを見ながらそんなことを思ってしまった自分に、ハッとして頭を振った。

（これじゃ彼の訪れを心待ちにしているようじゃないか！）

　そんなのは違ちがう。

　つい気になって考えてしまうのは、自分が治癒師だからだ。誰だれかが傷つき悩なやんでいるかもしれないと思うと、なんとかしたくなってしまう。

「わたしは治癒師だから……」

　口に出すことで自分に言い聞かせているようで、ため息をついた。

　気づけばつい彼のことを考えている。

　おそらく、他ほかになにもすることのない状態で城に閉じ込められて、自分の処しよ遇ぐうの決定権を握っている人のことが気になっているのだと、自身の気持ちを分ぶん析せきした。

　毎晩のように抱だかれて慣らされた体が、夜になればナージの熱を恋しがるのも厭わしい。一人で処理をしようとすると、どうしてもナージを思い出してしまうのもいやだ。

　人というのは、こんなに簡単に快楽に引きずられてしまうものなのか。自分がこんなに節操のない人間だとは知らなかった。

　本能的に体が、細さい胞ぼうがナージを受け入れたがる。これは神しん竜りゆうの血を飲んでしまったせいなのか。

　自分がどんどん変わっていくようで気持ちが焦あせる。病気の竜もいないようだし、早く逃げ出してしまいたい。

　いつナージが来てもいいよう、命じられた通り指環をつけている。それを見ると、否いや応おうなくナージの顔を思い出してしまう。

　大公爵であるならば、いずれは世よ継つぎを儲もうけねばならないはずだ。自分などにそう長い間かかずらっているとは思えない。

　むしろもう何人も夫人がいて、自分はただのつまみ食いなのだろう。そうだ、きっと姿を現さないのは、他の夫人のところに通っているからだ。

　得心すると、胸がむかむかした。

　きっとスウェンがいなくなっても、小鳥を一羽逃にがした程度にしか思わないに違いない。自分がおとなしく囲われている理由はない。

「さっさと出て行こう」

　ナージに飽きられたあとは、ただの治癒師としてこの国に縛しばりつけられる可能性が高い。そうなってからでは、国を取り囲む岩山を徒歩で越こえて逃げるのは難しいだろう。

　ならば、翼よく竜りゆうを盗ぬすめる環かん境きようにいる今の方が可能性がある。

　そう思い、城の敷しき地ちを歩き回って状じよう況きようを把は握あくすることに努めた。

　城の敷地の外は岩山の崖がけになっていて下りられないせいか、ろくに見張りもついてこない。

　どこへ行っても兵士や使用人に深々と頭を下げられ、まるで女主人のように自由に敷地を歩き回れた。

　わかったのは、基本的に住みこんでいる人間は多くはなく、兵士たちが交代で通っているということ。

　当然赤子や幼児もいない。女性はスウェンが寝ね込こんでいたときに世話をしてくれた老女と、下働きの使用人が通いで来るだけ。

　みな城の敷地外へ行くには翼竜に乗り、それ以外の方法はないらしい。

　となると、翼竜を手に入れる必要がある。だがここには城で飼育している翼竜がいるだけである。

　いつ翼竜を盗んで逃げ出そうかと考えながら空を見上げていると、遠くからこちらに向かってくる数すう匹ひきの翼竜の姿が見えた。

　近くまで来ると、先頭の翼竜にはナージが乗っているのがわかる。

「ナージさまは、ご自分で空を飛ばれないのか……」

　竜になれるのに。

　つぶやくと、たまたま通りかかった翼竜の訓練士が、スウェンの言葉を拾った。

「恐おそれながら、スウェンさま。ナージさまは尊い神竜のお姿を決して人目に触ふれさせることはいたしません。神竜のお姿を拝見できるのは、腹心であるフェンリルさまだけ。光栄にも、ナージさまはご移動には私どもの育てた翼竜をお使いになります」

　訓練士は誇ほこらしげに、熱を込めた口調で言った。

「そうなんですね」

　でもスウェンには神竜姿を見せてくれた。

　フェンリルも誠意の表れだと言っていたが、本当にそうなのかもしれない。

　翼竜が次々と城のバルコニーに着地する。遠目にも威い厳げんのあるナージの姿を数日ぶりに見て、とくんと心臓が鳴った。

　なぜかじわじわと体温が上がって、頰ほおが熱くなってくる。

　ナージの姿が城の中へ消えて見えなくなった瞬しゆん間かん寂さびしさを覚え、

（会いたい……）

　そう思ってしまった自分に動どう揺ようして、慌あわてて草の上に目を落とした。

　好意を持っている？　まさか。

　長期間拘こう束そくされていると、相手に対して共感の情が芽生えることがあるという。自分はその状態に陥おちいりかけているのかもしれない。

　早く逃げ出さなければ、きっとどんどん彼に溺おぼれてしまう。

　心臓に汗あせをかくような焦りを感じ、スウェンは急いで自分の部屋に戻った。










　部屋に飛び込むと、スウェンは精霊さんからもらった指環のペンダントをつけた。ナージから贈おくられた指環を外すときに少しだけためらったのは、これをくれたときの愛を乞こうようなナージを思い出したからだ。残された指環を見て、彼が悲しい気持ちにならないかと。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい」

　気にしてやる必要などない、とわざと投げやりに指環をベッドに放ほうり出し、ナージのことを頭から追い出した。

　使用人たちが少なくなる時間を見計らってそっと部屋を抜ぬけ出し、人目を避さけて翼竜のいる場所まで小走りに移動した。

　翼竜は時間によって管理の人間が数を確かく認にんしているが、基本的に広い芝しばの上を自由に歩き回っていて、近づくのは難しくない。

　訓練された動物は、本来見知らぬ人間には懐なつかないものだ。訓練士や主人と認めた者の命令を聞き、それ以外の言葉には従わない。

　城の人間も、スウェンが翼竜を盗んで逃げられると思っていないから、簡単に近づくことを許しているのだろう。

　だがスウェンは治ち癒ゆ師である。

　治癒師の仕事に疎うといエラゴールの民たみには想像できないだろうが、獣けものと心を触れ合わせることができる。特にスウェンはもともと動物と相あい性しようがいい。

　手を合わせ、目を閉じて意識を広場にいる翼竜たちに飛ばした。

（助けて────！）

　何匹かの翼竜が、ぴくりと頭を持ち上げてスウェンを振ふり返る。

　反応してくれた翼竜のうち、いちばんスウェンに近づいてきた一匹の首に手を当てて自分に引き寄せた。

　額同士を合わせるのは、言葉以外の会話をするために心に潜もぐり込むときだ。

　スウェンの意識と、翼竜の意識を繫つなぐ。

　岩山を越えて外に出たいこと、そのために背に乗せてほしいことを切々と訴うつたえた。

　翼竜はためらっているようだ。いつもの人間と違うから、頼たのみを聞いていいかどうか判断しかねている様子である。

　生まれたときから仕込まれた訓練士への忠誠と、自分と意識を交かわせる〝仲間〟の懇こん願がんの間で揺ゆれている。

　スウェンがとても辛つらいから逃げたいのだと嘆たん願がんすると、やがて翼竜は背に乗れと膝ひざを折って体を低くした。

「ありがとう……！」

　鞍くらがないのは心配だが、フェンリルと一いつ緒しよに乗ったときの感覚では、馬より安定していたと思う。しっかり首につかまっていれば、振り落とされることはないだろう。

　背に跨またがると、翼竜は力強く羽ばたいて宙に飛び上がった。

「うわ……」

　想像よりはるかに安定感のない乗り心ごこ地ちに、心臓がひやりとする。

　馬と違って、肩かたから羽を大きくはためかせる翼竜は、背の骨と筋肉がやたらに動く。鞍がなければ大変危険な乗りものだった。

　だが鞍などつけていたら、その間に捕つかまってしまう。この方法しかないのだ。

　眼下で、すぐに誰だれかが気づいて人を呼ぶ声が聞こえた。

　けれど鞍をつけて追いかけてくるまで、そこそこ時間が稼かせげるだろう。岩山を越えたら、姿を隠かくしやすい森の中に下りてもらおう。

　きっと逃げ切れる、と信じたそのとき。

「あれは……？」

　岩山の陰かげから、大おお鷲わしに似た黒い羽を持つ大型の鳥が数羽飛び出してきた。

　鳥は真っ直すぐスウェンの乗った翼竜に向かって飛んでくる。

　みるみる近づいてくる鳥を見て、翼竜は困こん惑わくしたように不安定な羽ばたきをし、体を上下させた。

「なに？」

　急激に揺れがひどくなり、振り落とされそうになって肝きもが冷えた。

　鳥はスウェンと翼竜を囲むと、ギャアギャアと威い嚇かく的な声で鳴いてくる。禿はげた頭部にぎょろりと大きな目玉が飛び出ているのが不ふ吉きつで気味の悪い鳥だ。

　一羽が鋭するどい嘴くちばしを開いたまま細長い首を伸のばし、翼竜の首を抱だくスウェンの手を齧かじろうとした。

　とっさに手を離はなしたが、ガチン！　と嘴を合わせる音にゾッとする。

　手を離さなければ喰くいちぎられていた！

「うそ、どうして……、逃げてっ！」

　この国に来たとき、こんな鳥には襲おそわれなかった。

　急いで翼竜の意識に潜り込み、鳥の情報を探す。見えた映像にザッと血の気が引いた。

　────人喰い鳥！

　翼竜に乗った少女が襲われている画えと、遠巻きに翼竜を眺ながめていた人喰い鳥がなぜか逃げるように去っていく画。

　ハッと気づいたとき、一羽の鳥が真横からスウェンの目を狙ねらって嘴を突つき出した。

　嘴から身を守ろうと、焦あせって翼竜から両手を離したのがまずかった。

「あ……っ！」

　翼よく竜りゆうの背から振り落とされ、宙に投げ出された。




　体に触れるものがなにもない頼たよりなさ。

　風が長い髪かみを巻き上げ、視界に映る空の青さに銀色の糸が踊おどる。




　自分が悲鳴を上げているかもわからないまま落下していき────どさり、と背中に衝しよう撃げきがあった瞬間、死を覚かく悟ごした。

　が。

「────……え？」

　空は相変わらず目の前に広がっている。

　背の下にある地面は温かく、かすかに動いている。

「スウェンさま、起きてください！」

　フェンリルの声が耳に飛び込む。

　声のした方に目をやると、フェンリルを乗せた翼竜がすぐ近くに並んで飛んでいた。

　そしてやっと、自分が竜の背に乗っていることに気づく。

　おそるおそる体を回転してうつぶせてから、両りよう腿ももで竜の背を挟はさんで上体を起こした。見事なあかがね色の鱗うろこが手のひらに触ふれる。

「ナージさま……？」

　翼竜よりも厚さのある大きな翼つばさを持つ優美な神竜は、スウェンを背に乗せたまま空を旋せん回かいしていた。

　隣となりに並ぶフェンリルが、あからさまにホッとした表情をする。

　スウェンがしっかりとつかまったのを確認して、神竜と翼竜は城に向かって羽ばたいた。

　スウェンを乗せた神竜がナージの部屋のバルコニーに着地する。フェンリルの方は城の庭に下りたようだ。

　神竜の背から下りたとき、やっと現実感が襲ってきて脚あしから力が抜けた。もう少しで死ぬところだった。

　バルコニーにへたり込むスウェンの顎あごを、人型に戻もどったナージが荒あら々あらしくつかんで上を向かせる。

「鞍もつけずに翼竜に乗るやつがあるか！」

　火を吐はくような怒ど声せいに身がすくんだ。

　赤い瞳ひとみは怒いかりでぎらぎらと輝かがやき、今にも焼き殺されてしまいそうだ。スウェンが逃にげ出したことで怒り心頭なのだろう。

　勢いのまま、ぐい、と胸むなもとの服をつかんで引き寄せられた。

（殴なぐられる────！）

　とっさに目を瞑つぶり、痛みを覚悟した。

　だが、予想とは裏腹にきつく抱きしめられ、瞠どう目もくした。

「…………無事でよかった」

　絞しぼり出すような声こわ音ねに、胸がどきんと音を立てる。

　スウェンを抱きしめた腕うでは、震ふるえてさえいた。

「ナージさま……」

　痛いほど強く抱きしめてくるナージがスウェンに縋すがりついているようで、自然にその背に腕が伸びた。

「おまえが……、人喰い鳥に襲われて、翼竜から落ちたのを見たときは……、心臓が止まるかと……」

　ぴったりとくっついたナージの心臓が、言葉とは真逆に壊こわれたように早はや鐘がねを打っている。

　あんなに傲ごう慢まんで横暴な男が、スウェンを失うことを恐おそれているのだ。

　決して人目には触れさせないという神竜の姿を晒さらすことも厭いとわず、スウェンを追ってきた。心配させて悪かったと思う気持ちとともに、切ないような感情が浮うかんでくる。放ほうっておけないような、抱きしめて慰なぐさめてやりたいような、この甘苦しい想おもいはなんだろう。

「申し訳ありません……」

「人喰い鳥を寄せつけないために、我われらは笛を使う。人の耳では拾えぬ音だがな。笛がなければ、空を飛ぶのは自殺行こう為いだ」

　翼竜の記き憶おくの中に、逃にげていく人喰い鳥の画があった。あれは笛の音で追い払はらわれた映像だったのだ。襲われていた少女は、体を喰いちぎられていた。

　自分がどんなに危険な真ま似ねをしていたのかを知り、あらためて恐きよう怖ふと申し訳なさが湧わき上がる。

「心配させるな……」

　やっと長く息をついたナージが、愛いとしげにスウェンの髪に頰ほおずりをする。そこでやっと、スウェンはナージが神竜から変化したままの全ぜん裸らであることに気づいた。

　背に回した手が鱗に触れている。

　意識せず、ふと心を弛ゆるめたナージの感情がぶわりとスウェンに流れ込んできた。

　胸が塞ふさがれるような真っ暗な孤こ独どくの中に小さな輝かがやく光────これはスウェンのイメージか。愛いとしさと焦しよう燥そうともどかしさと……、狂くるおしいほど求めながら、大切な光を握にぎり潰つぶさぬかと、大事に大事に、怯おびえるように包み込んで。

　共鳴したスウェンの心が震える。泣きたくなるほど愛しくて切ない、これがナージのスウェンへの想い。

（なぜこんなにわたしのことを……）

　神竜と同じ鱗の凹おう凸とつをそっと指でなぞると、ナージがびくりと体を震わせた。

「……っ！」

　慌あわてて体を離はなしたナージの全身が目に映る。

　うなじ辺りから生えた赤い鱗は、肩と腕、胸もとを覆おおう彫ほり物のようだった。脇わき腹ばらから腰こしにかけても、美しい装そう飾しよくのようにナージを飾かざり立てている。

　ジェニアスが見せびらかしていた赤茶けた鱗とは比べものにならない美び麗れいさだ。

　なのに。

「見るな！」

　背を向けたナージは、おそらく神竜に変化するときに脱ぬぎ落としたであろう服を拾い、急いで体を隠そうとする。

　服を身につけながら、ぽつりとつぶやいた。

「私が怖こわいか……？」

「え？」

　ナージはスウェンに背を向けたまま、苦しげに声を絞り出した。

「逃げたいか。私が醜みにくいから……」

　己おのれを卑ひ下げする言葉に、胸が痛んだ。やはりこの人は、己の姿を恥はじているのだ。

「醜いなどと思ったことはありません」

「噓うそだ！」

　振ふり向いたナージの表情は怒りに彩いろどられていたが、その目は深い悲しみに満ちていた。ナージがスウェンの左手を見て、傷ついたように目を細める。

　ハッとして左手を隠かくしたが、もう遅おそい。

　逃げ出すときに、ナージの指ゆび環わは部屋に置いてきてしまった。

「…………おまえも私を捨てるのか」

　切ない声に、どきりとした。

　おまえも、ということは、他ほかにも誰だれか……？

「私には、おまえしかいないのに……」

　声こそ小さいが、心の奥底から迸ほとばしる寂さびしさが胸を打ち、魂たましいの叫さけびのように聞こえた。

　スウェンしかいない、というナージがまるで泣いて縋っている幼子のようで。

　なぜ。

　彼には大勢の臣下も、きっと家族も一族もいる。

　望めば彼を愛してくれる男女も、いくらでもいるだろう。なのになぜ、スウェンしかいないなどと言う。

　なにもかも持っているはずなのに空くう虚きよな彼になんと声をかけていいかわからず、沈ちん黙もくが続いた。

　やがてナージはスウェンの首に下がったペンダントに目を留めると、表情を険しくした。

「そんなにその指環が大事か」

　どきりとして、指環を隠すために手で握った。

　一歩自分に近づいたナージに、スウェンは後ずさる。

　指環を奪うばわれる、と緊きん張ちようした。

　だがナージは長い間指環を握ったスウェンの手を見つめ、やがて片手で顔を覆った。

「……おまえは私の花はな嫁よめだ。私が贈おくった指環をつけろ」

　くぐもった小さな声で命ずる姿は、いつもの彼より頼たよりなく、守ってやりたくなる衝しよう動どうに駆かられた。

「部屋に戻れ」

　昏くらい孔あなに落ちていくような声で、スウェンに命じた。





＊






　城の裏手には誰もいない小さな森のような場所があって、スウェンはこの城の中で安らげるそこが好きだった。

　張り出した岩の上に腰をかけ、胸いっぱいに緑の匂においを吸い込んで目を閉じる。

　────おまえも私を捨てるのか。

　昨日からその言葉が脳のう裏りに貼はりつき、ずっとスウェンを悩なやませている。

　誰がナージを捨てたというのだろう。あのときの彼の声は絶望に塗まみれ、耳に残って胸が痛くなる。落ち着きたくて、自然にここに足が向いた。

　ここは静かで温かくて、故郷の森を思い出す。

　学舎に入ってから、それこそほとんど休む間もなく勉強と修しゆ行ぎように明け暮れた。卒舎してからは、ひたすら治ち癒ゆ師としての仕事に邁まい進しんした。

　こんなふうにのんびりと、なにもせずに体を休めるのはいつ以来だろう。

　スウェンの体を、祖父も心配していたなと思い出す。

　こうしてゆっくりとした時間を過ごしていると、治癒師としても余よ裕ゆうがなさすぎるのもよくないかもしれないと思う。

　実際、自分はナージ一人癒いやすことができない。一いつ瞬しゆんだけ触ふれた彼の心の孤独が深すぎて、無力さに歯は嚙がみしたくなる。

　さらりと風が流れて、人の気配を運んできた。

　目を開くと、フェンリルがこちらに向かって歩いてくるところだった。

「これはスウェンさま」

　フェンリルはいつもの口こう端たんだけを歪ゆがめる笑い方をした。

　ここで会うのは偶ぐう然ぜんなのか、姿が見えないスウェンを捜さがしに来たのか、表情からは読めなかった。

「私はこの場所が気に入りでしてね。静かでいい。たまに一人になりたいときはここに来るんですよ」

　スウェンの心を読んだように、フェンリルは言った。

「それは知らずに失礼いたしました。ではわたしはお邪じや魔までしょうから、別の場所へ行かせていただきます」

　そう言って立ち上がる。

　つっけんどんだとは思うが、仲よくする気にはなれない。

　フェンリルはなにが楽しいのか、笑いをこらえたような表情でスウェンを引き留める。

「お先にいらっしゃったものを、気になさることはございません。私の顔を見るのが不快なら消えますよ」

　それでは自分が彼の場所を奪うようで居い心ごこ地ちが悪い。

　フェンリルの態度はいつも余裕綽しやく々しやくで、自分がただの駄だ々だっ子のように思えてしまう。

「いいえ、あなたの憩いこいの場なのでしょう？」

「あなたさまこそ」

　このままでは二人とも場を離れてしまいそうで、互たがいに目を見み交かわして数秒沈黙したあと、どちらもがこの場に相手がいることで納なつ得とくした空気になった。

「座らせていただいてもよろしゅうございますか、スウェンさま」

「ご自由に。わたしに許可を求める必要はありません」

　暗に、自分はフェンリルより上の立場ではないと、花嫁だなどと認めないと言ってみる。

　フェンリルは草の上にどっかりと座ると、片かた膝ひざを立てて楽な姿勢を取った。気取らず、大おお袈げ裟さでもない彼のこういうところは好ましい性質なのだけれど。

「城の暮らしは退たい屈くつですかな」

「取りたてて面おも白しろいこともありませんから」

　フェンリルはまた、口に笑いを含ふくむような表情をする。

　スウェンに邪険にされると楽しいらしい。なにが楽しいのかわからないが。

「ではなにかお話でもいたしますか」

　おしゃべりなど、と言いかけたが、ふとナージのことを聞いてみようかと思った。

「フェンリルさんは、ナージさまのことをよくご存じなのでしょうか」

「気になりますか。夫のことを知りたいのはいい傾けい向こうです」

　ナージに興味があると思われて、顔を赤らめる。

「そんなんじゃありません」

「この国でいちばんナージさまのことに詳くわしいのは私でしょうね。片かた腕うでを自じ認にんしておりますが、ナージさまが大だい公こう爵しやくを継つがれた当初は、世話係でも教育係でもありましたから」

　父親のような存在らしい。

「私でお答えできることでしたら、なんなりとお尋たずねください」

　知っていること、ではなく、答えられること、なのだ。

　さすがに用心深いと思いつつ、せっかくだから疑問はすべてぶつけてみようと思った。

「では遠えん慮りよなく。まず、ナージさまはわたしをどこで見み初そめられたのでしょう？」

　まずはそこだ。

　大公爵が公式に国を訪問すれば目立つ。ナージが身分を隠して外国を訪問したときにでも、どこかで会ったか。しかし一度見たら忘れるような人ではない。

「夢の中で口づけた、とおっしゃっていましたよ」

「からかってるんですか」

　夢で逢あったなどと、女性を口説くときの定番の文句ではないか。

　フェンリルは軽く肩かたを竦すくめただけだ。その態度は、肯こう定ていにも否定にも見える。

「わたしは何人目の愛人なんですか。他ほかの夫人方は別の城にいらっしゃるのでしょうね」

「なぜそんなことを思うんです？」

「ナージさまのお立場なら、お世よ継つぎが必要なはず。わたしなどにいくら精を注いでも、お子はできません」

　だから花嫁といっても、愛人の一人にすぎないはずである。

　フェンリルはおかしそうに口もとを歪めてスウェンを見た。

「ああ、そんなことが気になっていたのですね。悋りん気きですか、お可愛かわいらしい」

「違ちがいます！」

「もっとナージさまご自身のことに興味を持っていただけませんか。好物でもお教えいたしましょうか？」

　はぐらかされた上にからかわれ、ムッとする。花嫁らしく夫のために料理でもしろというのか。

「結構です。真ま面じ目めに答えてくださらないなら、これ以上お話しすることはありません」

　立ち上がりかけたスウェンを、フェンリルは手で引き留める仕草をする。

「他に夫人はおりません。あなたさまだけがナージさまの花嫁で正せい妃ひです」

「……今はいなくとも、これから娶めとる予定があるのでしょう？」

　にわかには信じがたい。

「ございませんね。ナージさまのお気が変わらない限りは。変わるとも思えませんが」

　フェンリルは簡単に否定する。

「ではお世継ぎはどうするのですか」

「エラゴールのことは他国にはあまり知られていないから、ご存じないのも無理はありませんね。エラゴールでは代々、もっとも神しん竜りゆうの血を色いろ濃こく継ぎ、神竜に選ばれた者が王位を継ぎます。必ずしも、大公爵のお子である必要はありません」

「選ばれた者……」

　世せ襲しゆうではなく、そのときの大公爵が自分の後こう継けいを決めるのか。

「もちろん大公爵にお子がいる方が血が濃い可能性は高いですから、たくさんの子孫を儲もうけることは推すい奨しようされますが。誰だれも大公爵のなさることに異議を唱えることはできません。大公爵は我われらにとって神なのですから」

　こくりと息を吞のんだ。

　あらためて、エラゴール公国での大公爵の権力と立場を知る。ナージはこの国で、なにをしても許される神なのだ。

　だがますます不思議になる。なぜそんな人が会ったこともないスウェンをそこまで熱ねつ烈れつに求めるのだろう。

　フェンリルは淡たん々たんとした口調で続ける。

「ナージさまは愛情の表し方をご存じないのです。ご両親の愛にも恵めぐまれず、周囲から重圧を押しつけられて運命に翻ほん弄ろうされる中で、唯ゆい一いつ欲しがったのがあなたさま」

「え……」

　自分を欲しがったということより、両親の愛に恵まれなかったという方が気になった。公族であれば、周囲のどろどろとした思おも惑わくはともかく、当然両親からは愛されてきたと思っていたから。

　スウェンの中で、ナージの姿が自然に精せい霊れいさんと重なった。

　スウェンは家庭に恵まれた。

　働き者の両親は〝癒いやし〟の才はないが、穏おだやかでスウェンにやさしかった。スウェンの希望をいちばんに考えてくれ、満足な教育も受けさせてもらえた。

　祖父もスウェンに甘く、そして勉強は愛情を持って厳しく教えてくれた。

　だから余計に、いつも独りで寂さびしそうにしている精霊さんが気になったのかもしれない。愛される安心と喜びを、彼にも知ってほしかった。

「ナージさまのご両親は、あの方を可愛がってくださらなかったのですか」

「少なくとも、私の知る限りではご両親の愛情を受けられたことはございません。だからこそあなたさまに癒しを求めておられるのでしょう」

「では……、もしかして、ナージさまを捨てたというのは……」

　フェンリルはおや、と片かた眉まゆを上げた。

「ナージさまはあなたさまにそんなことをおっしゃいましたか。では隠かくすこともありませんね。お察しの通り、ナージさまは幼少期には、誰からも顧かえりみられない孤こ独どくな生活だったようです」

「そんな……、どうして……」

　生まれたときから愛され大事にされ、なんの不自由もなく育ってきたのだと思っていた。どんなわがままも許されたから、傲ごう岸がんなのだと。

　神と崇あがめられる竜の血を受け継いでいながら、誰にも顧みられなかった孤独は察するに余りある。

　だから今、周囲に対して攻こう撃げき的なほどに己おのれを誇こ示じするのかもしれない。

　何度肌はだを重ねても心の浅い部分さえ覗のぞかせてくれなかった人。あんなにも美しい体を醜みにくいと嘆なげく人。

　なぜスウェンを選んで、強ごう引いんなやり方で手もとに置いたか理由はわからないけれど。

　裸はだかのナージと抱だき合ったときに流れ込んできた彼の孤独の闇やみが深くて苦しくて、自らの想おもいで焼きつくされそうなほどスウェンの愛を求める心が、泣けるくらい痛かった。

　癒してあげたい────。

　突つき上げてくるような想いが、スウェンの薄うすい胸を満たした。










　部屋に戻もどり、机の引き出しから精霊さんにもらった指ゆび環わを取り出す。

　緑色の石は、相変わらず自分を見つめてくれているようだけれど……。

「あなたを忘れたわけじゃありません」

　六年前、目の前で愛いとしい人を失ってから、人を助けたい、癒したいとがむしゃらに力を磨みがいてきた。

　自分の無力さを思い出して泣いた夜はいくらでもある。

「不実だと、怒おこりますか……？」

　想い出の人は、まだ心に残っている。

　でも同じくらいの想いで、ナージを癒したいとも思う。孤独なあの人を、自分だけが癒せるのならば────。

　ナージに出会わなければ、きっと精霊さんを想って一生過ごしただろう。

　ナージがスウェンを求める吐と息いきと肌の熱さに、心が揺ゆさぶられる。強引に奪うばいながら、愛されたがって縋すがってくる手をつかんで安心させたいと思う。

　初はつ恋こいの人も初めての男も、どちらも同じ質量で自分の心を占しめる。

　あのときは間に合わなかったけれど、今、救える人がいるのなら……。
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　自分からナージの部屋を訪おとずれるのは初めてだ。

　スウェンの部屋つきの少年であるルルに頼たのみ、ナージの部屋の扉とびらを守る警備兵に取り次いでもらった。

　ナージの許可を得て彼の部屋に入れたのは、とっくに真夜中を過ぎた時間だった。

「昨日は危ないところを助けていただき、ありがとうございました。動転していてお礼も申し上げず、大変失礼いたしました」

　部屋の中央に立ったナージの前に跪ひざまずき、手をついて深々と頭を下げる。

　こんな時間であっても、彼は肌を覆おおい隠す黒衣を身に纏まとっていた。

「花はな嫁よめを守るのは当然だ。礼などいらぬ。立て」

　素す直なおに立ち上がって正面からナージを見ると、傲ごう慢まんな表情の下に疲つかれたような色がかすかに見えた。

　スウェンがつけている左手の指環に視線を落とし、自じ嘲ちようするように笑った。

「こんな時間に男の部屋に来る意味はわかっているんだろうな」

　スウェンはナージの目を真っ直すぐ見ながら、はっきりと言った。

「そのつもりです」

　ナージがぴくりと頰ほおを震ふるわせる。

　そして訝いぶかしむように顎あごを引いた。

「どういう心境の変化だ。心に想う相手がいるのだろう？」

「わたしの心を犯おかしたときにご覧になったのなら、知っているでしょう。それで、いたらわたしを諦あきらめるんですか」

　ナージは虚きよを衝つかれたように目を見開いた。

　見上げるスウェンの瞳ひとみを探さぐるように見つめ、やがて眼光鋭するどく睨にらみつけてきた。

「逃にがさない。おまえは私のものだ。私を愛せ」

「命令するだけでは、人の心は手に入りません」

「……どうすればいい。どうすればおまえは私を愛してくれる」

　表情は傲慢なのに、言葉はまるで愛され方を知らない大きな子どもだ。愛し、愛されることに飢うえている。

「脱ぬいでください。ぜんぶ」

　スウェンの言葉に、ナージは恐きよう怖ふしたかのように瞳を揺らした。

　ナージがなにか言う前に、言葉を継ついだ。

「肌も心も見せないでは、どうやってわたしにあなたを信用しろというのです。わたしを信用してくれないあなたを、わたしは信用できません。わたしはあなたに心も体もすべてを曝さらけ出しました。まずは体からで構いません。わたしにあなたを理解させてくれませんか」

　傲慢な表情は崩くずさぬまま、けれど内心では怯おびえてさえいるのがわかる。

「おまえを怖こわがらせたくない」

「怖がっているのはあなたの方ではありませんか。そんなにわたしが怖いですか。あなたに比べて、力も立場もないちっぽけなわたしが」

　瞳に力を込める。

　ナージは怒ったように眉を険しくした。

「そんなに醜い体を見たいか」

「醜いなどと思ったことはありません」

「口ではなんとでも言える」

　スウェンはふっと表情を弛ゆるめた。

「だから証明しようというのです。お疑いなら、どうぞいくらでもわたしの心を覗いてくださいませ。わたしは心を隠かくしたりいたしません。それであなたの気が済むなら」

　ナージは視線をスウェンの瞳から胸むなもとに移す。そこに精霊さんからもらった指輪のペンダントはない。

　スウェンはゆったりと腕うでを広げた。

「どうぞ。触ふれてください」

　接せつ触しよくしなければ心は覗けない。

　ナージの手が、スウェンの頰に伸のびる。

　さらりと髪かみをかき分け、肌に触れる直前で止まった。

　スウェンはなにも言わずナージの瞳を見つめている。ナージの目は、指環を塡はめたスウェンの左手に移動した。

　ナージの手が、触れずに離はなれる。

　そしてためらいを振ふり切るように、纏っていた黒衣を脱ぎ捨てた。

　スウェンの目に映ったのは、見事なあかがね色の鱗うろこで華か麗れいに彩いろどられた、完かん璧ぺきに美しい肉体だった。

　ナージが動けば鱗の波がきらきらと輝かがやいて、芸術作品のようだ。

「……きれいです」

　ため息をつきながら、うっとりと言う。

「滑なめらかな肌はだではない、気味が悪いだろう。私の髪は針金のように硬かたく、瞳は不ふ吉きつな血の色だ。おまえのようにたおやかな美しさはどこにもない」

「雄お々おしく荒あら々あらしい美しさがあります。美とはひとつの基準に収まるものではありません。みなあなたを見れば、その力強さに心奪われるでしょう」

「私が欲しい心などおまえだけだ」

　その言い方に笑ってしまった。

　言葉のすべてが、スウェンからの愛を乞こい、嫌きらわれたくなくて必死だ。

　スウェンも着ていた服を脱ぎ落とす。

　ナージがまぶしげに目を細めた。

「おまえは本当に、髪も体も白銀のようだ」

　スウェンは銀色の髪を揺らしながらナージに近づき、真しん珠じゆ色の肌をそっと重ねる。

　抱だきしめたナージの体は、激しい炎ほのおの色に違たがわず熱かった。

　首筋に浮うかぶ、あかがね色の鱗に口づける。

　ナージの体がぴくりと揺れた。気にせず、ゆっくりと鱗の一枚一枚を確かめるように唇くちびるをナージの肌に滑すべらせる。

「きれいです、ナージさま……」

　肩かたにも、胸にも、腰こしにも────しゃがみ込んで、脚あしのつけ根に燃える硬い茂しげみの横の下腹にもキスをした。

　ナージはスウェンの心に侵しん入にゆうしてこない。

　スウェンの動きを、熱に浮かされた瞳で追っている。

「ここにも、鱗が生えているんですね……」

　ナージの男根にも、細かな鱗がびっしりと並んでいた。

　今まで抱かれていても直視したことはなかったから、気づかなかった。どうりでこすられれば火が点ついたように熱く、ごりごりとスウェンの内側を削けずって啼なかせるわけだ。

　男根を手に取ってそこにも口づけると、手の中でびくんと震えた。

　見る間に体積を増し、むくむくと膨ふくれてくる。

　スウェンの動きに感じてくれているのだと思うと嬉うれしくて、ためらいもなく舌を伸ばして雄おす茎くきに並ぶ鱗をなぞった。

「熱い……」

　スウェンの体温よりはるかに熱いそれは、スウェンの中に挿入はいったときの灼しやく熱ねつの快感を思い出させる。淫いん孔こうが、鱗の感触を恋こいしがってひくひくと収縮を始めた。

「スウェン……」

　吐と息いきと共に名を呼ばれ、スウェンの心も熱くなる。愛いとしげに頭を撫なでられ、一気に行こう為いにのめり込んだ。

　見る間に鎌かま首くびをもたげた太い蛇へびのような陰いん茎けいの裏筋を、丁てい寧ねいに舐なめ上げた。

　口淫は初めてでも、男だから感じる場所くらいはわかる。

　太い茎くきを手で扱しごき、重い陰いん囊のうを反対の手の中で転がす。たくましく張り出した雁かり首くびを唇で挟はさみながら、吸ってはくびれごと舐めしゃぶった。　>>>♥

　ぴちゅ、じゅる……、と音が立つたび頭の中が羞しゆう恥ちと興奮で曇くもる。

　頭を撫でていた手が、スウェンの唇が男根の先せん端たんに当たるように導く。求めに応じて、素直に膨れきった先端を口に含ふくんだ。

「ん……」

　潮のような味わいが口中に広がる。

　天を衝く逸いち物もつを咥くわえるには、自分も中腰になって真上から頭を上下するしかない。

　伸びてきたナージの指が、スウェンの胸むな粒つぶをきゅっとつまんだ。

「んんんっ……！」

　興奮で勃たち上がっていたそこは、刺さすような鮮せん烈れつな快感を覚える。

　指の腹で押し潰つぶされたまま上下左右にこねられると、思わず歯を立ててしまった。だがナージは意に介かいさず、執しつ拗ように乳ち首くびを弄いじり回す。

「んあ……、だ、め……、それ……、されると、できない……っ」

　口から男根を取り落とし、ナージの腰に縋すがったまま啼き声を上げた。尻しりが勝手に揺ゆれてしまうのを止められない。

「もういい。私がしてやろう」

「あ……」

　抱き上げられ、やさしくベッドに横たえられた。

　スウェンの銀色の髪がシーツに広がり、ナージがうっとりと目を細める。

「心の中まで白銀だな」

　覗のぞいてもいないのに、ナージはそう言ってスウェンの額に唇を落とす。

　それがとても愛しげで、スウェンの胸がきゅんと疼うずく。

　スウェンに肌を見せて可愛かわいがってくれようとするナージの心の中を、覗いてみたくてたまらなくなった。心までひとつになりたい。

「ナージさま……、お心に触れても……？」

　ナージはためらい、悲しげな瞳ひとみをした。

　まだだ。

　彼はまだ完全にスウェンにすべてを明け渡わたしたわけではない。

　焦あせってはいけない。ナージの心はまだなにかに怯えている。今日は肌を晒さらしてくれた、それだけで満足だ。

　ナージがスウェンの心を覗こうとしないのも、信しん頼らいを重ねていこうとしてくれている証あかしだ。

「心を明け渡さない私を信用できないか？」

　不安げに尋たずねてくるナージに、ほほ笑えみながら首を横に振った。

「いいえ、わたしが焦り過ぎました。普ふ通つうの人間同士なら、一足飛びに心を暴あばき合ったりしませんね。愛は育はぐくむものです」

「愛……」

　刻み込むようにつぶやいたナージの頰ほおを、両手で包んだ。

「愛してくれるか？」

　────愛してくれるか……？　私が何者でも……。

　かつて緑の瞳を持った人から尋ねられたのと同じ言葉が、胸の奥で重なった。裏切りのはずなのに、なぜか目の前の男が同じ瞳で懇こん願がんしているように思えて倍も愛しくなる。

　スウェンの返事を待たず、ナージの唇でしっとりと塞ふさがれた。

　濡ぬれた舌が唇を割って侵入してくるのを、素す直なおに受け入れる。自らもナージの首をかき抱いだき、舌をからませた。

「ふ……、ん……」

　指先に触れる鱗の感触が温かくて愛しくて、飽あきずに撫でる。

　そうされるとナージも心ここ地ちいいようで、夢中になってキスを深めた。

　ナージは名残なごり惜おしげにスウェンの唇を嚙かむと、さっき弄られて色の変わったスウェンの乳首を口に含む。

「は……っ、ぁ……」

　唇で覆おおわれてやさしく吸い出され、自然に背が浮く。

　反対の乳首は指で可愛がられ、腰をくねらせた。

　ナージの指と唇が、愛おしげにスウェンの体の線を確かめながら下りて行く。涙なみだを零こぼす花茎の先端に口づけられたとき、小さな嬌きよう声せいが上がった。

「ああっ……！」

「おまえのここは、甘く、愛らしい」

　言いながら、花の蜜みつでも啜すするように唇を窄すぼめて吸い上げる。

　きゅうん、とした快感が溢あふれて、思わずナージの髪かみをきつくつかんだ。

　鋼はがねのような髪の感触が、たくましい男が自分のものを味わっているのだと実感させて、余計興奮を煽あおる。

　わざと音を立てて、じゅるっ、ぞぞ……、と唇で扱かれれば、いやらしくて頭の中まで薄うす紅べにの霧きりで覆い尽つくされた。

　特に深く吞のみ込まれたまま、狭せまいのど奥で亀き頭とうの膨らみを締しめつけられるのが、頭がおかしくなるほどいい。

「ああ、ん、ぁ……、いい……、それ……、ああ……、すき、そこ……」

　ぴく、と一いつ瞬しゆん動きを止めたナージが、一いつ旦たん口からスウェンの雄おすを取り出し、熱っぽい仕草で茎に口づけた。

「好きか……？」

　嬉しそうに聞こえる声で。

　再び奥深く吞み込まれ、スウェンは絶頂感にからめ捕とられる。

「ああっ、あ、あ、あ……、すご、い、ぁぁ、きもち、いい……っ、だめぇ……っ！」

　だめだ、だめだと思っても、たまらず腰こしを上下に振ふりたててしまう。

　ナージののど奥を突つく形になって、自分がひどく傲ごう慢まんで自分勝手な性交を強しいている気になった。

「ごめんなさいっ……、ナージさま、ごめんなさい……！」

　あまりのよさと罪悪感に啜り泣きながら、謝罪が口を衝いて出る。

　でもいい。

　すごく気持ちいい。

　こんな快感に正気を保つなんて不可能だ。

「可愛い……、スウェン……、もっと私に感じろ。おまえの精を……、私に……」

　ナージは射精を促うながす動きで茎を扱き立て、唾だ液えきをからめてぐちゃぐちゃに濡らした先端をきつく吸い上げた。

「あ、ああああああぁぁぁ────…………っ、っ、っ！」

　視界に真っ白な光が弾はじけた。

　腰奥から生命の源が溢れ出し、ナージの口に吸いこまれていく。

　すべて吸い出され、ごくりとのどを鳴らしてナージに飲み込まれた音が聞こえたとき、気が遠くなるほど感じた。

「おまえの生命は温かく、美味だ」

　口もとを拭ぬぐったナージの色いろ香かは、目め眩まいがするほどだった。

「ん……」

　ナージは弛し緩かんしたスウェンの脚あしを持ち上げ、膝ひざが胸につくほど体を折り曲げる。

　快楽の余よ韻いんで頭が霞かすむ中でも、腿ももの裏をしっかりと押さえられて脚を開かせられ、欲しがる後こう蕾らいがナージに丸見えの姿勢を取らされるのは恥はずかしい。

　触ふれられてもいないのに、淫いん孔こうがひくひくと震ふるえて口を開いているのがわかる。

　昂たかぶりきったナージの雄を宛あてがわれると、くちゅん、と濡れた音がした。

「あ……、なんで……」

　ナージの先走りだけではない。

　スウェンの双そう丘きゆうの狭はざ間まを、自らの淫孔から溢れた粘ねん液えきが尾びてい骨こつまで垂れ流れている。

　ナージは嬉うれしそうに硬かたい先せん端たんで濡れた孔あなの上を往復した。

「濡れているのがわかるだろう？　おまえは神しん竜りゆうの血を飲んだ。夫に反応して蜜を零こぼす体になったんだ」

「う……そ、あ、ああっ……！」

　灼しやく熱ねつの楔くさびがスウェンの穿せん孔こうに潜もぐり込む。

　知ってしまえば、鱗うろこの凹おう凸とつが敏びん感かんな肉にく襞ひだをぞぞぞとこすっていく感かん触しよくがわかり、特とく殊しゆな快感に肌はだが粟あわ立だった。

「ああ……、うろこ、が……」

　孔までは見えないものの、自分の中に姿を消していく長大な鱗つきの陽物の姿ははっきり見える。

（あれが……、自分の中に……）

　身の内をかき分けていく熱ねつ塊かいを、ナージのために作り変えられた媚び肉にくが嬉き々きとして吞み込んでいく。

　最奥まで収めきったとき、男の硬い下腹の毛が尻に当たった。

　肌を触れ合わせている────。

　実感して、嬉し涙が盛り上がった。布になど隔へだてられていない、生身のナージだ。あれほどいやがった肌を、スウェンに晒さらしてくれている。

「スウェン？　どうした、苦しいか？　それとも、鱗つきなのを見てしまったから怖こわいか？」

　まなじりから涙を伝わせるスウェンに、ナージが戸と惑まどった声で尋ねる。

　慰なぐさめようと髪を撫なでる手がやさしい。

　スウェンは涙を零しながら、首を横に振った。

「嬉しくて……」

　豪ごう胆たんな顔立ちに心配げな表情が浮うかんでいるのが愛いとおしくなって、自然にほほ笑みが浮かんだ。

「嬉しい？」

「あなたが……、服を脱ぬいでわたしを抱だいてくれているのが……」

　ナージは困ったように眉まゆを寄せた。

「すまなかった。異形よりはましだろうと……、余計に傷つけていたか」

　スウェンは腕うでを伸のばしてナージの頰を撫で、その手で首筋から肩かたの鱗を丁てい寧ねいになぞっていった。

　鱗を撫で下ろしていくと、鴇とき色いろの胸むな粒つぶが芽め吹ぶいていた。

　ちょうど鱗との境目辺りにあるそれに、指先でやさしく触れる。

「……っ」

　ぴくんと体を揺ゆらしたナージの目が細まる。スウェンの中の男根がかすかに大きくなった。

　自分がされたように、指の腹で押し潰つぶし、つまんでこね、ほんの少し爪つめを立てる。

　ナージの唇くちびるが震え、埋うずめた男根を揺り動かされてスウェンも熱い息を漏もらした。

「心ここ地ちいいですか……？」

　ナージは熱を孕はらんだ瞳ひとみでスウェンを見下ろす。

「おまえがしてくれることならなんでも」

　身を隠かくす黒衣を脱ぎ捨てたナージの言葉は、やたらに甘い。スウェンの胸も甘く疼うずいてしまう。

　唇が欲しくなって、ナージの頰ほおに手を添そえて自分に引き寄せた。

　前ぜん傾けいしたナージの唇が重なる。

「んぅ……」

　腰から下がすべて持ち上がり、ナージの上じよう腕わんに腿を押されて膝が肩につきそうなほどの体勢は辛つらい。

　でも苦しいぶんだけ、裸はだかの肌が密着するのが嬉しかった。

　口づけに酔よわされながら、直接脈打つ心臓の鼓こ動どうを感じる幸せ。

　ナージがゆったりと腰を回せば、蕩とろけるような快感が腰奥から湧わき上がった。

「は、ぁ……、ナージさま……」

「スウェン……、おまえの中は、温かい……」

　唇を貪むさぼりながら、熱い吐と息いきが交じり合う。

　ナージが心の奥底から迸ほとばしったような声で、愛を乞こうた。

「私を愛してくれ……！」

　愛を欲しがる大きな子どものように。

　まだ愛しているとは言えないけれど。

「愛したいです……」

　ナージはぎゅっとスウェンを抱きしめると、たまらなくなったように激しく最奥を穿うがった。

「あああああっ……！」

　重い衝しよう撃げきで抉えぐり抜ぬかれる体が、壊こわれた人形のように揺さぶられた。

「ああっ……！　あああっ、あ──っ、ああぁ……！」

「愛している……！　愛しているんだ、スウェン……！　私のものになれ！　私を愛せ！」

　荒あら々あらしい抽ちゆう挿そうに翻ほん弄ろうされ、涙なみだを散らしながら快楽の叫さけびを上げた。

　愛している、愛してくれと何度も繰くり返す声を耳にしながら、スウェンの意識は法ほう悦えつの奔ほん流りゆうに吞のみ込まれていった。
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「スウェン、体が冷えるといけない。これを着ろ」

　春とはいえ、まだ思い出したように冷える日もある。

　ナージから差し出された薄うす手でだがやわらかく質のいい外がい套とうを身につけ、手を引かれて二人乗りの翼よく竜りゆうの背に跨またがる。

　ナージが花を見に連れて行ってくれるというので、昨日から浮かれていた。

　背後からしっかりとナージに支えられ、飛び立つ翼竜に安心して体を預けている。

　翼竜が飛び立つとスウェンの髪かみが風に舞まい上がり、ナージの顔にかかってしまう。

「すみません、髪を結んでくればよかったですね」

　ナージは笑いながら、

「おまえの髪は好きだ」

　髪の間から、首筋に口づける。

　肩ごしに振ふり向き、乱れる髪の合間を縫ぬって唇を合わせた。

　髪が唇の間に入ってしまって、上手にキスができない。二人で目を見み交かわし、おかしくなって笑った。

　森の手前で翼竜から下りる。

「花の中に着地してもいいが、花が潰れてしまうからな」

　ナージは翼竜から下りるときに取ったスウェンの手を握にぎったまま、森へ向かって歩き出す。

　こんなふうに手をつないで歩くと、心臓まで浮かれた調子で鳴っているみたいだ。

　ナージがスウェンの目に肌を晒してくれるようになってから、日ごとに彼に惹ひかれていく気持ちを自覚する。

　毎夜スウェンを情熱的に抱き、激しい快楽の余よ韻いんで眠ねむりに落ちるスウェンの髪を撫でながら、朝まで同じベッドで過ごす。

　スウェンより眠りの浅い彼は、いつもスウェンより後に眠って、朝は先に目を覚ましているけれど。

　朝の光の中で穏おだやかにほほ笑えみながら、「おはよう」とキスしてくれると嬉しくなる。

　自分もキスを返し、そのまままた愛欲に溺おぼれることもしばしばだ。

「ほら、ここを抜ければ目的の場所だ」

　ナージが指差す前方の木々の間から、鮮あざやかな青が見え隠れしている。

　どきどきしながら早足で森を抜け、目の前に広がった光景に息をするのも忘れて呆ぼう然ぜんと見入った。

「わ……ぁ……」

　なだらかに続く丘おかの向こうまで、一面に小さな青い花が咲さき乱れている。

　絨じゆう毯たんのように地を覆おおい、遠く空の青と交じり合う夢のような景色を眺ながめていると、自然と涙が零こぼれていた。

　美しくて、美しくて、他ほかになにも言葉が浮かばない。

　世の中にこんな景色があるなんて。

「どうした？」

　地平を見つめながら涙を流すスウェンを見て、ナージが心配そうに顔を覗のぞき込む。

　スウェンは夢から醒さめたように涙を拭ふき、ほほ笑んだ。

「なんでも……。ただ、感動してしまって……。ありがとうございます、こんな素す晴ばらしい場所に連れてきてくれて」

　ナージがホッと息をつく。

　スウェンの一挙一動に気を揉もむ姿は、初めて会った頃ころのナージからは想像もつかない。野生の竜に懐なつかれたような気持ちだ。

　二人で青い花の中を駆かけ回り、花びらに口づけ、甘い芳ほう香こうを楽しんだ。

　ひとしきり動き回って堪たん能のうすると、外套を着ているのは暑くなって、脱いで木こ陰かげに腰こしを下ろした。

　持ってきたバスケットから、ニシンのパイを取り出す。パイはナージの希望でスウェンが手作りした。

　ひと口齧かじったナージが、

「やっぱりおまえが作ったのがいちばん美味うまい」

　と幸せそうに目を細めた。

　とくん、と心臓が鳴る。

　まったく似ていないのに、ナージを見ていると言葉や行動の端はし々ばしでふと精せい霊れいさんを思い出すことがある。

　聞いてしまったナージの幼い頃の境きよう遇ぐうが、精霊さんと被かぶるせいだろうか。

　それでも、ナージと会う前までは精霊さんを思い出すと切なく胸が疼いて泣きたくなることも多かったが、今は穏やかな気持ちで思い返せる。

　自分の心に占しめるナージの割合が、どんどん大きくなっているのを感じる。

　精霊さんは今でもスウェンの胸の中に、宝石のようなきらめきを持って輝かがやいている。でも同時に、ナージの輝きが大きく、強さを増していく。

　スウェンを見てはにかんだような笑みを浮うかべたナージに、突とつ然ぜん「これは新しい恋こいなのだ」と、すとんと納なつ得とくした。

「え……？」

　あまりにも自然に恋れん愛あい感情が融とけ込んでいて、なぜ今まで気づかなかったと不思議になる。

「なにかあったか？」

　思わず声を出したスウェンに訝いぶかしんだナージの顔を見ていると、胸の奥からこぽこぽと温かいものが湧き上がってくる。

「いえ……、あなたが好きだなと思って……」

　ナージの目が、大きく見開かれた。

　口から出てしまった言葉に、スウェンも驚おどろいた。

「……もう一度言ってくれ」

　乞われ、今度はナージの目を見てはっきり言った。

「あなたが好きです」

　ナージはくしゃりと顔を歪ゆがめると、スウェンを抱き寄せた。

　見上げて視線をからめ、引き寄せ合った唇くちびるを重ねる。

「ナージさま……」

　新しい恋は、以前の恋を押し潰つぶしてしまうものかと思っていた。

　あの美しい人を忘れて、目の前の人に塗ぬり替かえられてしまうものなのかと。

　でも違ちがった。

　初恋の輝きはそのままに、新しい輝きが心の中で重なる。愛は増えていくものなのだと、初めて知った。

「スウェン……」

　すぐに割って入ってきた舌を自分の舌先で舐なめ返すと、ナージの手が性急にスウェンの服の下に忍しのんできた。

　その手をやんわり握って押し戻もどす。

「ん……、だめ、です……、ここじゃ……」

　ナージはねだるように耳みみ朶たぶに唇を押しつけて囁ささやく。

「外ではいやか？」

　耳みみ孔あなに息を吹ふき込まれると、慣らされた体は簡単に快感の痺しびれを生んだ。

　スウェンはむずかるように頭かぶりを振り、ナージから体を離はなす。

　口に出すのも恥はずかしいけれど……。

「か、帰りに……、翼竜に乗るときに、その……、体、が…………」

　行こう為いのあとに馬や翼よく竜りゆうに乗れば、その振しん動どうが淫みだらな快楽の名残なごりに火ほ照てる体に与あたえる恥ずかしい影えい響きようは想像に難かたくない。

　ナージは薄うすく笑うと、真っ赤に染まったスウェンの頰ほおに口づけた。

「愛らしいな、そんなことを気にしているとは。私は翼竜の背で交わっても構わぬくらいなのに」

「……意地悪しないでください」

　ナージはスウェンを心から愛いとしげに見つめると、ごろりと寝ね転ころがって膝ひざの上に頭を乗せた。

「おまえがいやがることはしない」

　下から見上げられ、いつもと違う角度で見るナージを新しん鮮せんに思った。

　甘えているようにすら見える。

　今なら心に触ふれさせてくれるかもしれない。

　そろりと心の手を伸のばしかけ、触れる手前で止めた。

（相手のすべてを知らなければいけないわけじゃない）

　誰だれしも触れられたくないことはある。

　もしも彼がスウェンの力を必要とするなら、そのときは全力を傾かたむけよう。ただ自分が納得したいために見たがるのは傲ごう慢まんだ。

　ナージの前まえ髪がみを左手でそっと撫なでると、その手を取られた。そして薬指に塡はまった指ゆび環わをじっと眺める。

「もう想おもい人のことはいいのか？」

「え」

　どこか寂さびしそうにも聞こえる声に、どきりとした。

　指環ごしに、ナージがスウェンを窺うかがう。その目が、喜んでいるというよりは寂しげにも悲しげにも見えて、胸がざわついた。

「どうして……、そんなことを聞くのですか」

　不安なのだろうか。

「お疑いなら、いつでもわたしの心を覗いてくださって構いません」

「二度とそんなことはしない」

　目を閉じると、口こう端たんを笑みの形につり上げた。

「おまえが今、愛しているのは私だな？」

　一字一字、確かく認にんするようにゆっくりと尋たずねる。

「はい。あなたを愛しています」

　ナージはスウェンの手を引き寄せると、指環に口づけた。

「私のものだ……、スウェン……」

　自分に言い聞かせるようにつぶやいた。

　眠ねむってしまったのかと思うほど長い時間が流れ、やがてナージはまつ毛を上げた。

　血色の赤い瞳ひとみが、スウェンを見ている。

「おまえから口づけてくれ」

　膝ひざ枕まくらをしながらの口づけは不器用な形だったけれど、上下の唇を逆向きに啄ついばんだ。

　ほほ笑えんだナージの口もとは、嬉うれしそうにも寂しそうにも見えた。
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　城に戻ると、スウェンは机の引き出しから精霊さんの指環を取り出した。

　手に取ればやはり温かく甘い想いがこみ上げてくる宝物だけれど、ナージの気持ちを考えれば、いつまでもこれを持っているわけにはいかない。

「どうしよう……」

　捨てるなんて言語道断だ。

　かといって、いくら大事なものとはいえ他ほかの男からもらった指環を持ち続けるのはいかにも不誠実に思う。

　考えに考え、やっと、精霊さんの側そばに埋うめようと決めた。

　精霊さんとの想い出は、形などなくとも心にそっとしまっておけばいい。折しも、精霊さんが亡なくなった日が近づいている。毎年、命日には彼のところを訪おとずれている。

　彼に指環を返し、新しい恋を伝えよう。

　精せい霊れいさんは怒おこり、悲しむかもしれない。けれど彼のことは家族と同じくらい大切だから、うやむやにしたくない。わかってくれるなどと図ずう々ずうしいことは望まないけれど、自分なりのけじめだ。

　そして神竜の治ち癒ゆをするためにとエラゴールに来たけれど、実際は軟なん禁きん状態で祖父と連れん絡らくも取れなかった。心配していないといいけれど。

「ナージさまに相談して、まずは一いつ旦たん故郷に戻らせてもらおう」

　精霊さんに指環を返し、家族にナージと婚こん姻いんしたことを話し、今まで世話になった人々に挨あい拶さつをする。

　誰にでも手を差し伸べられる治癒師として身軽に動くため、どこの貴族とも契けい約やくはしていなかったから、仕事的に支障はない。

　これからは、できればエラゴールで治癒師として働けるよう、ナージにお願いしてみるつもりだ。そしてナージを助けたい。

　やりたいこと、自分の進むべき道が見えてきて、心が明るくなった。

　早さつ速そく今晩、ナージに話をしてみよう。










　夜もとっぷりと更ふけた頃ころ、ナージはスウェンの部屋を訪れた。

　ナージは会うなりいつも激しくスウェンを求め、自分もナージの熱に翻ほん弄ろうされて愛される悦よろこびを何度も味わう。

　ひとしきり互たがいの汗あせに塗まみれ、ナージのたくましい腕うでに抱だかれたままうっとりと美しい鱗うろこを指でなぞった。

「ナージさま、ご相談があるのですが」

「なんだ」

　ナージはやさしくスウェンの髪かみを梳すきながら、額に唇を落とす。

「一度、いろいろな処理をしに、国に帰りたいのです」

　とたん、ナージから発する空気が氷のように冷たくなる。

「ならぬ」

　ひと言で却きや下つかされ、スウェンの心がぎしりと軋きしんだ。

「どうしてです」

　肘ひじをついて上体を起こし、あからさまに不ふ機き嫌げんを纏まとったナージの顔を見る。

「この城を出ることは許さぬ」

　有う無むを言わせぬ命令に、スウェンの胸に怒りがむくむくと湧わく。

　たしかに最初に、ナージを拒こばむことと国に帰ることは許さないと言われた。でもそれは一方的に言い渡わたされただけであって、スウェンが納なつ得とくしたわけではない。

　しかも、想いは通じ合ったと思ったのに、まだスウェンがナージを裏切ると思っているのか。逃にげ出して、帰って来ないとでも？

「わたしが信用なりませんか」

　怒りの滲にじむ声で、ナージを睨にらみつけて言う。

　先ほどまでの甘やかな空気は霧む散さんし、ぴりぴりとした緊きん張ちようが二人の間に漂ただよっている。

「今はだめだ」

「いつならいいのです」

「私がいいと思ったときだ」

「それはいったい何年後の話なんですか！」

　カッとして、スウェンらしからぬ大きな声で問い詰つめる。

　ナージも上体を起こし、正面から睨みあった。

「なぜ帰りたい」

「言ったでしょう、いろいろな処理をしにです。わたしにだって家族がいます。心配しているかもしれません。挨拶くらい、してもいいではありませんか」

「では家族をここへ連れて来てやる。それでいいだろう」

　あまりに横暴な言いぐさに、つい口が滑すべった。

「指ゆび環わだって……！」

「指環？」

　ねめつけられ、ハッとして視線を泳がせた。

　ナージに言うつもりではなかった。いい気分はしないだろうから。

　視線で問い詰められ、仕方なく口を開いた。

「指環を……、返そうとも思ったのです。あなたといる以上、いつまでも持っているわけにいきませんから……」

　ナージは冷たく鼻を鳴らした。

「私に黙だまって昔の男に会いに行くつもりだったか」

「墓参りです！　わたしの心と契ちぎったことがあるならおわかりでしょう？」

　神しん竜りゆうの姿のときに、スウェンの心の深層まで入り込んだ。

　スウェンのほとんどすべて、ナージにはわかってしまったはずである。

　大事な想い出もなにもかも、自分は彼に明け渡してあるというのに。

「ああ、故人だろうな。だがあのときのおまえの心の中には、それは大きくあの男が住んでいたぞ。私など入る余地はないほどにな」

「それはあのときの話でしょう！　人の心は動きます！」

「目の前に見える顔がないから気持ちが揺ゆらぐか。ならば国に帰り私の顔を見なくなったら、私のことも忘れるのだろうな」

　まるでナージに心奪うばわれたことを責められているようだ。

　なぜ当事者である彼に。

「……わたしが浮ふ薄はくだとおっしゃりたいのですか」

　決して軽々しい気持ちでナージに乗り換かえたわけではない。

　スウェンを焦こがすほどの情熱で、求められたからだ。

「あなたにそんなふうに思われているとは、知りませんでした……」

　蔑さげすんでいたのか、心の中で。

　所しよ詮せんは治癒師風ふ情ぜいが、大だい公こう爵しやくに望まれて簡単に想おもいを翻ひるがえしたと。

　胸の奥が切り裂さかれたように痛んで、ナージからもらった指環をつけた左手を心臓の前で握にぎり、反対の手でぎゅっと包み込んだ。

　そうしないと、震ふるえてしまって仕方ないから。

「ちが……、私は……」

　一いつ瞬しゆんうろたえたようなナージは、すぐに唇くちびるを引き結んで横を向いた。

　そしてベッドから出ると、引き出しを開けて緑の石のついた指環を取り出す。

「私が処分しておいてやる」

「返してください！」

　慌あわてて飛びつこうとするが、ナージのひと睨みでスウェンの体はぴたりと動きを止めた。

「う……」

　久々に魔ま力りよくで体の自由を奪われ、屈くつ辱じよくに震えた。

　どちらにしろ手放すつもりの指環でも、精霊さんだと思って大事にしてきた宝物だ。きちんと礼を言って土に埋めたい。

　ごみのように捨てられていいものではないのだ。

「返して、ください……」

　ナージの瞳ひとみがぎらりと光った。

「いい加減、他ほかの男のことは忘れろ」

　指環を取り上げたナージが大おお股またで部屋を出て行ってからすぐ、ナージの体はベッドの上に頽くずおれた。

「どうして……」

　こんなふうになってしまうんだろう。

　ただ、ナージとの関係をきちんと進めたいだけなのに。

　自分のやり方はどこか間ま違ちがっていたのだろうかと、深くため息をついた。
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　城の小さな森の中で、スウェンはじっと緑を見つめて座っていた。

　ナージに精せい霊れいさんの指環を取り上げられてから数日になるが、一度も顔を合わせていない。

　あの指環は捨てられてしまったのだろうと思うと、胸が重く塞ふさがれる心ここ地ちがした。ナージを愛していることに変わりはないけれど、自分から歩み寄る気になれないでいる。

　さくさくと草を踏ふみ分ける音が聞こえ、フェンリルかと思って振ふり向くと、いつかスウェンの部屋に入ってきたナージの遠とお縁えん、ジェニアスだった。

　体を隠かくす布の面積を最小限に抑おさえ、赤茶けた鱗を見せびらかしている。

「相変わらずお美しい、スウェンさま。ご機嫌うるわしゅう」

　爬は虫ちゆう類るいが舐なめ回すような視線にゾッとする。

　あまり相手をしたい人物ではない。

　立ち上がって控ひかえめに会え釈しやくだけすると、この場から逃げ出すようにジェニアスの横を通って城に戻もどろうとした。

「おっと、お待ちください。あなたさまに会いたいというお方がいらっしゃるのです」

「え？」

　スウェンに会いたい人？

　ジェニアスは周囲を見回して人がいないのを確かく認にんすると、スウェンに一歩近づいて声を忍しのばせた。

「あなたさまのおじいさまが、大層ご心配されていらっしゃいます」

「おじいさまが？」

　驚おどろいて思わず声が高くなったスウェンに、ジェニアスはしっと唇の前で指を立てた。

「なんでも、スウェンさまは神竜の治ち癒ゆにエラゴールに行かれて、その後一向にご連れん絡らくもないとか。おじいさまからのお手紙も届いているかわからないとのこと」

「手紙……。いただいていません」

「そうでしょう」

　ジェニアスはいかめしい顔で頷うなずいた。

「ナージさまが握り潰つぶしておられるのですよ。あなたさまをここに閉じ込めたくて」

　じわり、と胸にナージへの不信感が広がった。

　ナージは騙だますようにしてスウェンをエラゴールへ呼び寄せた。力ずくで体を奪い、花はな嫁よめにされた。

　その後は自分も彼に好意を持ったけれども、今もこうして軟なん禁きん状態は続いている。

「あなたさまの境きよう遇ぐうがあまりに不ふ憫びんなので、差し出がましいと思いましたが、私があなたさまのおじいさまに連絡を取りました。エラゴール大公爵の花嫁になったと聞いて、とても驚いておられましたよ」

　家族に心配をかけていると聞き、気持ちが焦あせった。

　そんなことにならないよう、自分が家族に説明に行きたいのに。ナージはそれを許してくれない。

「もちろん、あなたさまがナージさまの花嫁であることを受け入れられているのは存じております。ですが、ご家族がそれを聞いて信用なさるかどうか……」

　たしかに、顔も見せないではスウェンが納なつ得とくして花嫁になったなどと思わないだろう。

　それどころか、悪くすれば生死すら危あやぶんでいるかもしれない。

「一度ご家族さまにきちんと事情を説明して、安心してもらわれてはいかがですかな？」

「そうしたいのはやまやまなのですが……」

　表情を曇くもらせたスウェンに、ジェニアスはしたり顔で頷いた。

「わかっております。ナージさまがお許しにならないのですね。私がお力になりましょう」

「ジェニアスさまが？」

「実は、おじいさまはもうこちらに向かっていらっしゃいます。明日にもエラゴールの国境に着くでしょう。中に入るのはいささか難しいですから、岩山の外でお待ちいただくことになっておりますが」

　祖父がスウェンを心配して、エラゴールまで来ている。

　それならば会いたいが、ナージは祖父からの手紙を握り潰しているらしい。もし祖父が来たと聞いたら、警けい戒かいして会わせてもらえないのではないか。

　ジェニアスはスウェンの心配を読んで、両手を広げた。

「ご心配はよーくわかります、スウェンさま。私にお任せください。私が翼よく竜りゆうを用意しましょう。それに乗って、国境まで連れて行って差し上げます。なに、私の息のかかった国境警備兵も少しはおります。岩山の向こうに着地して、おじいさまとご対面なさればよろしい。ほんの数分でも、お顔を見てお話しされれば、ご安心なさるでしょう」

　ジェニアスの言うことはもっともだ。

　国境までは翼竜なら一時間程度。時間を見計らえば、誰だれにも見とがめられずに充じゆう分ぶん往復して戻って来られる。

　それで祖父を安心させてあげられるなら……。

「……どうしてジェニアスさまは、わたしにそこまでしてくださるのですか」

「実は、私にもあなたさまくらいの娘むすめがおりましてね。大層美しい子でしたので、近きん隣りんの国の貴族にぜひにと求められて、嫁とつがせました。ところが、他国に馴な染じめなかったのでしょうな。心を病やんで、自ら命を絶ってしまいました」

「お気の毒に……」

　ジェニアスは悲ひ愴そうな顔で頭かぶりを振った。

「それから、どうにも他国からの花嫁という存在が気になってしまって。せめて自分の手の届く範はん囲いでなにか手助けして差し上げられたらと……」

　見た目より、とても親切な人だったらしい。

　しかし、どうにも違い和わ感かんが拭ぬぐえない。治癒師としてたくさんの人を見てきた勘かんが、手放しで信用してはならないと告げている気がする。

　肌はだに触ふれて心を覗のぞけばはっきりとわかるが、勝手にそれをすることは治癒師にも禁じられている。相手の同意なく心の内に入る力を使っていいのは人を救うとき、緊きん急きゆう時のみに限られる。

「では、明日お迎むかえに上がってもよろしいですな？」

　ジェニアスは探さぐるように下からスウェンを見た。

　彼が完全に信用はできない、というのもあるが……。

「申し訳ありません。わたしはやはり夫の許可なく勝手な行動はできません」

　ナージを裏切りたくない。

　彼はまだスウェンに心を預けきってくれていないということを、指ゆび環わを取り上げられたときに実感した。

　ならば、信用してもらえるまで行動で表すべきだ。

　ジェニアスは難しい顔で眉まゆを寄せた。

「おじいさまのお気持ちはよろしいのですか。心配が膨ふくれますぞ」

「では、手紙を書きます。届けていただけませんか」

「しかし、手紙など、無理やり書かされたかもと疑われるのでは……」

「ジェニアスさまから、わたしが心からナージさまのお側そばにいることを望んでいるとお伝えくださいませ。そうすれば、手紙だけより信用していただけるかと」

「う……、む……」

　ジェニアスはなぜか渋しぶる素そ振ぶりを見せた。

　そのとき。

「ジェニアスさま、こちらにおいででしたか。どちらに行かれたかと、従者が捜さがしておりましたよ」

　空気を響ひびかせるような声で、フェンリルが姿を現した。

　いつもの笑えみを浮うかべながら、大おお股またでこちらに歩いてくる。

　ジェニアスはこめかみに浮かんだ汗あせを拭ふきながら、フェンリルを睨にらみつけた。

「どこにいようが私の勝手だろうが、フェンリル。それともなにか、大だい公こう爵しやくに次ぐ爵位である私が、どこへ行くにも従者にいちいち報告せねばならぬと？」

「とんでもない。尊いジェニアスさまの御おん身みになにか危険があったら大事ですから、みな心配しているだけです」

　白々しいほどの言葉に、ジェニアスはふんと鼻を鳴らす。

「では、スウェンさま。お話楽しゅうございました。またこの老いぼれとお話ししてやってくださいませ」

　ジェニアスは汗を拭き拭き去っていく。ジェニアスの姿が見えなくなってから、フェンリルはスウェンに向き直った。

「ジェニアスさまとどんなお話をされていたのですか」

「別に……、世間話です」

　まさか祖父との密会の打だ診しんをされていたとは言えない。それに断ったから問題はないはずだ。

　フェンリルは表情を変えぬままスウェンを見たが、それ以上尋たずねなかった。










　スウェンは一日考えてしたためた手紙を読み返し、小さく息をついた。

　祖父に宛あてて書いた内容は、病気の竜とは実は大公爵本人だったこと。その大公爵に望まれ、自分も彼を愛して花嫁として側に残る決意をしたこと。

　すべては自分の意思で、決して無む理り強じいされているわけではない。今は落ち着かず顔を合わせることは叶かなわないが、いずれ折を見て挨あい拶さつに行くから、家族にもそのように伝えてほしいということなどだ。

　なんの心配もいらないと強調し、家族への愛の言葉で手紙を結んだ。

　本当は、精せい霊れいさんの指環があったら一いつ緒しよに渡わたして埋うめてもらいたかった。スウェンが自分自身の手で指環を返すことをナージがそこまでいやがっているなら、信しん頼らいできる祖父に任せても構わない。だが指環は今、スウェンの手もとにないから仕方がない。

　手紙を丸めて紐ひもで綴とじ、ジェニアスが来たら渡そうと机の上に置いたとき、ルルが控ひかえめに声をかけてきた。

「あの……、スウェンさま……」

「ジェニアスさまがいらっしゃいましたか？」

　そうなら手紙を渡してもらおうと尋ねたが、ルルは首を振ふった。

「いえ、あの、ナージさまがお呼びです。人に見られないよう、城の裏手の森の方に来てほしいと……」

　人に見られないよう？

　訝いぶかしんだが、ナージなりになにかあるのだろう。

　ルルの表情がやけに暗いことが気になる。

「どこか具合が悪いのですか、ルル？」

　ルルはびくっと体を震ふるわせたが、

「なんでもありません……」

　と下を向いて表情を隠かくしてしまった。もともともの静かな子なので心配だが、聞かれたくないような空気が漂ただよっているので、無理に問い質たださないことにした。

　ルルに案内され、城の中の人けのない通路を足早に歩く。外に出るときは、ルルが扉とびらを開けて様子を窺うかがってから呼ばれた。用心深さが気になる。なんの用事なのだろう。

　森の中はとても静かで、人の気配がない。

「どこまで行くんですか。この先は……」

　森が途と切ぎれれば、切り立った崖がけになっている。

　ちょうど崖が見える位置に来ると、ルルは足を止めた。

　そしてスウェンを振り返ると、目に涙なみだをいっぱいに溜ため、

「ごめんなさい！」

　勢いよく頭を下げた。

「どうしたのですか。なにを謝って……」

「ごめんなさい、ごめんなさい！　ぼく、スウェンさまを連れ出さないと家族を殺すって脅おどされて……！」

「お待ちしておりましたよ、スウェンさま」

　濁だみ声ごえが聞こえ、振り向くと木こ陰かげからジェニアスが歩み出た。ジェニアスの背後から、魔ま道どう士しの面をつけた男が姿を現した。

　しかも禍まが々まがしい色で面を彩いろどっている。見ただけで呪のろわれそうだった。

　いやな予感が膨ふくれ上がった。

　不ふ吉きつな魔道士の姿に、踵きびすを返して逃にげ出そうとする。

　だが。

「あっ……！」

　脚あしになにかが絡からみつき、草の上にどうっと倒たおれる。

　見えない力がスウェンの手足をぎりぎりと締しめ上げる。

「く……」

　スウェンは触れた相手の心に入って攻こう撃げきを仕し掛かけることは可能だが、離はなれた場所にいる相手を拘こう束そくするような魔術使いではない。

　ジェニアスは満足げに頷うなずくと、ルルに向かって「おまえはもう行け」と手を振った。

　ルルは振り返りもせずに城に向かって走って戻もどっていく。少なくとも、役目を終えた彼が殺されなかったことにホッとする。

　魔道士の操あやつる見えない縄なわで縛しばり上げられたスウェンは、近づいてきたジェニアスに顎あごをつかまれた。

「おじいさまが会いに来ているという噓うそに騙だまされてくれていたら、あの子を脅してそなたを呼び出したりせずに済んだものを。可か哀わい想そうなことをして、罪なお方ですな」

　噓だったのだ。祖父からの手紙をナージが握にぎり潰つぶしていたというのも、気の毒な娘むすめの話もきっと作り話だったに違ちがいない。

　ジェニアスを信用できないと思っていた自分の勘は正しかった。結局連れ出されてしまったけれども。

「ナージめが私を警けい戒かいしていることはわかっている。知っているか、ナージがそなたを国に帰したがらないのも、私に攫さらわれることを恐おそれてよ。さすがに国外に出られてしまってはあやつも目が届かん。だが私も大貴族。兵たちとてそうそう私の行動を制限はできぬ。この城にいてもこうしてそなたを連れ出すことくらいは可能だわ」

　では、ナージが今はだめだと言ったのは、ジェニアスの動きを警戒していたからなのか。スウェンを不安にさせたくなかったのかもしれないが、言ってくれれば自分ももっと気をつけたのに！

　他ほかの男への嫉しつ妬となのだと単純に思おもっていた自分の浅はかさにも歯は嚙がみする。

　ジェニアスはスウェンの顔を視線で舐なめるようにした。

「実に美しい。しかも能力の高い治ち癒ゆ師ときている。ナージ亡なきあと、私が大公爵に収まったら、私の愛人にして差し上げよう」

「なにを……」

　ジェニアス一人なら、ナージをどうこうできると思わない。

　だがジェニアスの背後に佇たたずむ魔道士の姿に、悪い予感を隠かくせなかった。

　直接肌はだに触ふれれば、魔力を持たない人間ならスウェンは心を読むことができる。

「無む駄だですよ、スウェンさま。そなたが私の心に潜もぐり込もうとしたのは感じますが、曲がりなりにも神しん竜りゆうの血を引く私だ。簡単には入れさせませんぞ。しかし忍しのび込もうとする速さといい力といい、評判通り並みの治癒師ではありませんな。これは拾いものだ」

　用心深く壁かべを作ったジェニアスの心には、スウェンでは入り込むことはできなかった。しかし……。

「……ジェニアスさまのお力はナージさまに遠く及およびません。大公爵は、代々神竜の血がもっとも濃こいものが継つぐと伺うかがいました。失礼ながら、ジェニアスさまではお力が不足されていらっしゃるのでは？」

　心に入れなくても、触れれば魔力の強弱くらいはわかる。

　神竜に変化し、あかがね色の鱗うろこを持つナージに比べ、ジェニアスの魔力は遠く足もとにも及ばない。神竜に変化できるほどの魔力は感じられない。

　ジェニアスはにたりといやらしい笑みを浮うかべた。

「ご存じない。そうかそうか、他国の方ですからなぁ。ご心配なく。ナージめの魂たましいを追い出し、神竜が私を迎むかえ入れたら、私の力も神竜と混じってナージなどより強くなります。肉体もほれ、あなたの夫の若く美しい男を私が引き継ぎますぞ」

　追い出す？

　スウェンが理解していないのを、ジェニアスはさもありなんと頷いた。

「神竜は憑より代しろとしてそのご神体がありましてな。中に入る魂を入れ替かえるんですよ。魂が寿じゆ命みようや病で消しよう滅めつするとき、新たな魂が神竜に迎え入れられる。誰だれの魂でもいいというわけでなく、神竜の血を引き、神竜が拒きよ絶ぜつしない人間でなければいけませんがね。つまり親和性の問題ですな。血の濃い者から順に試ためしていくんです」

「憑代……」

　では、あの美しい神竜の肉体は何百年か何千年か生きていて、神竜に宿る魂を数十年おきに入れ替えている。神竜はただの器うつわ、そういうことだ。

　ぞわり、と鳥とり肌はだが立った。

　ナージのあの肉体は借りもので、中には違う誰かの魂が入っている。

「前回のときは、神竜はずいぶん選より好みして、三十人近くの魂が拒絶されて無駄になったのだ。神竜の血を継ぐ適てき齢れい期きの若者はどんどんいなくなり、とうとうあんな出で来き損そこないのナージ・ロウに……」

　ジェニアスは苦々しげに続けた。

「ナージめは好色だった前大だい公こう爵しやくが手当たり次し第だいにつまみ食いした、下級貴族の人妻との間の不義の子よ。鱗もろくに生えていなかったから追放された半はん端ぱもののガキが、他に適齢期の子がいなくなったからといって、流された先から連れ戻され……」

　────……え？

　流されたという言葉に、まさかという思いが浮かび上がる。

「竜の子を産んだ母親は恐きよう怖ふから心を病やんで命を絶ってしまったし、貴族の方は母親にそっくりな息むす子こを疎うとんで処分しようとしたが、万が一のために竜の血を残そうとした城の者の手によって殺された。とんだ疫やく病びよう神がみだ」

　心臓がどくり、どくりと音を立てている。あり得ない想像が頭を駆かけ巡めぐる。

　まさか……、いや、そんな馬ば鹿かな……。

　だって見た目がぜんぜん違う。

　……いいや、神竜と大公爵の肉体はただの器なのだ。中身は別人……。でも……、でもそんなこと。あの人は、自分の目の前で倒れて亡くなったはず。

「私の方がずっと竜の血が濃いのに、二十歳はたち前後という適齢期が過ぎていたからといって後回しにされ……。私を試してくれたら、ぜったいに神竜は受け入れたはずだ。適齢期がなんだ！　魂の交代は五十年かそこらに一度しかないんだぞ！　年が行き過ぎているとはなにごとだ！　私だって六年前は四十だったんだぞ、まだまだ若いわ！」

　六年前────！

　記き憶おくが六年前のあの日に遡さかのぼる。

　彼は自分は忌いみ子で、母に恐怖され、父に疎まれ、あの地に流されたと言っていた。

　子をなすことが許されないのは、竜の血が受け継がれてしまうから？

　人を愛する資格がないというのは、両親を不幸にしたから？　それとも愛し合う人間に負担と制限をかけてしまうから？

　でもどれも彼のせいじゃない！

「精せい霊れい、さん……」

　間違いない、と確信する。

　名前も教えてくれなかった人。きっと万が一、名前から神竜の血を引く者だと知られてはいけなかったせいだ。

　ナージが心を覗のぞかせてくれなかったのは、精霊さんだとわかってしまうから────でもどうして？　言ってくれたらよかったのに。

　なにも言わずに体を奪うばわれたから、最初は憎にくみさえした。

　話したい。たくさん聞きたいことがある。

「私が大公爵になったら他国に攻せめ入り、もっともっとエラゴールの国土を広げるのだ。こんなちっぽけな国で満足してたまるか！」

　興奮して話していたジェニアスはスウェンの髪かみをぐいとつかんで立たせると、肩かたを押しやった。

「乗れ」

「ひっ……」

　見れば、魔ま道どう士しは体長十メートルはある太い蛇へびのような形の水竜に乗っている。

　百足むかでのようにぞろりと並んだ無数の足を持つ水竜は、谷底に集団で生息する大きな水蛇のような生きものだ。

　翼つばさはないが、無数の足でどこでも移動し、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきも登れるという。

　崖がけの向こうから、次々と水竜が姿を現した。

「これは……」

　百匹ぴき以上いるであろう水竜たちに息を吞のむ。

　五メートル程度のものから、大きいものは十メートルを超こえるものまで、大小様々な水竜がしゅうしゅうとした息いき遣づかいだけを空気中に吐はいて蠢うごめいている。

　みな群れのリーダーである、魔道士の跨またがった水竜に従っているのがわかった。そしてその水竜は、魔道士に意識を支配されている。

　スウェンは両手首を合わせて体の前で縛られ、魔道士の乗った水竜に一いつ緒しよに跨らされた。

　先頭に押しやられ、落ちないようにか、水竜の角に手首の縄なわを繫つながれる。水竜の背を跨またいだ足首にも縄を巻かれ、水竜の顎あご下したを通して反対の足首に結ばれて固定された。これで否いやが応でも水竜から離はなれられない。

　スウェンと魔道士の間に乗ったジェニアスに腰こしを抱だきかかえられてゾッとする。

「落ちたら水竜どもに踏ふみ潰つぶされて命を落としますからね」

「なぜ……、わたしを一緒に……」

　んー？　と薄うすら笑いを浮かべながら、ジェニアスはスウェンの腰に回した手でさわさわと脇わき腹ばらを撫なでた。気味悪さに吐き気がする。

「ナージはそなたに骨ほね抜ぬきだからのぅ。そなたが先頭にいれば、迂う闊かつに攻こう撃げきもしてくるまい。そなたはか弱そうに見えて強力な盾たてよ」

　ジェニアスは興奮した息遣いで、スウェンの首筋に鼻を埋うずめてすうと息を吸った。

「いい匂においだ。抱き心ごこ地ちもいい。神竜の体を乗っ取ったら、そなたを愛あい妾しようにしていちばんに抱いてやろう」

　自分がジェニアスになにをされるかということより、ナージの身が心配でならなかった。










　城内に、怒ど号ごうと破は壊かい音が響ひびき渡わたる。

　硬かたい鱗うろこで覆おおわれた水すい竜りゆうたちは群れをなして城壁に体当たりをし、重量まかせで壁かべや扉とびらを壊こわしていく。

　使用人を逃にがすための翼よく竜りゆうが次々に飛び立ち、城下にも避ひ難なん命令が出された。

　残った翼竜に弓矢の得意な兵士が乗り、空から矢を射かけるが、ほとんど水竜の硬い鱗に弾はじき返されて大した効果がない。

　兵士の数だけ翼竜がいるわけではない。水竜を迎え討うつ兵士たちは剣けんや槍やりを手にしているが、生まれながらに鎧よろいを纏まとっているような水竜には傷ひとつ与あたえられなかった。

　ジェニアスは狂きよう喜きしながら、スウェンの耳もとで叫さけぶ。

「どうだ、水竜を使うとは考えたものだろう！　リーダーさえ操あやつってしまえば、知能の低いこいつらはただただ命令に従う生きる武器にすぎぬのよ。破壊するだけなら訓練もいらん」

　水竜の背に揺ゆられながら、スウェンは肩ごしにジェニアスを睨にらみつけた。

「もしあなたが大公爵位についたところで、裏切り者の魂たましいはすぐに成敗されると思わないのですか。こんなことをして、臣下や民たみがついてくるとでも！」

「心配はいらん。エラゴールでは大公爵は神だ。臣下や民が選べる存在ではない。ただ大公爵につき従うだけ。幸い先の魂の入れ替え時に、適齢期の者はほぼいなくなった。あとは私のような年配か、まだ竜が受け入れられぬ幼すぎる者ばかり。念のため、私が大公爵になったら、私より若い竜の血を継つぐ者は皆みな殺ごろしにしますがな」

　勝ち誇ほこったようにげらげらと笑う濁だみ声ごえの男に虫むし唾ずが走る。

　こんな男が国を継いでいいはずがない。しかも他国へも攻め入ろうというのだ。エラゴールだけの問題ではない。

　このままではこの愚おろかな男によって、大きな戦争が始まってしまう！

「そなたには、戦いくさで疲つかれた私の身も心も、毎晩じっくり癒いやしてもらうとしましょうなぁ」

　ぬめるような声こわ音ねで囁ささやかれ、奥歯をきつく嚙かんで気味悪さをこらえた。

　誰だれがこんな男！

　総毛だった身をよじったとき、空気を切り裂さくようなフェンリルの声が届いた。

「スウェンさま、伏ふせて！」

　とっさに身を低くすると、髪の先ぎりぎりをかすめた火矢が水竜の角の横に突つき立った。

　恐おそろしい叫び声を上げて水竜が首を反らす。

「うおっ！」

　振ふり落とされそうになったジェニアスが、慌あわてて素す手でで火矢をつかむ。

「あぢっ！　くそうっ……！」

　腐くさっても竜の血を引く者。満身の力を込め、通常より太い対竜用の矢を力ずくで引き抜いて投げ捨てた。

「おまえもぶち殺してくれるわ、フェンリル！」

　手に火傷やけどを負ったジェニアスは怒声を放つ。

　怒いかり狂くるって暴れようとする水竜の精神を、魔道士が無理やり魔力で押さえつけた。水竜の苦しみがスウェンの心に響き、可か哀わい想そうで歯嚙みする。

　魔道士に支配されている水竜の心に、スウェンが無理やり入り込めば心が分ぶん裂れつしてしまう。魔道士が支配を手放さない限り、スウェンにしてやれることはない。

（ごめんなさい……）

　水竜の痛みを我がことのように受け止め、この子たちのためにもなんとかしてやりたいと思う。

　上を見ると、翼竜に乗ったフェンリルが空から次の火矢を射かけようとしている。だがなかなか狙ねらいが定まらない様子だ。スウェンたちの乗った水竜を守るべく、他ほかの水竜たちが体を寄せて周囲を取り囲んだ。

　水竜の弱点は炎ほのおである。

　しかし対竜用の重い矢を、火矢として放てる兵士は多くない。

　かといって切り立った崖に囲まれている岩山の上の城に火を放てば、兵士たちが焼け死んでしまう。

　だがこの数の水竜を足止めするためには、そうするしか……。

「やっと来たか」

　ジェニアスの声に緊きん張ちようが走る。

　先頭を走っていた水竜の群れが、急に列を崩くずして逃げ惑まどう。

　前方を見ると、あかがね色の鱗を持つ優美な竜が、口から黒こく煙えんと共に吐き出した火か炎えんで水竜を薙ないでいた。

「ナージさま！」

　いつか部屋でフェンリルを威い嚇かくしたときなどとはまったく違ちがう、触ふれたものを塵ちりに変える神の炎だ。

　水竜とともに家具が燃え上がり、炎が壁を舐なめた。

　神の怒いかりは目の前の水竜たちを簡単に焼きつくし、近寄ることすら許さない。誰だれもがひれ伏さずにいられぬ圧あつ倒とう的てきな力に満ちている。

　だが水竜たちは怯ひるんだものの、魔道士に操られるリーダーの命に従って再び城内を破壊しながら進んでいく。

　空中を旋せん回かいしたフェンリルが、神竜に向かって叫ぶ。

「ナージさま、一いつ旦たん城を捨てて退避を！　あなたさまさえいれば、何度でも態勢を立て直せます！」

　そうだ。ジェニアスの狙いは神竜の体。

　彼がここを離れてしまえば、そもそも城を攻せめる意味などない。神竜が姿を隠かくしたまま、兵士たちが時間をかけて裏切り者を討とう伐ばつすれば済む話だ。

　神竜の体を、奪うばわれなければいい。

「逃げてください、ナージさま！」

　だが神竜は空に飛び上がったきり、爛らん々らんと輝かがやく目でこちらを見下ろしている。

　くくっ、とジェニアスが笑った。

「なんのためにそなたを連れてきたと思ってる。神竜がそなたを置いて逃げるものか。まったく、盾であり、神竜の枷かせであり、優ゆう秀しゆうな人ひと質じちよ」

　愕がく然ぜんとした。

　自分がナージの足枷となっている！

　神竜は火を噴ふいて水竜を倒たおそうとするが、スウェンを炎に巻き込んではいけないと思ってか、スウェンたちの水竜の近くに届く距きよ離りには来ない。

　それどころか、こちらに火矢を向けるフェンリルや兵士たちを威嚇する。

「わたしのことは構わずジェニアスたちを倒してください！」

　こうなったら、足手まといのこの命を自ら落とすしかない。

「おっと、勝手な真ま似ねをされては困る」

　ジェニアスが素早く丸めた布をスウェンの口に押し込み、上から歯で嚙ませるように縄なわをかけて頭の後ろで結んだ。

「う……」

　これでは舌も嚙めない。水竜に縛しばりつけられているから、落ちて踏ふみ潰つぶされることもできない。もっと早くに舌を嚙んでしまえばよかった！

「さて、時間をかけすぎると応おう援えん部隊が来てしまうからな。さっさと神竜の体を奪わないと」

　ジェニアスは懐ふところから短剣を取り出すと、刃はをぴたりとスウェンののど元に当てた。そしてナージに向かって大声で叫ぶ。

「兵どもを下がらせろ！　おまえは城の庭に下りるんだ」

　神竜姿のナージはフェンリルたちに向かって雷らい鳴めいのような声で咆ほう哮こうする。

　下がれ、と命じているのがわかった。

「しかし、ナージさま……！」

　言いかけたフェンリルの言葉を遮さえぎって神竜が再び咆哮する。

　フェンリルは悔くやしげに目を眇すがめると、部下たちに指示をして町の方角に飛び去らせた。城内の兵士たちは、高いバルコニーの上に集められる。

　城じよう壁へきが崩れて砕さい石せきが散らばった城の庭に、美しい神竜が降り立つ。

　血色の瞳ひとみで、スウェンを見た。

「んんんんっ……！」

　自分のことはいいからと、必死に首を振る。

　だが神しん竜りゆうはおとなしく翼つばさを畳たたんでこちらを見るだけだ。

「よし。よーし、そのまま動くなよ。行け、魔ま道どう士し。ナージの魂を握にぎり潰してこい。それから私の魂を神竜に入れろ」

　魔道士が、のそのそと水竜を下りてナージに近づく。

「私が目をかけてやった恩を忘れるな。私が大だい公こう爵しやくになったら、おまえは宮きゆう廷ていつきの魔道士にしてやる」

　魔道士は頷うなずき、神竜の周囲に頂点が五角形を描えがくように水すい晶しようを置いた。

　呪じゆ文もんの詠えい唱しようが始まる。

　キン、とスウェンの耳の中に金属音が鳴った。

　あの、精せい霊れいさんが魔道士に襲おそわれたときと同じ。今ならわかる、あれは魂を抜かれたのだ。

　脳を殴なぐられているように頭が痛み、視界が霞かすむ。神竜は微び動どうだにしない。

　スウェンの胸に、苦い後こう悔かいが奔ほん流りゆうのように溢あふれだす。またあのときの光景を繰くり返すのか。あれだけ修しゆ行ぎようしたのに、おまえはまた愛する人を見殺しにするのか！

　なにかできることはないか……、諦あきらめるな……！

「う……、く……」

　視界が汗あせで滲にじむ。

　スウェンの後ろからジェニアスが興奮して身を乗り出し、食い入るように神竜と魔道士を見つめている。　>>>♥

　魔道士が手を伸のばし、手のひらがぴたりと神竜の心臓の上に当てられる。

　神竜は短たん剣けんを突きつけられたスウェンから視線を離はなさない。自分の命よりスウェンが大事なのだと告げる瞳ひとみに、もどかしさと切なさで鼻の奥がつんと沁しみた。

　ずぐっ、とその手が血も流さず神竜の胸に潜もぐり込んだ瞬間、魔道士の意識がすべて神竜に集中したのを感じた。

　同時に、水竜を縛っていた魔道士の気配が水竜の中から離はなれる。

（今だ！）

　角をつかむ手から、光の速さで水竜の心の中に飛び込む。




　魔道士によって真っ暗に塗ぬり込められた水竜の心を、小さな太陽さながらのまばゆい光で照らす。

　水の流れる洞どう窟くつのようなこの場所は、水竜が生まれ育った場所のイメージだろう。

　大きな水たまりの中心から突つき出した岩に、傷だらけの水竜が鎖くさりで何重にも縛りつけられていた。細く開いた目から、血色の涙なみだを零こぼしている。

　現実の世界であれば、スウェンにはさしたる力はない。大剣を振ふるうほどの腕わん力りよくも、岩を飛び移る脚きやく力りよくもない。

　けれど。

「今、自由にします！」

　背に生やした大きな翼をはためかせて水竜の側そばまで飛び寄り、光り輝く大剣で水竜を縛いましめる鎖を音高く断たち斬きった。

　鎖は粉々に崩れ、水竜の体は水の中に滑すべり落ちる。

　水に潜ったスウェンは、水竜の頭を抱だきかかえて額同士を合わせた。

　スウェンの額から温かな癒いやしの気が水竜に流れ込み、見る間に傷が塞ふさがっていく。水竜の目に力が戻もどる。

　水竜と意識が繫つながったとき、スウェンは心から叫さけんだ。

（わたしはあなたを支配しません。でも、どうか助けて────！）




　おとなしかった水竜が、突とつ然ぜん雄お叫たけびを上げて上体を反らした。

「うおっ！」

　油断していたジェニアスは、反動で宙に投げ出された。

　スウェンは縛りつけられていたことが幸いし、しっかりと水竜につかまっている。

　角に触れた手のひらから、水竜の心が伝わってくる。

　感謝と、喜びと、友情と、信しん頼らいが。スウェンを助けると、協力すると、水竜の心が語っている。

（ありがとう……！）

　布と縄を嚙かまされているせいで声は出せないが、心が繫がれば言葉など必要ない。スウェンの意思に沿って、水竜は動いてくれる。

　周囲の水竜たちも、リーダーの命に従って動き出す。

「待てっ、あぶな……、ぎゃっ！　ど、どけぇ……、げぶっ、ぅぅっ……！」

　水竜たちは地に落ちたジェニアスに群がり、重量のある体を次々に重ねて押し潰した。水竜の体の下から漏もれるくぐもった断末魔は、すぐに聞こえなくなった。

　スウェンを乗せた水竜は、真っ直すぐに神竜と魔道士めがけて駆かけていく。

　魔道士は近づいてくる水竜を視し認にんしながらも、術の途と中ちゆうで身動きが取れない。

　体当たりした水竜の巨きよ体たいに弾はじき飛ばされ、数メートルも転げたと思うと、城の壁かべにぶつかって地面に倒れ伏ふした。

　魔道士の体にも、数すう匹ひきの水竜が襲いかかる。気を失っているらしい魔道士は、そのまま動かなくなった。

　神竜は光を失った目を閉じると、横向きにゆっくりと地面に倒れた。

（ナージさま！）

　すぐに助けに行きたいのに、手足を水竜に縄で縛りつけられていて抜ぬけられない。

　泣きそうになりながらもがいていると、

「スウェンさま！」

　飛来した翼よく竜りゆうから飛び降りたフェンリルが走り寄ってくる。

　水竜はスウェンの心のまま、フェンリルに向かって頭を低くした。スウェンが水竜に縛りつけられていた縄を、フェンリルの剣が断ち斬る。

　両手が自由になると、嚙まされた縄と布を吐はき出すように取り去った。

「ナージさま！」

　倒たおれた神竜に縋すがりつき、鼓こ動どうを確かめる。神竜の肉体そのものは損傷はないようだが、心臓の動きが弱っている。魂たましいの気配が薄うすい。

　焦あせって魔道士を振り向くと、その手に魂の欠片かけらが握られていた。

　急いで水竜の間を縫ぬって魔道士に近づき、指を開いて引きちぎられた魂の欠片を取り出す。

　ナージの魂の半分はまだ神竜の中に残っている。これを戻して、修復できれば──！

　神竜の側に取って返し、力なく地面に預けているあかがね色の頭を持ち上げた。

　フェンリルが心配そうに覗のぞき込む。

「どうかナージさまをお救いください。あなたさまにしかできません」

　スウェンは強い意志を持って頷いた。

「そのつもりです」

　深い部分まで入り込むなら、粘ねん膜まく同士の接せつ触しよくがもっとも有効だ。魂の欠片を口に含ふくみ、スウェンは神竜の口に唇くちびるを重ねた。




　気づけば、あの泉のほとりに立っていた。

　いつも精霊さんと待ち合わせた、あの大事な想おもい出の場所に。

　精霊さんはスウェンの隣となりに佇たたずんで、緑の瞳ひとみで泉を見つめている。

「ナージさまは……、精霊さんだったんですね」

「……きみに知られたくなかった」

　精霊さんは悲しげな瞳で泉を見たまま、ぽつりと言った。

「どうして」

　精霊さんは、心もとないように自分の体を両りよう腕うでで抱いた。

「きみが好きだと言ってくれた、金の髪かみも緑の瞳も、私にはもうない……」

「そんなの、ただの外見じゃないですか。精霊さんは精霊さんです」

「私には、なにもないから。きみを喜ばせてあげられるものは、他ほかになにも持っていない。代わりに手に入れたのは、望んでもいなかった権力と醜みにくい鱗うろこだらけの体だけ。だから、きみの想い出の中だけでも美しい姿でいたかった……」

　こんな言葉を聞くと、まるで違ちがうようでいて、やっぱり精霊さんとナージは同じ人間なんだなと思う。

「どちらもきれいです。どちらも好きですよ」

「ありがとう……」

　精せい霊れいさんは悲しげに笑う。そしてくしゃりと顔を歪ゆがめた。

「でも私は醜い。無理やりきみを奪うばった。きみが私を恐きよう怖ふし、嫌けん悪おしていると知っても、止められなかった」

「それだけわたしを欲しいと思ってくれたんでしょう？　最初は怒おこりもしましたけど、今は嬉うれしいです」

　心からそう思う。

　失ったと思っていた人が生きていた。姿を変えても、ずっと自分を想ってくれていた。

「きみが……、約束の六年目に私を忘れていたら……。あの指ゆび環わをもう持っていなかったら、国に帰すつもりだった。でもきみは大事に胸に下げていて、それを見たら嬉しくて……、眠ねむるきみに口づけるだけのつもりだったんだ。本当だ。なのに、気づいたらあんなことを……」

「じゃあ、精霊さんは約束を守ってくれたんですね」

　スウェンの嬉しそうな声に、精霊さんは、意外そうに顔を上げた。

「六年後にキスしてくれるって言いました。約束を守ってくれて嬉しいです。どうしよう、すごく浮うかれてます」

　喜びが溢あふれてくる胸に手を当てた。

　頰ほおを上気させて精霊さんを見ると、呆あつ気けにとられたようにスウェンを見返した。

「でも……、キス以上のことも……、無理やり……」

「それは……、わたしだって六年も経たって精霊さんに会ったら、それなりの年ねん齢れいですし、その先も期待してました。無理やりはどうかと思いますけど。でももう力ずくでなんてしませんよね？」

「しない……。そんなことは、もうぜったいにしないけれど……」

　ふるふると首を振ふった精霊さんは、身を寄せたスウェンをためらいながら抱きしめた。

「千切れた魂の欠片をお返しします。これがないと、あなたの魂は消しよう滅めつしてしまいますから」

　魔ま道どう士しに千切られたのは、ちょうど神竜と混じり合ったナージの部分だ。魂を返せば、精霊さんの姿はナージに変わるだろう。

　唇を重ね、魂の欠片を口移しで渡わたす。

　こくりと吞のみ込む音がして目を開けると、すでに赤い瞳がスウェンを見ていた。

「私でいいのか？」

「どちらもあなたです」

　ナージはほほ笑えむと、スウェンをきつく抱きしめた。

「想い出の私はおまえの中に美しい姿を残したまま、今の私を好きになってもらいたかったんだ」

「同じ人に二人分恋こいして、得した気分です」

　スウェンの言葉に、ナージは穏おだやかな笑い声を漏らした。

「私は見苦しい男だぞ。おまえの中にいる過去の自分の大きさに嫉しつ妬としたり、昔の男が忘れられないのかと怒ってみても、いざおまえが私を想ってくれると、過去の自分はもう愛されていないのかと寂さびしくなったり」

「意外と面めん倒どうな方だったんですね、ナージさま」

　くすくす笑いながら背を抱だき返した。

　そんなところも、わかってしまえば愛いとしさの一因でしかない。

「精霊さんの指環、どうしました？　捨てていないですよね？」

「……持っている」

　ばつが悪そうに言うので、余計に笑ってしまう。

「じゃあ戻もどったら返してください。ナージさまからいただいた指環と一いつ緒しよに、右手と左手につけますから」

　ナージも笑いながら、額同士をこつんとぶつけた。

「これからは、なんでもちゃんと話をする。おまえの心も覗かない。心を覗くのは手っ取り早いが、相手を理解する手を抜くのはいい習慣ではないからな」

「そうですね。夫ふう婦ふらしく、話し合って理解を深めましょう。でも、あなたの心が疲つかれたときはわたしに慰い撫ぶさせてくださいね」

　唇を合わせると、ナージの深層の様々な記き憶おくが流れ込んでくる。ナージはきっと見てもいいと言うだろうけれど、スウェンはあえて見ないよう心の目を閉じた。

　一度千切れた魂は壊こわれやすい。

　きちんと〝癒いやし〟ていきたい。ナージの花はな嫁よめであるスウェンにしかできない方法で。

　たっぷりの愛情で満たし、甘く包み込もう。

　白い小さな花で埋うめ尽つくされた泉のほとりに横たえられると、頭上からちらちらと落ちてくる花びらが二人を祝福しているようだ。

「愛しています、ナージさま」

　下から頰を包むと、ほほ笑んだナージが深く口づけてくる。

　六年前にした約束を、この場所でもう一度。

「愛している、スウェン」

　耳に重なるのは、ナージと精霊さんの声。

　心の中の交わりは、常識的なものがない。すでに服はなくなって、裸はだかの肌はだが重なっていた。

　やわらかな日の光に照り映はえる炎ほのおのような鱗を、うっとりと眺ながめる。

「本当に、きれいです……」

　お世辞などではない。　>>>♥

　ナージは自分を醜いと卑ひ下げするけれど、スウェンの目には宝玉のように美しく見える。どんな言葉を連ねるより、触ふれあった心はそれを伝えてくれるだろうけれど。

「おまえがそう言ってくれるなら、この体も悪くない」

　ナージが嬉しそうに笑うのを見るのが好きだ。

　たくましい肩かたの鱗を唇でなぞると、お返しのようにナージがスウェンの髪に口づけを落とす。唇と指先で確かめる鱗の感触が好きで、ついつい愛撫に熱が籠こもる。

　体勢を入れ替かえ、仰あお向むけになったナージの体に跨またがって首筋の鱗を舐なめた。

「心ここ地ちいいな……」

　ナージが甘いため息をつく。

　尖とがったのどぼとけが上下に動くのを見て、強きよう烈れつに男を感じた。誘さそわれるように舌を這はわせ、飴あめ玉だまをしゃぶるように口中で転がす。

　そうしているだけで感じてしまって、尻しりの狭はざ間まが熱く潤うるんできた。

「あ……」

　スウェンの体の変化に気づいたナージが、ぬかるみ始めた穿せん孔こうに指を伸のばす。

　ぴちゃ、と濡ぬれた音がしたのが恥はずかしくて、思わず目を閉じて身をすくめた。

「や、だ……」

　ナージは花はな襞ひだから染しみ出る粘ねん液えきを塗ぬり伸ばすように指の腹をぐりぐりと強く押しつけたり、ぴたぴたと叩たたいてわざと水音をスウェンに聞かせ、羞しゆう恥ちで濡れる表情を楽しんでいる。

「聞かせないでください……！」

　縋すがりつくスウェンを愛しげに抱きしめ、髪かみをかき上げて涙なみだを滲にじませる目もとにキスをする。

「おまえが私に感じて濡れるところが見たい」

　ひく、とスウェンはのどを鳴らした。

　ナージにはもうとっくに全部知られている。でも自分から開いてみせるのは初めてだ。とてつもなく恥ずかしいけれど、ナージが望んでくれるなら──。

「……っ」

　ナージの男根を愛撫できる形で顔を跨またぎ、自分の陰いん部ぶを見せつける。種を欲しがってひくつく穿孔も、硬かたく反り返って震ふるえる陰いん茎けいも、余すところなく晒さらした。

　見られていると思うと、白い腿ももが震える。

　羞恥のあまりぎこちなくなりながら、ナージの男根に舌を伸ばした。

　そうすると余計腰こしを突つき出す形になって、スウェンが頭を動かすたびナージの鼻先で淫いん孔こうが揺ゆれることになる。

　すでに雄お々おしく勃たち上がり、赤い鱗うろこを光らせる陰茎の側面を、れる、と横から舐め上げた。

「……、はっ……」

　ナージの熱い息が尻にかかる。

　感じてくれているのが直接伝わり、もっと悦よろこばせたくなった。

「ナージさま……、好きです……」

　手で持ち上げた種袋ぶくろを口に含ふくむ。

　口中で転がしながら、もう一方の手で陰茎をつかんですり立てた。

　ナージの手がスウェンの双そう丘きゆうをわしづかみにし、思いきり左右に開く。

「あっ、やぁっ……！」

　広げられた穿孔に空気が入るほど露ろ出しゆつさせられ、淫道の中まで観察される。

「真っ赤に熟うんでいるぞ。早く欲しいと淫みだらに呼吸をしている」

　状態まで口にされ、羞恥で脳が沸ふつ騰とうした。

「欲しいならもっと濡らせ」

　傲ごう慢まんに命令されると、頭が痺しびれて言うことを聞きたくなってしまう。

　これは神しん竜りゆうの強い魔力のせいか、彼の血を受け入れた自分の体が従いたがるのか。

　夢中でしゃぶり、雄おすを扱しごき立てた。

　ナージに見られていると思うと、淫いん猥わいな蕾つぼみがきゅんきゅんと引き攣つれる。触れもせずに見るだけ、という卑猥さが、スウェンの中の被ひ虐ぎやく心を煽あおった。

　しかも屋外で。

　こんなに明るい場所で。

　少年時代の想おもい出の地なのに。

「ふ……、ぅん……っ」

　精神世界とはいえ、スウェンにとっては現実と変わらない。明るく開けた場所で淫行に耽ふけるという行こう為いに、痺れるほど感じてしまっている。

　自分はいつからこんなに淫乱になってしまったのか。

　それともナージの心が〝癒し〟を求めているから、自然に反応してしまうのか。

　口を開いた淫孔から、たらりと蜜みつが内腿に流れた。

「溢あふれてきたぞ。可愛かわいい孔あなだ。そんなに私が欲しいか」

　ナージの悦びに熱くかすれる息がかかると、スウェンもますます興奮した。

　誰だれからも顧かえりみられなかった孤こ独どくなナージの魂たましいは、スウェンに求められることで自分を満たしている。

　性交はその象しよう徴ちようだ。

　自ら求め、相手からも求められ、受け入れられることで満たされる。

　スウェンがすべてを受け入れてこそ、ナージの魂は癒される。

「ほしい、です……」

　ナージの眼前でたらたらと蜜液を零こぼしながら、誘うように尻を揺らした。

　息を吞のんだナージが体を起こし、地に両手と膝ひざをつかせたスウェンの背後に回る。

　獣けものの姿勢を取ったまま肩ごしにナージを見れば、赤い鱗を纏まとった男根はスウェンの唾だ液えきでいやらしく濡れ光っていた。

　ぐ、と先せん端たんを押しつけられ、肉の環わが雄の形に開いていく。

「あ…………、あああ、あ……っ、あ……！」

　張り出した傘かさのいちばん太い部分が挿入はいるときは背がしなった。

　濡れた淫道を進んでくる剛ごう棒ぼうの熱さに嬌きよう声せいを上げる。

「ほら……、挿入っていくぞ……。おまえが私を受け入れている。私を愛してくれている……」

　ナージの悦びがつながる部分を通してスウェンに流れ込んでくる。

「あいして……、います……。ナージさま……」

　ナージの視線が雄を埋められる肉襞に注がれているのがわかり、きゅっと淫道が締しまった。唇くちびるから熱い息とともに、ナージが言葉を零した。

「おまえにも、私が愛されている姿を見てほしい」

「え……、ああっ……！」

　ナージがスウェンの腿の裏をつかみ、脚あしを両側に大きく広げて持ち上げる。

　つながったまま地面に座ったナージの上に腰を落とされ、ずん！　と衝しよう撃げきが脳天まで突き抜ぬけるほど深く男根を吞み込まされた。

「あぁぁ────……っ！」

　腸の奥に先端がごつりと当たるほど串くし刺ざしにされ、白い肢し体たいをびくびくと震わせる。

　そのままずぐっ、ずぐっ、と雄を抜き差しされ、涙を散らして啼なき喘あえいだ。

「見ろ……。見てくれ……。おまえの小さな孔が、私のために健けな気げに口を開いている。いじらしくて、愛いとしい体だ」

　涙で曇くもる目を開けば、泉の水が正面に立ち上がって鏡のように二人のまぐわいを映し出している。

「やあっ……！」

　後ろから抱だきかかえられてあられもなく脚を開かされ、下から雄を吞み込む結合部まで丸見えだった。

　思わず顔を背そむけたスウェンの耳みみ朶たぶを唇で挟はさみ、ナージは切ない声で懇こん願がんする。

「愛してくれ、スウェン……。私がどれほどおまえに愛されているか、おまえも見て感じてくれ……」

　そうしなければ、ナージの魂は満たされない。

　スウェンはそろそろと顔を戻もどすと、濡れた目を開いて水に映る二人の姿を見た。

　ナージがゆっくりと、スウェンの体を持ち上げる。

　水に映ったスウェンの蕾から、ぬらぬらと光った鱗を纏まとう極ごく太ぶとの男根が姿を現す。

「ああ……」

　沈しずめられると、スウェンの体には余るほどの剛棒が埋うずめられていく。

　視覚が触しよつ覚かくと直結して、これ以上ないほど興奮が高まった。

　抽ちゆう挿そうが激しくなるにつれ、真っ赤に腫はれ上がった雄おす茎くきの鱗にごりごりと内ない壁へきを削けずられて悲鳴を上げる。

　鱗の襞に白く泡あわ立だった粘液が纏わりついているのが見えて、卑ひ猥わいすぎて頭がおかしくなりそうだった。

「愛している……、愛してくれ、スウェン……。私を癒いやしてくれ……」

　直接脳を抉えぐられるような重い快楽と刺し激げき的な光景に真っ白に飛んだ意識に、ナージの懇願が刷り込まれていく。

「あい、してます……っ、あいし、て……、あああっ、あ──……っ、ナージ、……ま……！」

　後ろ手にナージの頭を抱き寄せ、振ふり向いて唇を貪むさぼり合う。

　ナージの灼しやく熱ねつが身の内に焼きつき、熔とけてひとつになりそうだった。

「スウェン……！」

　ナージが切なく名を呼ぶのと同時に下腹に熱が広がり、スウェンも熱い白はく濁だくを噴ふき上げた。ナージの魂が愛されて満たされたのを感じた。　>>>♥
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「いや、まあ、いいんですよ？　あれは治ち癒ゆ行為ですから。おかげさまでナージさまの魂も完全に戻りましたし、あなたさまが気になさることはなにひとつございません」

　いつものように口こう端たんに独特の笑えみを浮うかべたフェンリルを前に、スウェンはいっそ蒸発して消えてしまいたいほどに羞しゆう恥ちで真っ赤に染まっていた。

　ナージの魂を修復に行った心の中で激しく交わったスウェンの体は、瀕ひん死しだった神しん竜りゆうに口づけた格好のまま、何度も射精を繰くり返したらしい。

　治癒行為の最中に動かすことはできないと判断したフェンリルによって毛布を被かぶせられ、他ほかの兵士の目からは守ってもらえたものの、ナージの魂を救って戻ってきたスウェンはそのまま気を失った。

　フェンリルはスウェンと神竜を居室に運び、汚よごれたスウェンの体を清せい拭しきしてくれたという。

　使用人も逃にげていて、ナージも魂を千切られた名残なごりでいまだ回復のため眠ねむり続けている。

　だから仕方がなかった。

　仕方がなかったんだけれども！

「本当に……、ご迷めい惑わくをおかけして、お恥はずかしいところを……」

「いえいえ。ですが、どうぞナージさまにはご内密に。不ふ可か抗こう力りよくとはいえスウェンさまの肌はだを拭ふいたなんて知られたら、目をくり貫ぬかれて手首を斬きり落とされた上に焼き殺されますので」

　やりかねない。

　世の中には、愛する夫にも秘密にしなければならないことがあるのだと、スウェンは初めて思ってため息をついた。

「あの、スウェンさま。ナージさまがお目覚めになりました。スウェンさまにお会いしたいとおっしゃってます」

　ルルがひょこりと顔を出し、嬉うれしい報告をくれた。

　ルルはスウェンを騙だましたことをひどく後こう悔かいし、ジェニアスと魔ま道どう士しの始末がついてからいちばんに戻ってきた。

　処分を覚かく悟ごしてまで戻ってきたルルを、もちろんスウェンは罰ばつするつもりはない。逆に苦しんで痛めた心を癒したものだ。

「ありがとう。今行きます」

　壊こわれた城の修復やナージとの結けつ婚こん式、スウェンの実家への正式な挨あい拶さつなど、やることはたくさんあるとフェンリルにも言われている。

「ナージさま」

　すでにいつも通りの黒衣に身を包んだナージが、愛しげにスウェンを抱き寄せる。

「長い間引き留めてすまなかった。やっとおまえを里帰りさせてやれる」

「ジェニアスさまを警けい戒かいされていたんでしょう？」

「知っていたか」

　言ってくれればよかったのにと思うが、ナージがスウェンを守ろうとしてくれたことは素す直なおに嬉しい。

「わたしの方こそ謝ります。あなたがただ精せい霊れいさんに嫉しつ妬として帰してくれないのかと思っていました」

「……それもなかったとは言わないが」

　正直な告白に、思わず声を出して笑ってしまった。

　ひとしきり笑ったあと、ナージの肩かたにこつんと額を当てる。

「おまえが作ったニシンのパイが食べたい」

「じゃあ、あの泉のほとりの木の下で、三人で食べましょうか」

　ナージとスウェンと、精霊さんで。

「ああ、そうしよう」

　今いま頃ごろ白い花が降り注いで、精霊さんの体が眠る土を可か憐れんな色で埋うめてくれている。毎年三人であそこでパイを食べようと心に誓ちかいながら、愛しい夫が口づけてくるのをまぶたを閉じて待った。










あとがき




　このたびは『竜りゆう公こう爵しやくと癒いやしの花はな嫁よめ』をお手に取ってくださり、ありがとうございました。

　ルビー文庫さまで刊行していただく私の本は四冊目、人外攻せめが続いています。今回も大好きな人外プロットを通していただき、嬉うれしいです。

　そしてまたもや、「竜りゆうなら鱗うろこ……、鱗はぜったいよね……」と人外プレイヤーの血が騒さわぎ、そんなシーンも楽しく書かせていただきました。

　実は竜ならば竜姦を入れるつもり満々でしたが、電話で担当さまに提案したときに絶句されてしまい、ちょっとマニアックだったかな……と反省した次し第だいです。

　いや、でも番外ＳＳとかならいいんじゃ？　と、いまだ諦あきらめておりません。どこかで書いてたら「好きだな」と笑ってやってください。

　今回の攻めのナージは、竜なんだから俺様傲ごう慢まんでカッコよく！　と思っていたのですが、書き上がってみると、なにやら色々こじらせた面めん倒どうな人になっていました。

　そのぶん受けのスウェンはいつものかわいこちゃんより数段キリッとして（自分比）、落ち着いた懐ふところの深い子になったかなと思います。

　清せい廉れんなイメージの受けは銀ぎん髪ぱつでいきたいと最初から決めていましたが、ナージは黒竜、青竜、白竜、黄金竜……と何色にしようか悩なやみました。結局、私のキャラで出てきたことのない色がいいなと、炎えん竜りゆうの赤にしました。駒こま城しろ先生が素す敵てきにデザインしてくださってます。

　駒城ミチヲ先生、お忙いそがしい中素す晴ばらしいイラストをありがとうございました！　構図や小物など、本文を読みこんで細かな提案をしてくださるお心こころ遣づかいに感激しました。私のわがままな希望に即そく座ざに対処してくださり、驚おどろきと喜びでいっぱいです。

　担当さま、このたびはぎりぎりの進行でご心配とご迷めい惑わくをおかけし、本当に申し訳ありません。時間がない中でも親身に相談に乗っていただき、とても感謝しております。今後もどうぞご指導よろしくお願いいたします。

　そしていつも私の本を読んでくださる読者さま。はじめましての方も。

　心からお礼申し上げます。

　たくさんの本の中で出会えたご縁えんを大事にしていきたいです。ツイッターでは過去作のＳＳなども置いてありますので、ご興味を持たれましたらお立ち寄りください。お気軽にお声をかけていただけると嬉しいです。

　また別の本でもお会いできることを祈いのって。





かわい恋こ

Twitter : @kawaiko_love
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